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序

 (財)高知県文化財 団埋蔵文化財 セ ンターでは､平 成4年 度 よ り建設省 四国地方建設

局 の委託 を受けて中村市 と宿毛市 を結ぶ高規格道路に伴 う埋蔵文化財発掘調査 を

実施 して きてお ります｡四 万十 川支流 の中筋 川 に沿 って､高 規格道路 が計画 され

てい るわ けですが､中 筋 川流域 は県 下 で も有数 の遺跡が密集 している地域です｡

特 に古墳 時代 では､河 川周辺 で行 われた祭祀 遺跡が確認 されています｡さ らに中

世 で は､戦 国の様相 を垣 間見 るこ とが で きる山城跡が各集落に残 っているようで

す｡

 本書 は､平 成5年 度 に実施 した船戸遺跡 の成果 をまとめたものです｡縄 文 時代 か

ら中世 まで の複合 遺跡 として大変貴重な成果 を上げることができました｡縄 文 時

代 は､線 刻画土器 や伊 吹 町式土 器群が発見 されました し､古 代 か ら中世 にか けて

は中筋 川の河川 を利用 した河津の存在 も指摘 されています｡こ の報告 書が埋蔵文

化財 の保護･保 全､さ らには今後 の考古学研 究の一助 となれば幸いと存 じます｡

最後 にな りま したが､発 掘調査 の実施や報告書 の作成 にあたっては､建 設省 四国

地方建 設局 の埋蔵文化財 に対する深い御理解 と御協力 を賜 ったことに心か ら謝意

を表するとともに､調 査･報 告書作 成 について関係各位 には多大な御指導 と御教

示 を頂いたことに､厚 く御礼 申 し上 げます｡

平 成8年3月

(財)高知県文化財 団 埋蔵文化財 セ ンター

所長 原 雅 彦





例 言

1本 書は､高 規格中村宿毛道路建設に伴 う船戸遺跡の発掘調査報告書である｡

2船 戸遺跡は､中 村市森沢字船戸 に所在する｡

3調 査は､建 設省四国地方建設局の委託を高知県教育委員会が受け､調 査は高知県文化財団埋蔵

 文化財センターが実施 した｡船 戸遺跡の試掘調査は､平 成2年12月3日 から12月19日 まで実施 し

 た｡本 調査 は平成5年5月12日 か ら平成6年2月17日 まで実施 した｡本 調査面積 は､6000㎡ であ

 る｡

4発 掘調査は､高 知県文化財団埋蔵文化財セ ンターが主に実施 した｡調 査体制は以下の とお りで

 ある｡

(1)調 査担 当

出原 恵三(高 知県文化財団埋蔵文化財センター 主任調査員)

松田 直則(      同上        主任調査員)

曽我 貴行(      同上        調査員)

坂本 憲昭(      同上        調査員)

武吉 眞裕(      同上        調査補助員)

竹村 三菜(      同上        調査補助員)

(2〉 総務担 当

井上 幸雄(高 知県文化財団埋蔵文化財センター総務課長)

三浦 康寛(      同上        主幹)

山崎 詠子(      同上        臨時職員)

5本 報告書の作成･執 筆は､各 調査員が分担 し編集は松田が行 った｡文 貢は､執 筆者名 を文末に

 記 した｡

6検 出遺構に関しては､掘 立柱建物跡(SB)､土 坑(SK)､流 路(SR)､柱 穴(P)で 標示 してい

 る｡出 土遺物の実測番号は､写 真図版中の番号 と一致 している｡

7現 地調査及び本報告書を作成するにあたって､岡 村道雄(文 化庁記念物課主任文化財調査官)､

 池田誠(中 世城郭研究会)､橋 本久和(高 槻市埋蔵文化財センター)､寒 川旭(通 産省工業技術

 院地質調査所主任研究官)､犬 飼徹夫(愛 媛県考古学協会副会長)､満 塩博美(高 知大学)を は

 じめ諸氏の御教示を頂いた｡記 して感謝する次第である｡

8遺 構､遺 物の測量及び写真撮影は各調査員が行い､調 査区全体の航空測量は､ア ジア航空測量

 株式会社に委託 した｡さ らに出土遺物の木製品処理は京都科学株式会社､種 子及び土壌分析は

 パリノ･サ ーヴェイ株式会社に委託 した｡

9発 掘調査及び遺物整理､報 告書作成については､下 記の方々に協力頂いた｡

 発掘調査

  浜田 昌一､正 木 信邦､野 並  櫨､伊 与田茂一､植   恵､上 岡 孝久､田 所儀三郎､



立石 正吉､布  泰平､桑 原  定､岡 上 悦美､岡 上 孝子､岡 上 定美､岡 上寿美子､

岡本 弘美､沖  和子､中 山 末子､布  陽子､布 ツルキ､橋 田 逸於､桑 原 照美､

田所 洋子､多 和 春喜､土 居 澄子､中 平百合香､能 津 芳子､松 本 菊美､宮 崎  幸､

森 繁子､福 本 澄子､林 延子､岡 本 芳子､中 山 昭子､大 原千代枝､岡 本 隆江､

上田 豊子､岡 崎美代子､長 崎 竹美､秋 森 広松､岡 本  正､川 村  豊､才 市 和子､

福谷 満子､両 橋 安野

遺物整理､報 告書作成

岡本 智子､小 野 由香､吉 富 紀子､吉 本 睦子､宮 地 佐枝､橋 田 美紀､門 田美知子､

臼木 由里､竹 村 延子､矢 野  雅

10調 査にあたっては､建 設省四国地方建設局中村工事事務所､中 村市教育委員会の御協力 を頂い

 た｡ま た森沢地区長をはじめ地元住民の方々に､遺 跡に対する深いご理解 とご援助 を頂 き､厚

 く感謝の意を表 したい｡

11出 土遺物､そ の他図面類の関係資料は高知県文化財団埋蔵文化財センターで保管 している｡
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･Ⅱ区 甕･勾 玉･土 錘

PL.23

PL.24

PL.25

PL.26

PL.27

PL.28

PL.29

PL.30

PL.31

PL.32

PL.33

PL.34

PL.35

PL.36

PL.37

PL.38

PL.39

PL.40

PL.41

PL.42

PL.43

PL.44

PL.45

PL.46

PL.47

PL.48

PL.49

PL.50

PL.51

PL.52

PL.53

PL.54

PL.55

PL.56

PL.57

PL.58

PL.59

ピット､SR1遺 物出土状態

SR1遺 物出土状態

SR1木 製品出土状態

SR1･2遺 物出土状態

SR1･2出 土 遺物

SR2出 土遺物

SR2包 含層出土遺物

第Ｉ区包含層遺物出土状態

包含層出土遺物1

包含層出土遺物2

SR1出 土木製品1

SR1出 土木製品2

SR1出 土木製品3

SB･SR2出 土 遺 物

ピット群出土遺物

SR1出 土遺物1

SR1出 土遺物2

SR1出 土遺物3

SR2出 土遺物1

SR2出 土遺物2

SR2出 土遺物3

SR2出 土遺物4

第Ｉ区包含層出土遺物1

第Ｉ区包含層出土遺物2

第Ｉ区包含層出土遺物3

第Ｉ区包含層出土遺物4

第Ｉ区包含層出土遺物5

第Ｉ区包含層出土遺物6

第Ｉ区包含層出土遺物7

第Ｉ区包含層出土遺物8

第Ｉ区包含層出土遺物9

第Ⅱ区 近景(南 より)･(南 東 より)

第Ⅱ区 東西 ベル ト土層断面(南 よ り)・

第Ⅱ区 南北ベル ト土層断面(東 より)

第Ⅱ区縄文時代土層断面(南 より)

縄文後期土器(深 鉢)出 土状態

縄文後期土器(浅 鉢)出 土状態

縄文後期土器(深 鉢)出 土状態

縄文後期土器(注 口土器)出 土状態

縄文後期土器(深 鉢〉出土状態

縄文後期土器(深 鉢)･石 棒出土状態
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PL.60 石鏃出土状態

石器(石 銛)出 土状態

PL.61

PL.62

PL.63

PL.64

PL.65

PL.66

PL.67

PL.68

PL.69

PL.70

PL.71

PL.72

PL.73

PL.74

PL.75

第Ⅱ区出土縄文土器

第Ⅱ区出土縄文土器

第Ⅱ区出土縄文土器

第Ⅱ区出土縄文土器

第Ⅱ区出土縄文土器･石 器

第Ⅱ区古墳時代出土状態1

第Ⅱ区古墳時代出土状態2

第Ⅱ区古墳時代出土状態3

第Ⅱ区古墳時代出土状態4

第Ⅱ区古墳時代出土状態5

第Ⅱ区古墳時代出土状態6

第Ⅱ区古墳時代出土状態7

第Ⅱ区古墳時代出土状態8

第Ⅱ区 甕･鉢･甑

第Ｉ

･Ⅱ区 弥生土器壺･須 恵器甕･古 式

土師器壺･鉢

PL.76

PL.77

PL.78

第Ⅱ区 器台･高坏･鉢

第Ⅱ区古代･中 世包含層出土遺物1

第Ⅱ区古代･中 世包含層出土遺物2
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第1章 調査 に至る経過

第1章 調査に至る経過

 高知市 と松山市とを結ぶ一般国道56号 線は､海 岸線沿いに高知県中央部 と県西南部とを繋 ぐ重要

な幹線道路である｡こ の路線は高知県における流通の動脈でもあるために､絶 対的な交通量が多 く､

朝夕にはその随所で深刻な交通渋滞が生 じている｡こ のような現状と､幹 線道路 としての更なる重

要性に鑑み､こ の沿線の各所において道路改良計画が準備され､ま た進行中である｡そ の中でも中

村市 と宿毛市 とを結ぶ区間においても､建 設省四国地方建設局中村工事事務所 によって､｢高 規格

中村宿毛道路｣の 建設計画が進められている｡

 高知県内の遺跡の分布状況 という観点からみると､中 村市は県内で も特に遺跡の密集 して存在す

る地域の一つ として数えられるが､中 村宿毛道路の計画路線に該当した中筋川流域の｢中 筋平野｣

周辺は､具 同中山遺跡群をはじめとする大規模な遺跡が多 く分布する地域 として突出 している｡

 この中村宿毛道路建設計画に関して､建 設省四国地方建設局中村工事事務所と高知県教育委員会

は､埋 蔵文化財保護と開発 との調整について､路 線決定以前か ら度重なる協議 を積み重ねてきた経

緯があ り､事 業の進捗 に伴って立会調査及び確認調査等を実施 してきた｡

 今次調査の対象となった中村市森沢地区では､縄 文時代か ら近世に亙る船戸遺跡が所在すること

が知 られていた｡そ して､高 規格中村宿毛道路の計画路線にはその大半が含まれてお り､事 業の実

施によって地下の埋蔵文化財 に甚大な影響が及ぶことは明白であった｡そ こで､埋 蔵文化財の範

囲･深 度･性 格及び遺存状況等の基礎的な資料を得るため､平 成2年 度にその工事予定範囲に関し

て埋蔵文化財の確認調査 を実施 した｡こ の調査 によって､約8000㎡ の範囲に縄文時代～近世の遺

構･遺 物が遺存 していることが判明し､ま た複数の時代の遺跡が上下関係 をもって堆積 している複

合遺跡であるという成果を得た｡

 以上の確認調査の結果に基づ き､建 設省四国地方建設局中村工事事務所及び､高 知県教育委員会

の両者が､船 戸遺跡の記録保存 を目的とする発掘調査実施について合意 し､平 成5年4月1日 付け

で調査の委託契約を締結 した｡発 掘調査は高知県教育委員会が受託 し､財 団法人高知県文化財団埋

蔵文化財センターがこれを実施 した｡発 掘調査の期間は､平 成5年5月25日 から平成6年2月17日

までであ り､調 査面積は6000㎡ である｡(曽 我)
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第2章  船戸遺跡の地理的歴史的環境

 船戸遺跡は､高 知市方面からは､国 道56号 線で四万十川に架かる渡川大橋を渡ったのち県道具同

下ノ加江線を宿毛市方向に向かい中筋川に架かる森沢橋を渡ってす ぐの右側に位置 し高知県幡多郡

中村市森沢(東 経132度53分54秒､北 緯33度1分51秒)に 所在する｡中 村市は高知県の西南部に位置

し､面 積387.86k㎡､人 口約36,000人 で幡多郡の中心都市であるばかりでな く､高 知県西南部の中心

地 となっている｡中 村市を地理的に特徴づけているものとして四万十川がある｡中 村市は四万十川

によって形成されたといってよいだろう｡こ の四万十川は日本最後の清流 として知 られるが､ま た

四国第二の大河で もある｡支 流も多 く特に河口近 く中村市で合流する中筋川は､洪 水時､四 万十川

から水流が逆流 し､た びたび大水害を引き起 こしたことで知 られるとともに､中 筋平野を形成する

など中村市西部に大 きな影響を与えている｡

 中村市のある幡多郡は高知県でも遺跡の密度の濃い地域 として知 られる｡最 も古い遺跡は旧石器

時代 までさかのぼることができる｡旧 石器時代の遺跡は現在 まで高知県では9遺跡が確認 されてい

るが､そ の内6遺跡が幡多郡で中村市では2遺跡が確認 されている｡縄 文時代の遺跡 も四万十川流域

では約70遺 跡が確認され縄文時代の遺跡の集中地域 になっている｡そ の多 くは後期の遺跡で特に宿

毛貝塚､三 里遺跡､片 粕遺跡からは西南四国における後期の標式土器となる土器が出土 している｡

 中村市の遺跡の分布は､四 万十川流域､後 川流域､中 筋川流域の3地域に大別することができる｡

当遺跡は中筋川流域に所在するがこの地域では､近 年河川改修に伴 う具同中山遺跡群の発掘調査が

すすめられ多大の成果があがっている｡中 村市の遺跡で注目すべ きことは､中 世の遺跡が多 くあ り､

また具同中山遺跡群の調査 を含め発掘調査が進んでいることである｡中 世の遺跡の充実は､応 仁二

年(1468)一 条氏が応仁の乱をさけた荘園であった幡多庄 に御所 を営んだことと関係があるだろう｡

当時の繁栄は､中 村市の中世遺跡から青磁や白磁､染 付などの対明貿易によってもたらされた貿易

陶磁器が多 く出土することからも想像できる｡

 船戸遺跡は､中 筋川右岸の森沢に所在 し､古 墳時代の祭祀､中 世の集落遺跡 として知られる具同

中山遺跡群から約0.5km程の距離にあり､ま た風指遺跡､ア ゾノ遺跡 もほぼ同 じ範囲内に所在 し､こ

の地域では弥生時代以来連綿 として集落が営 まれたことがうかがえる｡ま た当地域を知るうえで中

筋川右岸の山上に所在する中世寺院跡である香山寺跡 も見逃すことはできないであろう｡中 世城跡

も周辺に多 く所在するが最 も近 くには約0.2kmの山上に森沢北ノ城跡が残 り同 じ丘陵のやや南には森

沢城跡が残 る｡こ の2つ の城跡はこの地域の河津 と考えられる船戸遺跡を監視 し防衛のための城 と

考えられ船戸遺跡 との関連をさぐってい くことで森沢地区の中世の姿のより立体的な復元が可能に

なると思われる｡(坂 本)
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第2章 船戸遺跡の地理的歴史的環境

NO.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

遺 跡 名
船 戸 遺 跡
国 見 遺 跡

中 村 貝 塚

入 田 遺 跡

具同中山遺跡群

ア ゾ ノ 遺 跡

風 指 遺 跡
古 津 賀 遺 跡
間 城 跡

種  別
祭 祀 遺 跡
散 布 地
貝   塚
散 布 地
祭祀･集 落跡

集 落 跡
集 落 跡
祭祀･集 落跡

城   跡

時 期
古     墳
縄 文･古 墳

縄      文
弥      生

縄 文 ～ 中 世

中     世

弥 生 ・平 安･中 世

古 墳 ～ 中 世

中     世

NO.

10

11

12

13

14

15

16

17

18

遺 跡 名
森 沢北ノ 城 跡
森 沢 城 跡
香 山 寺 跡
近 沢 城 跡
栗 本 城 跡
扇 城 跡
ナ リ カ ド城 跡

中 村 御 所 跡
不 破 遺 跡

種  別
城   跡
城   跡

社 寺 跡
城　  跡
城   跡
城   跡
城 跡
城   跡
散 布 地

時 期
中     世

中 世･近 世

中     世

中     世

中     世

中     世
中     世
中     世

中     世

Fig.1 周辺の遺跡分布図
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第3章  調査の方法

第1節 第Ｉ 区の調査方法

1概 況

 船戸遺跡東半の第Ｉ調査区は､中 筋川現流の右岸滑走斜面 と至近距離に在 る｡こ こでは､比 高3

m前 後の洪積砂礫段丘が､流 路埋積物や斜面堆積物及び水生シル トの累層 に覆われて平坦化 してお

り､調 査前の地表海抜高度は､+5.8mか ら+6.5mの 範囲を上下する｡本 区の約2/3を 占める北西部

分は､過 去に削整や掘穴の手が加えられた中位段丘面に当たり､古 墳時代から中世に渡る遺物包含

層や近世以降の耕作床土 を部分的に遺留する外は､全 面的な撹乱を受けている｡残 る南東部分には

低位段丘が深 く埋没する｡こ こでは､中 筋川の滑走斜面に直続する砂泥堆積環境 に中位段丘面から

の流入や滑落作用が加わる一方､排 水作用に伴 う侵食 と流路埋積 を反復 している｡

2調 査方法

 東西方向に長い調査対象地の東側半分を第Ｉ区 とした｡第Ｉ 区は東西88m､南 北32mを 測る台形

状の調査区である｡南 側は森沢川の堤防に､東 側は中筋川堤防沿いの農道に面 している｡試 掘調査

の結果､調 査区の北側部分は表土直下に地山層(戸 内層-中 位段丘)が あ り､南 部の堤防沿いは歴

史時代の沖積層が厚 く堆積 していることが明らかとなっていた｡表 土下20cmを 重機を使 って掘 り下

Fig.2 船戸遺跡測量基準点設定図 (S=1/50000)
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第3章 調査の方法

げ､そ の後 は人力 で少 しづつ掘 り下げてい った｡包 含層遺物 の取上 げにつ いては､図 示 したように

調査 区の長軸 に沿 って任意 に4mの 方眼 を掛け､東 西 方向に0､1､2､3･･･南 北方向 にA･

B･C･･･の 番号 を付 して地点､レ ベル､層 序等 を記録 した｡検 出遺構 につい ては､原 則 と して

20分 の1で 平面実測 を行い､必 要 に応 じてセ クシ ョン･エ レベーシ ョン図を作成 した｡ま た調査 終

了時に､航 空写真撮影 と航空測量 を実施 した｡

3基 本層序

1)縄 文時代の遺物包含層

 調査区中央部の南部では､縄 文後期後葉の土器片を多 く含む斜面堆積(JI～JX層)が 遺存する｡中

位段丘縁辺の上部雨洗斜面には､こ の種の堆積が見 られず､堆 積安息角を超過する海抜5.2m前 後の

急崖水準から､海 抜1.7m以 上の低位段丘面に至るまで､滑 落､漸 動､流 入が主因と見 られる傾斜累

層 を形成 している｡こ こでは､特 に中層 における土器片や炭化植物粒子の含率が高 く､下 層 には角

礫や亜円礫が漸増する｡

2)古 墳時代遺物の主含層

段丘崖の雨洗斜面から安息角斜面にかけて遺存する酸化粘質土層(Ⅵ層)は､主 として古墳時代初

期の土師器片を包含するが､若 干数の律令期遺物 も挟在 している｡

3)流 路埋積層

 低位段丘部分の東半部では､洪 水性 と見 られる自然流路SR3が 弧状に湾入する｡侵 食水準は低位

段丘面に達 し､腐 植や砂礫 を多含する還元シル ト質の埋積土からは､古 墳時代初期の土師器片 を主

体に､縄 文式土器片や石器の他､少 数ながら8世紀頃の須恵器片を検出している｡SR3が 埋積 した後､

さらに二時期の小流路が重な り､包 含遺物の下限は各々10世紀代､14世 紀代 と考えられる｡(武 吉)

Tab.1 船戸遺跡測量基準点成果表
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Fig.3 調査区位置図及び基準点設定図

Fig.4 第 Ｉ区Grid設 定 図
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第3章 調査の方法

第2節 第Ⅱ区 の調査方法

1調 査の方法

 第Ⅱ区 は､今 次 の調査範 囲の西 半部 に相 当 し､東 西約85m､南 北 約30mの 平面形 が東西 に長 い長

方形 を呈す る､面 積 約2600㎡ の調査 区である｡遺 跡が沖積地 に立地 してお り､か つ北側 には現況の

用水路 と接 していたため､調 査 区北壁側 には鋼矢板 を打設 して､法 面 の崩壊等の予防 に努め､調 査

の安全 かつ円滑な進行 を図 った｡

 調査 区の表土及 び無遺物層 は､重 機(バ ックホー)を 使用 して除去 し､遺 物包含層 の掘 り下げ､

遺構検 出､及 び遺構 の掘 り下 げは人力に よってお こなった｡

 遺構実測及 び遺物 の取 り上 げについては､第Ｉ 区 と同一の任意 の座標軸 を採用 し､一 辺4mの 区画

(グ リッ ド)を 最小単位 と して実施 した｡な お､各 土層 断面の観察･図 化 は､基 本 的 にこの座標軸

に平行す るラインにて実施 した｡ま た完掘後 には､ジ ェ ッ トヘ リコプター による空中写真撮影､及

び測量図化 をアジア航測株式会社 に委託 して実施 した｡

 第Ⅱ区 は､全 面 の発掘調査 を実施 したが､そ の西半部で は近現代 の撹乱が地中深 くまで及んでお

り､遺 構･遺 物は殆 ど認 め られなかった｡一 方､東 半部で は縄文時代 後期か ら中世 に亙 る良好 な遺

物包含層 を確認で きた｡な お､各 土層 か ら土壌サ ンプルを採取 し､パ リノ･サ ー ヴェイ(株)に 委

託 して花粉分析 を実施 した｡分 析 の成果 は付 編 に収録 した｡

2 層 序(Fig.8)

 第Ⅱ区 の基準 とな る層 序 は､Fig.8のA-A'､D-D'ラ インに示 した もの である｡そ の中で も更 に

基本 となる ものが､Ⅲ 層:灰 褐色 粘質土､Ⅳ 層:褐 色粘 質土､Ⅴ 層:褐 色粘質土､Ⅵ層 ：黄褐色 粘

質土､Ⅶ 層:青 灰 色粘土､Ⅷ 層:濃 茶色粘質土､Ⅸ 層 ：褐色礫､及 びJ(黒)層･J(褐)層 な どのJ

層群 であ る｡Ⅶ 層以上 はほぼ沖積地の水平 的な堆積状 況 を呈 し､こ れ以下のJ層 群 は地 山地形 に沿

ってそれぞれ傾斜 をもった堆積 をなしている｡

 Ⅲ 層 は近世以 降の水 田耕作土 とみ られ る｡Ⅳ 層は中世の遺物包含層 で､そ の上面で は地震 に伴 う

地割れ跡 が検 出 された｡Ⅴ 層 は古代か ら中世の遺物 を含 む｡Ⅵ 層 は縄文 時代後期 ～平安時代の遺物

包含層 である｡Ⅶ 層 は縄文時代後期 ～古墳 時代 の遺物包含層 で､そ の上面 では古墳時代前期 の祭祀

跡 とみ られ る遺物集 中出土地点1箇 所 が確 認 された｡J層 群 は主 に縄文 時代 後期 の遺物包含層 であ

る｡

3成 果の概要

1)縄 文時代

 縄文時代後期のほぼ純粋な遺物包含層､及 び縄文時代晩期の遺物を検出 した｡遺 構は確認 されな

い｡

 縄文時代後期の遺物包含層はⅡ区東端部の地山地形(い わゆる｢岩 盤｣)の 傾斜に沿って堆積 し

たものであ り､｢J層｣と 呼称 した｡J層 は斜面の立ち上が り部分にのみ遺存 してお り､そ の色調･土
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質等 によって数層 に細分 される｡な お､遺 物包含層 の遺存範 囲は約80㎡ で ある｡遺 物包含層 か らの

出土遺物 は､土 器･石 器･骨 片等 である｡土 器 は約2000点(破 片点数)が 出土 してお り､主 として

後期後半 に位置付 け られ るものであ る｡石 器 は､石 鏃･ス ク レーパ ー･剥 片･砕 片 等約500点 が 出

土 してお り､石 材 には姫 島産黒曜石･サ ヌカイ ト･チ ャー ト等が使用 されてい る｡ま た､晩 期 の遺

物 は第Ⅶ 層下部等か ら晩期 中葉以降の土器が少量 出土 してい る｡

 なお､縄 文 時代 の石器 に関 して は､特 徴 的 とみ られた石材の もの(剥 片)5点 を抽出 して､パ リ

ノ･サ ー ヴェイ(株)に 石材 の鑑定 を依頼 した｡そ の成果 は付 編 に収録 されてい る｡

2)古 墳時代

 古墳 時代前期の祭祀跡1箇 所､及 び第Ⅵ･Ⅶ 層 か ら土師器･須 恵器等 を検出 した｡

 前期 の祭祀跡 は第Ⅶ 層上面 で検出 した もので､約4m四 方 の範囲 に土師器 の壺･甕･高坏･器 台･

坏等､約30個 体分 が配置(投 棄)さ れていた｡そ の他､第Ⅵ･Ⅶ 層出土の古墳 時代遺物 は､総 計で

約500点(破 片点数)を 数 える｡

3)古 代

 第Ⅴ･Ⅵ 層 か ら､土 師器･須 恵器･緑釉 陶器･土 錘等､約50O点 が 出土 している｡当 該期の遺構

は確 認 されず､明 確 な遺物集 中地点等 もみ られ ない ことか ら､集 落等 の周辺部分 に相 当 していた も

の と考 え られる｡

4)中 世

 第Ⅳ･Ⅴ 層か ら､土 師質土器･青 磁･備 前焼･土 錘等､約500点 が 出土 している｡遺 構 は確 認 さ

れなか ったが､第Ⅴ 層 を切 る地割れ､及 び液状 化現象が認 め られ､戦 国期 の南海地震 の痕跡 を確認

する ことがで きた｡(曽 我)

第Ⅱ区調査風景
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第4章第Ｉ 区の調査

第4章 第Ｉ 区の調査

第1節 検出遺構

1縄 文時代

 縄 文 時代 の 明 確 な遺 構 と して は､ド ン グ リ貯 蔵 穴SK1の1基 の み を確 認 して い る｡こ の

遺構 は､段 丘凹底 部のF7～G7グ リ ッ ドに位置す るが､後 に湾入す る自然流路SR3の 淵底 に よる侵食

を僅か に南 に免 れ､そ の埋没 当初 の原況 を遺留 し得 た ものであ る｡海 抜+1.54mの 水準で検出 した穴

口部 は､洪 積砂礫層 を覆 う約35cm厚 の腐植土層 の上面 に在 り､最 大径1.25m､最 小径1.05mの 不整 円

形 を呈す｡掘 方 は垂直 とし､掘 削の相対深度 は48cmを 測 る｡穴 底部 は､締 ま りの強 い洪積砂礫層 を

12～20cmほ ど抉 った海抜+1.06m前 後 の水準 に在 り､ほ ぼ平坦面 を成す｡ド ング リ貯蔵の状 態で埋没

してお り､ド ング リの集 中は底部付 近のe層､f層 で見 られ､特 にe層 で の分布密度が高い｡こ れ ら両

層 は､腐 植 混 じりの灰色粘 質土d層 によって閉塞 され る｡d層 の上 には､貯 蔵穴 を直接埋没す る青灰

色 シル トのc 層́ 部分が垂 下 し､そ の上部 の窪み を腐植微 含の青灰色 シル トb層 が充填 する｡貯 蔵穴 内

のd層 か らは1点､f層 か らは2点 の土器細片 を得 ている｡い ずれ も無紋 なが ら､当 遺跡 で多量 に得 た

縄文後期後葉 の土 器片 と胎土 の特徴 が一致す る所 か ら､こ の貯蔵穴 の使 用､埋 没時期 について も､

縄 文後期後葉 と見 られる｡(武 吉)

Fig.9 SK1平 面 図･断 面 図
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Fig.10第Ｉ 区縄文時代遺物包含層遺存範囲･SK1位 置図
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2古 代･中 世

 船戸遺跡の古代･中 世からは､掘 立柱建物跡10棟､流 路3条､ピ ット群を検出 した｡掘 立柱建物跡

は､Ｉ区 のほぼ中央部付近でまとまりを持って検出した｡流 路跡は､南 東部で検出 し古代後半から

鎌倉時代 にかけて場所 も流路方向とも同じである｡

1)SB1

 調査区西側のE-19､F-19･20の 地 山直上 よ り検出 した1間 ×2間 の掘立柱建物跡であ る｡棟 軸は

N-63°-Eに とる｡桁 行 は3.82～3.91m､梁 間 は1.78～1.88mを 測 る小規模 な建物 である｡柱 穴 の規

模 は長径 は30～42cm､短 径22～34cmを 測 る楕 円形 を呈 している｡検 出面 か らの深 さは16～46cmを 測

る｡埋 土は単層 の黒褐色土層 で､P3よ りFig35-1･2の 土師質土器の底部片が出土 している｡

2)SB2

 SB1の 南 に位置す るF-18･19､G-19よ り検 出 した1間 ×2間 の掘 立柱建物 跡であ る｡棟 軸 をN-

63°-Eに とる｡桁 行 は4.87～5.33m､梁 間は2.19～2.27mを 測 る小規模 な建物 である｡柱 穴 の規模 は

長径 は28～44cm､短 径22～34cmを 測 る円形 か ら楕 円形 を呈 している｡検 出面 か らの深 さは22～33cm

を測 る｡埋 土 は単層の黒褐色土層 で､土 師質土器細片が 出土 している｡

3)SB3

 調査 区西側 のE-17･18､F-17･18の 地山直上 よ り検 出 した1間 ×2間 の東西方向の掘立柱建物跡

で ある｡棟 軸 をN-86°-Eに とる｡桁 行 は3.79～3.88m､梁 間 はl.95～2.10mを 測 りほぼ長方形 を呈

す建物 である｡柱 穴の規模 は長径 は32～52cm､短 径24～42cmを 測 る円形か ら楕 円形 を呈 してい る｡

検出面か らの深 さは10～24cmを 測 る｡埋 土は単層 の黒褐色土で､出 土遺物 は土師質土器細片が多い｡

4)SB4

 調査 区中央 に位置す るD-14･15､E-14･15の 地 山直上 よ り検 出 した2間 ×2間 の東西方向の建物

跡であ る｡桁 行 は4.4～4.48m､梁 間4.38～4.4mを 測 るほぼ正方形 の建物 である｡柱 穴 の規模 は長径

46～82cm､短 径42～80cmを 測 る円形 か ら楕 円形 を呈 してお り､検 出 したSBの 中では最大規模 である｡

検 出面か らの深 さは10～42cmを 測 り､高 低差 が大 きい｡埋 土 は単層 の黒褐色土層で､出 土遺物 はP5

よ りFig35-4の 青磁 の劃花紋碗片､P6か らはFig.35-3･5の 土師質土器片が2点 出土 している｡

5)SB5

 調査 区のF-14･l5の 地 山直上で検 出 した1間 ×2間 の東西方向の掘立柱建物跡であ る｡棟 軸はN-

83°一Eに とる｡桁 行 は5.60～5.77m､梁 間 は1.86～2.12mを 測 る長方形 を呈 す建物 である｡柱 穴の規

模 は東隅のP6が 長径64cmを 測 る楕 円形 を呈 してい る｡他 は24～44cmを 測 りほぼ円形 を呈 している｡

検 出面 か らの深 さは12～28cmを 測 る｡埋 土は単層 の黒褐色土層 で､出 土遺物 はP1よ りFig.35-6･7

の土 師質土器底部片2点 が出土 している｡

6)SB6

 調査区の ほぼ中央 に位置す るC-13･14､D-13･14の 地 山直上 よ り検出 した1間 ×2間 の東西方向

の建物跡であ るが､北 東 隅の柱穴が欠損 している｡棟 軸 はN-86°-Eに とる｡桁 行 は4.38m､梁 間は

1.62mを 測 る｡柱 穴 の規模 は長径37～54cm､短 径28～44cmを 測 る楕 円形 を呈 している｡検 出面 か ら
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Fig.11 SB1･2実 測 図
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Fig.12 SB3･5実 測 図
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の深 さは8～23cmを 測 る｡埋 土は単層 の黒褐色土で､土 師質土器､須 恵器片 が出土 してい る｡

7)SB7

 調査 区中央北側 に位置す る｡B-13･14､C-13･14の 地 山直上 よ り検 出 した1間 ×2間 の東西方向

の建物跡 である｡棟 軸 はN-88°-Eに とる｡桁 行 は4.39～4.41m､梁 間は2.14～2.44mを 測る｡柱 穴

の規模 は長径 は37～54cm､短 径18～30cmを 測 り円形 を呈 している｡検 出面か らの深 さは8～23cmを 測

る｡埋 土 は単層 の黒褐色土層 であ り､出 土遺物は皆無 である｡

Flg.13 SB4実 測 図
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Fig.14 SB6･7実 測 図
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Fig.15 SB8･10実 測 図
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8)SB8

 調査区北側B-12･13､C-12･13の 地山直上 より検 出 した1間 ×2間 の東西方 向の掘立柱 建物跡 で

ある｡棟 軸 はN-88°-Eに とる｡桁 行 は4.32～4.46m､梁 間は1.54～1.56mを 測 る｡柱 穴の規模 は長

径30～50cm､短 径26～30cmを 測 り円形 か ら楕 円形 を呈す る｡検 出面か らの深 さは20～40cmを 測 る｡

埋土 は単層 の黒褐色土層 であ り､出 土遺物 はP2よ りFig.35-9の 白磁 の口縁部､P5か らはFig.35-

10の 青磁碗の底部､P6か らはFig.35-8の 瓦器碗片 が出土 してい る｡

9)SB9

 調査 区東側のA-10･11､B-10･11の 地山直上 よ り検 出 した1間 ×2間 の東西方 向の堀立柱建物跡

であ る｡棟 軸 はN-88°-Eに とる｡桁 行 は3.97～4.00m､梁 間は3.27～3.40mの ほぼ正方形 を呈 す｡

柱穴 の規模 は長径24～40cm､短 径16～30cmを 測る円形 を呈 している｡検 出面か らの深 さは10～28cm

を測 る｡埋 土は単層 の黒褐色土層 であ り､土 師質土器細片 が出土 してい る｡

Fig.16 SB9実 測 図
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10)SB10

 調査 区東側､SB9の 東 隣に位置 しA-8･9､B-8･9の 地山直上 よ り検 出 した1間 ×2間 以上 の建物

跡であ る｡棟 軸 はN-69°-Eに とる｡調 査 区隅の検 出であ るため北側 の調査 区外 に続 くと考 え られ

る｡桁 行 は5.28m､梁 間は2.26mを 測 る｡柱 穴の規模 は長径32～46cm､短 径24～38cmを 測 り､楕 円形

を呈 してい る｡検 出面か らの深 さは16～46cmを 測 る｡埋 土 は単層の黒褐色土層で あ り､出 土遺物 は

P3か らはFig.35-13の 石碇､Fig.35-12の 灰釉陶器､P4か らはFig.35-11の 砥石が 出土 してい る｡

(竹村)

11)SR1

 調査 区南東部 に位 置 し､東 西方向の流路跡 である｡調 査区のE-4～7､F-3～9､G-9に かけて包

含層の第Ⅵ 層 を除去 した段 階で検 出 した｡流 路 方向 は､調 査 区の南東隅か ら弧状 をえが き南西隅の

方向 を取 る｡規 模 は､南 東部調査区ポ イン トの4ラ イ ンまで6mで､4ラ イ ンか ら8ラ インまで16m､8

ラインか ら9ラ インまで6mで 全体の長 さは28mを 測 る｡幅 は､中 央部 で2～2.20m､南 東部で1.20m､

南西部で1.60mを 測 る｡断 面 は､全 体 的にU字 状 を呈 し､検 出面か らの堆積層 は主 に1～2層 であ る｡

堆積層 の上層 には､褐 灰 色砂質土 で下層 は暗灰色混砂 質土(炭 化物･木 片 を多量 に含 む)で あ る｡

検出面か らの深 さは､中 央部 で50cm､東 西の端 にな ると30～40cmを 測 る｡底 面の標高 は､東 部端で

3.7m､西 部端 で3.lmを 測 る｡(松 田)

12)SR2

 調査 区南東 のE-4～8､F-3～9､G-3･9のSR1の 下層 よ り検 出 した｡F-3～4で6.96m､F-5～

8で14m､F-8～G-9で8mを 測 る｡全 長約29m､最 大 幅3mを 測 りほぼSR1と 同 じ形 を形 成 してお

り､F-8か らG-9に むか っては南 内側 に蛇行 している｡SR1の 下層 か らの検出であ り､平 面上で は

確 認は難 し く､断 面 で確認 する ことがで きた｡埋 土は暗褐色砂礫土層 であ る｡遺 構 はⅧ 層 を掘 り込

んで形成 してお り､Ⅷ 層 の遺物 が多 数混入 している｡10世 紀前半か ら中葉 にかけての遺物が出土 し

てお り､こ の時期 を中心 に流れていた と考 え られ る｡(竹 村)

13)SR3

 SR3は､中 位段 丘の南斜面 に湾入 した 自然流路 であ る｡堆 積 につい ては､延 長33mに わた る凹岸

(段丘崖側)を検 出 したが､離 岸6.5m以 下の既掘範囲は対 岸 に達 していない｡段 丘側西端部､中 央部､

東端部 では､埋 積堆積 の上面水準が､順 次･海 抜+2.8m､+3.2m､+2.6mを 前後 する一方､離 岸

5.Om地 点 におけ る流路床 の各水準 は､順 次･海 抜+1.6m､+1.6m､+1.2m前 後の値 を得 ている｡

この ように､埋 積堆積 の水準が東端部 で急傾斜す るところか ら､そ の流れ は西か ら東 と推定 し得 る｡

この流路 は､縄 文後期後葉以後 の滞水域堆積層 を貫流 し､侵 食水準 は段丘 の洪積砂礫面 に達 してい

る｡埋 積堆積物 の主体 は､腐 植 の混在 に よって黒褐色 を帯 びる還元 シル トであ り､1～3cm径 の角礫

や亜 円礫 を多 く含 む他､炭 化物や木片 を多量 に交 える｡こ こでは､侵 食 と堆積 の反復 や､比 重別 の

沈 降等が もた らす異相 の塁層 は基本 的に見 られず､全 体 として組成が均質 で､締 ま りが強 く､僅 か

に腐植密度 の相対的 な高低か ら､そ れぞれ上層(Ⅹ 層)と 下層(Ⅹ´層)に 作業分層 を設定 するに止

まった｡こ の堆積状況 は､洪 水性 の強い掃流作用 に よって運搬 された物質が､比 較 的短時 間内に流

路 内に充填 した結果 と考 え られ る｡SR3の 埋積層 に含 まれる遺物 は､古 式土師器が最 も多 く､次 い
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Flg.17 SR l･2実 測 図

-27-



で縄文土器や石器類､弥 生土器 も散見 し得 るが､流 路埋積 時期 との関連で 目をひ くのは､僅 か4点 で

あるが8世 紀代 の須 恵器片 を挟在す る点 である｡こ の ことか らSR3は､8世 紀末 か､そ れ に近い時期

に埋積 した もの と考 えられ る｡(武 吉)

14)ピ ッ ト群

 調査 区西､北､中 央部 の地 山直上 にお いて181基 の柱穴 を確 認 した｡西 側 はD-18～2O､E-19､

G-17～20に 集 中 している｡北 側 はB-8～11､C-10～15､中 央部 ではD-12～15､E-12～15､

F-13～15に おいて集 中 して検 出 した｡柱 穴 の規模 は直径30～40cmを 測 り､円 形 と楕 円形 を呈 す る

が､中 で も楕 円形が多い｡埋 土は単層 の暗黒褐色土層 が殆 どを占めるが一部茶褐色土層 もみ られる｡

土層 による時期差 は明確ではない｡(竹 村)

Fig.18 SR3実 測 図
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第2節 出土遺物

1縄 文時代

1)縄 文 土 器(Fig.19～Fig.29)

 後期以前 の土器(Fig.19-1～4)

 Fig.19-1～3は 頸部片 ない し胴部片で,外 面 に隆起帯 を貼付 す る｡Fig.19-4は 外面 に沈線文 を施

す胴部片 である｡Fig.19-1～4は 胎土の特徴 か ら,同-個 体 とみ られる｡縄 文前期土器 か｡

 平城式土器(Fig.19-5～7)

 Fig.19-5～7は 口縁部片 で,端 部外面 に沈線1条 を巡 らせ る｡Fig.19-5は 晩期 の可能性があ る｡

 片粕式･北 久根 山式系統 の土器群(Fig.19-8～11,Fig.20-1･2)

 Fig.19-8～10は 有文深鉢 の口縁部片であ る｡Fig.19-11は 有文 高杯 の坏 部片で,内 面にヘラ描

き文 を施 す｡Fig.20-1･2は 有文深鉢の口縁部片 で,Fig.20-1は 平縁,Fig.20-2は 山形口縁 を呈

す る｡

 西平式･伊 吹町式土器(Fig.20～Fig.26)

 Fig.20-3～5は 有 文深鉢･口 縁部片 で,口 縁部･胴 部の文様 帯 に沈線 文 を施 す｡Fig.21-1～l0,

Fig.22-1～3は 有文深鉢･口 縁部片で,縄 文地 に沈線文 を施す｡Fig.22-4～10は 有文深鉢･口 縁部

片で,胴 部文様帯 に1段 以上 の刺突文 を施す｡

 Fig.23～Fig.25-11は 有文深鉢･口 縁部片 で,口 縁部･胴 部の両文様 帯 に縄 文+沈 線文･刺 突文

を施す｡Fig.25-11は 沈線内の刺突文が押 し引 き沈線状 の もの｡

 Fig.25-12･13は 有文深鉢(鉢?)･胴 部片 である｡

 Fig.26は 西平式の有文浅鉢であ る｡

 Fig.26-2～4･8･9は 刺突文 を欠 く｡Fig.26-12･13は 多条の沈線 と刺突文 を組み合 わせ た もの

である｡Fig.26-14･15は 縦位の沈線(3条)に よって文様帯 を区画 した ものである｡

 その他 の後期土器(Fig.27･28)

 Fig.27-1～9は 浅鉢である｡

 Fig.27-1～4は 有文浅鉢･口 縁部片 で,沈 線 と隆起帯 とを組み合わせている｡Fig.27-5･6は 沈

線文 を主体 とす る有文浅鉢･口 縁部片で,非 常 に薄手で ある｡

 Fig.27-11～17は 注口土器であ る｡

 Fig.27-18は 縄 文施文 の深鉢であ る｡

 Fig.27-19･Fig.28-1～8は 無文 の深鉢･鉢 の口縁部片 である｡

 Fig.28-9～17は 土器底部片で,13～17は 浅鉢であ る｡

 Fig.28-18は 土器片錘 である｡

 晩期土器(Fig.29)

 1～10は 深鉢,11～18は 浅鉢 である｡

 1･2･4～7は 突帯 を有 し,1･5～7は 刻 目突帯 である｡

 15は 外面 に沈線･刺 突文 を施す｡
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Fig.19 第 Ｉ区出土縄文土器実測図1

2)石 器(Fig.30)

1～7は 石鏃,8･9は 石錐であ る｡10～12は スクレーパーである｡

13･14は 垂飾品で,13は 獣歯牙 を模 した もの とみ られる｡

15は 打製石斧である｡16は 石錘 である｡

17は 石核で,横 長 の剥片 を剥取 している｡(曽 我)
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Flg.20 第 Ｉ区出土縄文土器実測図2
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Fig.21 第 Ｉ区出土縄文土器実測図3
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第4章第Ｉ 区の調査

Fig.22 第 Ｉ区出土縄文土器実測図4

-33-



Fig.23 第 Ｉ区出土縄文土器実測図5
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Fig.24 第 Ｉ区出土縄文土器実測図6
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Fig．25 第 Ｉ区出土縄文土器実測図7
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Flg.26 第 Ｉ区出土縄文土器実測図8
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Fig.27 第 Ｉ区出土縄文土器実測図9
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第4章第Ｉ 区の調査

Fig.28 第Ｉ区 出土縄文土器実測図10
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Fig.29 第Ｉ区 出土縄文土器実測 図11
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Fig.30 第Ｉ区 出土石器実測 図1
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Tab.2 第Ｉ区 縄文土器観察表1
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第4章第Ｉ 区の調査

Tab.3 第Ｉ区 縄文土器観察表2
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Tab.4 第Ｉ 区縄文土器観察表3
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Tab.5 第Ｉ区 縄文土器観察表4
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Tab.6 第Ｉ区 縄文石器観察表1
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第4章第Ｉ 区の調査

2 弥生･古 墳時代

 調査 区南部 に形成 されてい る遺物包含層 の Ｉ､Ⅴ､Ⅶ､Ⅶ'､Ⅷ 層 中よ り土師器､須 恵器､土 製模

造 品､土 錘､勾 玉､叩 石が 出土 している｡こ れ らの遺物 はすべ て他 の時代 の遺物 と共 に混在 した状

態 で出土 してお り一括性 は全 く認 め られない｡古 墳 時代 の遺物 は､Ⅴ 層 よ り最 も多 く出土 している｡

他 の層準か らの出土 は極少量であ り図示 し得た ものは各層準1点 のみである｡(Fig.34-1～11)

Ｉ層出土の遺物:2は､丸 底の甕或 いは鉢の底部で､古 式土師器 に属する｡

Ⅴ層 出土の遺物:1は 口縁部が片口状 を呈 し底部丸底 の鉢 である｡3は 手捏ね土器｡4は 須恵器提瓶 の

肩部細片､5は 須恵器杯蓋､8･9は タルク製 の勾 玉､10は 棒状 の土錘で ある｡1は 古式土師器､3･

5･8･9は5世 紀代､4は6世 紀後半 に属す る｡10は 弥生時代後期か ら認め られるタイプである｡

Ⅶ層 出土の遺物:6は 須恵器壺 口縁部 である｡外 面 に断面三角形 の突帯 を巡 らし突帯 間に櫛描 波状文

を施 している｡精 選 された胎土 を用 い丁寧 な横 ナデ調整が なされている｡初 期須恵器 に属 する｡

Ⅶ'層出土 の遺物 ：11は砂岩 の円礫 を用いた叩石であ る
｡両 主面 中央部 は叩打 による くぼみが見 られ､

側縁 にも叩打痕跡が認め られる｡535gを 測 る｡

Ⅷ層出土の遺物:7は 土製模 造鏡 である｡外 縁の3箇 所 を欠損 してい るが全形状 を知 ることがで きる｡

直径7.1cmを 測 り､径5㎜ の鈕孔 を穿 っている｡

 SR3のX層 及び Ｘ'層か らは弥生土器､古 式土師器､古 代 の須恵器が混在 した状 態で出土 している｡

以下層準毎 に遺物 につい て述べ るが､出 土量 の多 い古式土 師器 につ いては下記 の ように各器種毎 に

形態分類 を行 って述べ ることにす る｡

壺A類:器 高10cm未 満の小型 の壺 である｡

壺B類:器 高15cm内 外 を測る中型の壺 であ る｡口 縁部が外反す る もの と直線 的に伸 びる タイプが あ

    る｡

壺 C-1類:二 重 口縁部 を有す る大型の壺 で､口 縁部が直線的 に立 ち上が るタイプである｡

壺C-2類:二 重 口縁部壺 で口縁部が朝顔状 に外反す るタイプである｡

壺 D類:口 縁部が内湾気味 に立 ち上が る大型 の壺 である｡

壺 E類:所 謂複合 口縁 部 を有す るタイプである｡

甕A類:叩 き成形で口縁部が｢く｣字 状 に外反す るタイプである｡

甕B類:叩 き成形であるが 口縁部の外 反度 が弱 いタイプである｡

甕C類 ：叩 き成形痕 の認 め られない タイプで､口 縁部 は総 じて｢く｣字 状 に外 反する｡

甕D類:口 縁部が直立気味 に立 ち上がる タイプで､中 にはFig.31-7の ように口縁部が長 く伸 びる も

    の も有る｡

甕E類:胴 部の張 りが弱 く､口 縁部 も緩 やかなカーブを描 いて外反す るタイプである｡

甕F類:内 面ヘ ラ削 りを施す薄手の甕､搬 入 品 として存在 する｡

鉢A類:深 い碗状 の タイプであ る｡

鉢B類:浅 い皿状 の タイプであ る｡

鉢C類 ：口縁 部が強 く外反す るタイプである｡

鉢D類:口 縁 部が内湾す るタイプである｡
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Fig.31 第Ｉ区SR3Ｘ 層 出土遺物1

Ｉ区 SR3X層 出土 の遺物:壺A類(l･2)･同B類(3･4･9)･同C類(5･6)･同D類(7)､甕A類(13･15)･同B類(14)･同C

類(10･11･16･17)､鉢A類(23)､手 捏 ね土器A類(25～28)･同B類(29～34)､甑(18･24)､土 製 模造 鏡(35)
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Fig.32 第Ｉ区SR3Ｘ 層 出土 遺物2

高坏A類(1･2･4･6･7･12)

鉢E類:台 付鉢｡

高坏A類:坏 部が底部 か ら稜 をな して立 ち上が り､脚 は裾部 が強 く｢ハ｣字 状 に開 くタイプとス カ

   ー ト状 に開 くタイプがあ る｡

高坏B類:坏 部が碗状 を呈す るタイプである｡

手捏ね土器A類:器 高4cm未 満の小 型品､丸 底風の底部 を有 する ものが多い｡

手捏ね土器B類:器 高5cm以 上 を測 り､し っか りした平底 を有 する タイプであ る｡

1) Ｘ層出土の遺物

① 弥生 土 器:壺 が1点､甕 底 部 が2点､鉢 が1点 出 土 してお り全 て後 期 に属 す る｡Fig.31-5は､二

     重 口 縁壺 で 口縁 部 の 立 ち上 が り部 分 が 剥 離 欠 損 して い る｡Fig.31-21･22は 甕 底 部 で

     し っ か り した平 底 を有 し前 者 は叩 き成 形 で あ る｡Fig.31-23は 鉢 で叩 き成 形 で平 底 で

     あ る｡

② 古 式土 師器:壺､甕､鉢､甑､高坏､器 台､手 捏 ね土 器､土 製模 造 鏡 が あ る｡

  壺 ：A類(Fig.31-1･2)､B類(Fig.31-3･4･9)､C類(Fig.31-6)､D類(Fig.31-7)

    が あ り､壺B類 は 口縁 部 が外 反 す る もの と直線 的 に伸 び る タ イ プが あ る｡

  甕 ：A類(Fig.31-13･15)､B類(Fig.31-14)､甕C類(Fig.31-10･11･16･17)が あ る｡

  鉢 ：A類 が1点(Fig.31-23)が 見 られ る｡

  手 捏 ね土 器 ：A類(Fig.31-25～28)とB類(Fig.31-29～34)が あ る｡

  土 製 模 造 鏡:包 含 層Ⅷ 層 出土 の もの(Fig.34-7)に 比 べ る と一 回 り小 振 りで あ るが､鈕 孔 は
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Fig.33 第Ｉ区SR3Ｘ´ 層 出土遺物

弥生 土器壺(1･2･16)

古 式 土師 器甕A類(4･6･10･13･15)･同B類(9)･同C類(12)､鉢A類(5･7･8)･同B類(3)､甑(11)､高坏(14)
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第4章第Ｉ 区の調査

    貫通 してい る。(Fig.31-35)

  甑:2点 出土 している｡(Fig.31-18･24)両 者 共に叩 き成形後ハ ケ調整 を施 し､焼 成前 に底

    部穿孔 している｡18は 径1.1cm､24は1.4cmを 測 る｡

 高坏:A類(Fig.32-1･2･4･6･7･12)で 占め られてい る｡10の 脚部挿入部外面 には面取 り

    が見 られ､11の 内面 には切 り込 みが認め られ る｡

③須恵器:坏 身の底辺部 が1点 出土 している｡包 含層やSR2で 見 られる火襷 を生 じた坏 や皿 のグル

     ー プと一致 してお り､8世 紀 中葉か ら後半頃 に比定 で きる｡(Fig.50-3)

2) Ｘ層́出土の遺物

①弥生土器 ：壺 が3点 出土 している｡(Fig.33-1･2･16)1は ラッパ状 に大 きく開 く口縁部 を有 し､

      口唇 に刻み 目を施 している｡2は 頸部 に断面 三角形 の太い突帯 を貼付 し突帯の全面 に

      刺突 を施 している｡16は 胴部外面 に叩 き成形後ハ ケ調整 を施 した広 口壺 であ る｡口

      縁部端部 は強い横 ナデによ り上下 に僅 かに拡張 されている｡

②古式土師器

  甕 ：A類(Fig.33-4･6･10･13･15)､B類(Fig.33-9)､C類(Fig.33-12)が ある｡l2は

    肩部が大 きく張 り､口 唇部 は面 をなす｡13は 尖底であ る｡

  鉢:A類(Fig.33-5･7･8)と 鉢B類(Fig.33-3)が ある｡7は 叩 き成形 である｡

  甑:Fig.33-11｡焼 成前 に穿孔 し孔径8㎜ を測 る｡底 部内面 にはハ ケ原体 による圧痕が巡 る｡

  高坏:A類(Fig.33-14)｡

③ 須恵器:坏 蓋(Fig.50-1)､坏 身(Fig.50-2)､甕 体部片(Fig.50-4)が 出土 している｡2は

     低い輪高台 を有 し､4の 内面 には同心 円状の当て道具痕 が明瞭であ る｡(出 原)

Fig.34 第Ｉ区 包含層古墳時代出土遺物
鉢A類(1･2)､手 捏 ね土器B類(3)､須 恵器坏 蓋(5)･同 提 瓶(4)･同壺(6)､勾 玉(8･9)､土 製模 造 品(7)､土 錘(10)､叩 石

(11)
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Tab.7 第Ｉ区 古墳時代観察表1
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Tab.8 第Ｉ区 古墳時代観察表2
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Tab．9 第Ｉ区 古墳時代観察表3
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Tab.10 第Ｉ区 古墳時代観察表4

-55-



3古 代･中 世

 遺構 か らの出土遺物 は､掘 立柱建物跡(SB)･流 路跡(SR)･ピ ッ ト群 か ら出土 してお り､主 に

流路跡か らの ものが多い｡掘 立柱建物跡 では､SB7を 除 くすべ てのSBか らは細片 ではあるが､遺 物

が 出土 している｡SR1は 鎌倉 時代 を中心 と した遺物が 出土 しているが､特 に木製品の出土 は注 目さ

れる｡自 然流路 とい う性格上 と下層のSR2･3が 同 じ位置 で流 れているこ とか ら古墳 時代 か ら平安時

代 を中心 とした遺物類の混入 も認め られ る｡こ れ ら混入品の 中で､細 片 につ いては特 に図示 してい

ない｡出 土遺物 の中で､土 師器 の食膳具 については形態分類 を行 ったが編年 的位置付 けも含 めて第6

章 の考察で行 うこ とにす る｡こ こで は､各 遺構 ごとに出土遺物 の内容 を説明 してい くことにす る｡

1) SB1 (Fig.35-1･2)

 1･2はSB1よ り出土 した土 師器の底部である｡1は 色調 は黄灰色で全体 に薄い作 りである｡底 部外

面 には粘土紐痕が残存 している｡2は 橙色の色調 で全体 に磨耗 が著 しいが共 に坏 になる と思 われ る｡

 2) SB4 (Fig.35-3～5)

 3～5はSB4か ら出土 した遺物であ る｡3･5は 土 師器 の坏 の底部 で色調 は橙 色､全 体 に磨耗が著 し

い｡4は 青磁 の碗 の口縁部片 である｡内 面 には劃花文 の一部が見 られる｡オ リ-ブ 色の薄い釉が施 さ

れてお り細 かい貫入がはいる｡

 3) SB5 (Fig.35-6･7)

 6･7はSB5か ら出土 した土師器の底部である｡6の 色調 は橙色で磨耗 しているが､底 部 に粘土紐痕

がみ られる｡7の 色調は灰 白色 で底部 には粘土紐痕がみ られ る｡

 4) SB8 (Fig.35-8～10)

 8～10がSB8よ り出土 した遺物であ る｡8は 瓦器碗 の底部 である｡底 部外 面 には形骸化 した輪高台

が貼 り付 け られてい る｡全 体 に粗雑化 している｡9は 白磁の 口禿の皿 の口縁部であ る｡灰 白色 の釉 が

薄 く施釉 されてい るが､口 縁 端部の釉 は掻 き取 ってい る｡IX類 に属す る｡10は 青磁の碗であ る｡淡

オリーブ色の釉 が高台外 面 まで施釉 されてお り､高 台畳付､高 台内面 には施釉 されてい ない｡内 面

見込み には蛇の 目釉 剥 ぎを施 し､釉 剥 ぎ部 分 には重ね焼 きの痕跡が見 られ る｡14世 紀か ら15世 紀前

半代 に位置づ けられる｡

5) SB10 (Fig.35-11～13)

 SB10か らは11～13の 遺物が出土 している｡11は 砥石片で ある｡12は 瀬戸 の灰釉 陶器 の口縁部であ

る｡口 縁 部は｢く｣の 字 に屈 曲 し端 部は丸 くお さめる｡外 面 と内面途中 まで施釉 されてい る｡13は

石製の碇で ある｡砂 岩 質で長径32cm､短 径18cm､重 量 は20kgを 測 る｡柱 穴の底か ら出土 してお り､

碇 として使用 した後 は柱穴 の根石 として再利用 された と考 え られる｡(竹 村)

6) SR1 (Fig.36～44)

 土師器､須 恵器､東 播系須 恵器､瓦 器､貿 易陶磁､土 製品､石･金 属製品､木 製品類 が出土 して

い る｡土 師器の一部 と須恵器､石 器に関 しては､SR2･3か らの混入品 と考 え られ る｡

 土 師器(Fig.36-1～22)

 土師器は､坏･皿･甕･羽 釜 と古墳 時代 の手捏 ね土器 が出土 している｡坏 は､す べ て回転 台 によ
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る成形で平 らな底部 を持つ もの と高台 を有す る もの､円 盤状 の高台 を持つ ものに大 きく形態が分か

れ る｡

 1～4は､細 片で摩耗が著 しいが､平 底 に分類 され る坏 であ る｡底 部の切 り離 しは､1～3が ヘ ラ切

Fig.35 SB出 土 遺物
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Fig.36 SR1出 土 遺物1
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り4は 回転 糸切 りである｡形 態 の特徴 としては､2の ように底部か ら口縁部 にか けて直線的 に立 ち上

がる もの と､3の ように器壁が厚 く口縁部が外反す る ものが認め られる｡5～8は 高台 を有す る坏 であ

るが､底 端部 に高台 を貼付 し｢ハ｣の 字状 に開 くものが多 い｡口 縁 部が欠損 してい るものがほ とん

どであるが体 部は直線的 に外上方 に立 ち上が る｡9～15は 円盤状 の底部か ら粘土紐 を巻 き上 げ回転台

成形 に よる坏 類 である｡底 部外面 は､ヘ ラ切 りに よる痕跡 が残 る もの もある｡し か し中 には13･14

の ように､円 盤状 の底 部成形の際 に残 る粘土紐渦巻 き痕跡 も確 認で きる｡16は､SR3か らの混入で

古墳時代土 師器 の手捏ね土器である｡

 17は 底部破片 であるが高台付皿 と考 え られ る｡底 部端 は､輪 高台の外 側2cmほ ど水平 に張 り出 して

いる｡調 整 は摩耗が著 しく不明であ る｡18は､土 師器甕 で球形 の胴部 か ら肥厚気味 の短 い口縁部 が

外反す る｡口 縁上端部 を水平 な口唇面 と し､内 面 に浅い 凹線が施 される｡19は 羽釜 の口縁部破片 で

あ るが､口 縁上端 よ り0.8cm下 方の位 置に断面台形状 の鍔 を有す る｡水 平 な口唇面の中央 には浅い凹

線が施 され る｡内 外 面横 ナデで内面の一部 に指頭圧痕が残 る｡20も 同 じく羽釜 の口縁部破片 で､口

縁 は上胴部 よ りも厚み を増 して外傾 して立 ち上が る｡口 縁端部 は水平 で､2.4cm下 方 に鍔 を有す る｡

口縁 部内外 面は横 ナデで上胴部は横 方向のヘ ラ削 りが施 され る｡鍔 の上縁か ら口縁 にかけて煤が付

着す る｡21･22は､口 縁部破片 であ るが長胴 の甕で口縁部 は｢く｣の 字状 に外反す る形 態であ る｡

21は､口 縁部 がやや肥厚 し外面 に浅 い凹線状の窪 みが観 察で き､内 外面横 ナデが施 される｡22は､

口縁端 部がやや肥厚 し上 方にややつ まみあげている｡調 整 は､口 縁部内面であ るが一部 に横 斜方向

のハケ 目を施 し､外 面 は胴部 か ら口縁 にかけてすべ て縦方向のハケ 目が施 され る｡胎 土 は頁岩質 と

見 られる灰黒色 の砂粒 を散見す る｡

須 恵器･瓦 質土 器(Fig.37-1～15)

 1は､坏 蓋である｡水 平な天井部中央部に宝珠形のつまみを付ける｡中 央部は平坦で､蓋 縁は斜降

し端部は丸 くおさめる｡内 端面に浅い沈線が回り全体的に回転ナデ調整である｡2～4ま では皿であ

る｡2は 底部中央が欠損するが平底で､口 縁部にかけて直線的に立ち上が り平 らな口唇面がわずかに

内斜する｡回 転ナデ調整で､外 底面にはさまざまな方向のナデ痕や擦痕が認められる｡3も 底部中央

が欠損するが､底 部端か ら緩やかな内弯弧状を呈 し口縁部に至る｡口 縁端部は丸 くおさめられ直下

の内外面に､一 条の凹線が施 される｡摩 耗が著 しいが回転ナデ調整である｡4は 小破片であるが､復

元口径が広い｡平 らな底部から口縁部にかけて直線的に外上方に立ち上が り端部は上方につまみあ

げた形態を呈する｡回 転ナデ調整である｡5･6は 須恵器坏である｡5は､口 縁部が欠損するが底部は

平らで体部は直線的に立ち上がる｡内 面は横方向のナデが施され､外 底の切 り離 しは右旋の回転糸

切 りである｡糸 切 り痕の上 には平行な多細線の板状圧痕が残る｡酸 化炎焼成の部分が多いが焼成は

良好である｡6は､高 台付坏 である｡底 部中央が欠損するが平坦な底部から屈曲し口縁部にかけて直

線的に外上方に立ち上がる｡高 台は断面方形状で底端部から内傾 し付けられる｡外 底面はヘラ切 り

痕が残る｡回 転ナデ調整であるが､内 面には斜位のナデも認められる｡

 7～12は､甕 片である｡7は､胴 部細片であるが外面には約4㎜単位の格子叩き目､内 面には同心円

紋叩 き目が施される｡8の 外面は､刻 み目の鋭い平行叩き目が縦･横 位に施される｡内 面は同心円紋

を留めているがその後ナデている｡9は 甕の肩部片である｡内 外面の大半に二次被焼の煤が付着する｡
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Fig.37 SR1出 土 遺物2
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二次被焼 の後､内 面 に斜直 の深 い刻線が鋭利 な工具 に よって施 される｡外 面 には､刻 み 目の鋭 く狭

い平行 叩 き目を斜交 している｡内 面 は同心 円紋 をナデ消 している｡10は 器壁 が薄い胴 部破片 で､外

面 には刻 み 目の鋭 い平行叩 きを斜交 している｡内 面 の同心 円紋 をナデ消 している｡l1は､甕 の上胴

部片 と見 られる｡外 面 にはやや 目の荒 い平行 叩 きであ り内面 は当て具の痕跡 をナデ によって擦 り消

してい る｡外 面 に 自然釉 が残 る｡12は､底 部の 中央が やや窪んでい る｡外 面 に平行叩 き目を施 し､

内面 には同心円紋 を留 める｡外 底 の中央付近 に少量の窯屑 が溶結す る｡

 13･14は､東 播系須 恵器の コネ鉢であ る｡13は 体 部 中位 以下が欠損 してお り､体 部 は直線的 に外

上方 に立ち上 がる｡口 縁部 は肥厚 し上方 に拡張 され る｡14も 同様 であ るが､焼 成 は13と 比較す る と

悪い｡15は 瓦質土 器の擂鉢 であ る｡底 部片であ るが､復 元す ると底径の小 さい擂鉢 片であ る｡内 底

縁部 か ら体部内面 にかけては､一 単位8条 若 しくはそれ以上の播溝 が施 されてい る｡体 部外面 にか け

ては横 ナデ調整が施 される｡

瓦 器(Fig.38-1～19)

 1～19は 畿内産の瓦器 製品である｡瓦 器小皿(1)と 碗(2～19)が 出土 している｡中 で も和泉型 の

ものが大半 を占めてお り若干楠葉型の もの も出土 してい る｡1は 小 皿で､口 縁 はやや肥厚 し端部 は丸

くお さめる｡底 部 は指頭圧痕が残 り､口 縁部 は横 ナデが施 され る｡2は､楠 葉型の碗である｡復 元 口

径が14.6cmを 測 り体部 か ら口縁部 にかけて内弯 して外 上方 に立 ち上が る形態 を呈 す る｡口 縁直下 内

面 に浅い沈線が施 され る｡体 部外 面 には､斜 行す る結合痕跡が認め られ､こ れは口縁下か ら底部 に

か けて斜め方向 に走 る｡内 面 は盛 り上が りを見せ る｡器 表 は摩耗が著 しく調整 の詳細 は不明 である

が口縁部 は指頭圧痕が残 る｡

 3～19は 和泉型瓦器碗 であ る｡3は 復 元 口径12.9cmで､体 部 か ら口縁部 にかけて壁厚 を均 等 と し､

緩やか に内弯 して外 上方 に立 ち上が り端部 は丸 くお さめ る｡体 部外面 中央 に粘土紐巻 き上 げ と考 え

られ る痕跡が認め られ る｡口 縁部 は内外面横 ナデで､体 部 は指頭圧痕が残 り内面 は間隔 の開 く圏線

ヘ ラ磨 きが施 される｡4は 復元 口径13.1cmで､底 部 か ら口縁部 にか けて内弯 して立ち上がる｡口 縁端

部 は若干肥厚 し､外 底面 には細小 な輪高台 を付 ける｡内 面 は､平 行方 向のナデを施 した後 口縁部 を

横 ナデ し､さ らに口縁部か ら見込 みにか けて一連 の渦巻状 のヘ ラ磨 きを疎 間に加 えてい る｡5は 復元

口径12.8cmで､器 壁 は厚 く口縁端部 を丸 くお さめ る｡高 台 は細 く小 さな断面逆三角形状 を呈 し､高

台内部の底壁 は水平 に近い｡内 面の手法 は､不 定方向の ナデを全面 に施 した後見込み に連結輪状 と

考 え られるヘ ラ磨 きを加 え､そ の後口縁か ら見込 み にか けて渦巻状 の暗文 を加 えてい る｡外 面 は､

体部 を指頭圧痕 が残 り口縁部 について は横 ナデ と し､そ の直下 に一圏のヘ ラ磨 きが施 されてい る｡

高台 を貼付 した後､そ の周 囲 にナデ調整 を行 う｡6は 口径13cm､器 高3.2cmを 測 る｡底 部か ら体部 に

か けて､緩 やか に内弯 しなが ら外上方 に立 ち上が り､口 縁部 は若干外反す る｡手 法 は､内 面底部 を

縦横 ナデ､体 部 は横 斜ナ デ､口 縁部 を横 ナ デ した後 口縁部か ら見込み にかけて渦巻状 のヘ ラ磨 きを

加 える｡外 面 については､体 部 を指頭圧痕が残 り口縁部 を横 ナデす る｡7は､復 元 口径12.7cmを 測 り

やや深めの碗であ る｡体 部 に､内 弯気味 に外上方 に立 ち上が り口縁端部 は丸 くお さめ る｡内 面 は横

ナデが施 された後､縦 横 格子状 にヘ ラ磨 きが施 され る｡外 面 は口縁部横 ナデで体部 には指頭圧痕が

残 る｡
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Fig.38 SR1出 土 遺物3
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 8は､体 部 か ら口縁 にかけて器厚 を均等 に内弯 して外上方 に立 ち上が り､端 部 は丸 くお さめる｡内

面 は､横 ナデ後円圏状のヘ ラ磨 きが施 され る｡外 面 は､体 部 を指頭圧痕 の状態 に留 め口縁部 は横 ナ

デが施 される｡9は､復 元口径13.6cm､器 高3.lcmを 測 る｡形 態 は､底 部中央 か ら口縁 にかけて緩 やか

な内弯弧状で外上方 に立 ち上が る｡底 部 は細小 な断面三角形状 の高台 を付 ける｡内 面 は､底 部 を平

行 ナデ､体 部 を不定方向 ナデ､口 縁部 を横 ナデ した後､口 縁部 か ら体部 にかけて渦巻状 のヘ ラ磨 き

で見込 みは連結輪状 と考 え られ る暗文 を加 える｡外 面 につ いては､体 部 に指頭圧痕 が残 り口縁部 は

横 ナデする｡10は､復 元 口径15.8cmを 測 り口径が広 い｡口 縁 に向か うに従い器厚 を減 じ端部 は若干

肥厚 し丸 く整 える｡内 面 は円圏状 のヘ ラ磨 きが施 され､外 面 は体部 に指頭圧痕 が残 り口縁部 は横 ナ

デ される｡11は 復 元 口径14.6cmを 測 り､口 縁部 はやや外 反す る｡内 面 は円圏状 のヘ ラ磨 きを施 した

後横斜 めのヘ ラ磨 きを重 ねる｡外 面 につ いては体部 に指頭圧痕 が残 り口縁部 は横 ナデである｡12は

復元 口径13.8cmで､体 部外 面 に小 さな縦書 きの墨書 の一部が見 られ る｡内 面 は､口 縁部 か ら見込 み

にかけて渦巻状 のヘラ磨 きが施 される｡外 面 は､口 縁部 が横 ナデで体 部か ら底 部 にかけて指頭 圧痕

が残 り底 部 は細紐状の高台 を付 ける｡13は､復 元 口径14.9cmで やや深 めの碗 である｡器 壁 が口縁部

になる とやや薄 くなる｡内 面 は､体 部 下方 を縦 方向のヘ ラ磨 き､体 部上方か ら口縁 にかけて横 方向

のヘ ラ磨 きが施 された後､見 込 みは連結輪状 と見 られる暗文 を重ね る｡外 面 について は口縁部 を横

ナデ し､体 部 には指頭圧痕 が残 る｡14は 底 部の破 片であ る｡輪 高台貼付 の断面形状 は､部 分 によっ

て逆台形状､あ るいは逆 三角形状 を呈 する｡見 込 みは､平 行 線条の暗文 を重ねてい る｡15～19ま で

は､全 体 の形態がわかる｡15は 口径12.8cmを 測 り､器 高 は3.Ocmで ある｡器 壁の厚み は均等で､高 台

は断面逆三角形状 を呈 し位 置的 に中心 を離れてい る｡内 面 は､平 行状や 円圏状のヘ ラ磨 きが施 され

る｡外 面は体 部 に指 頭圧痕 が残 り､口 縁部 は横 ナデ とする｡16は 口径13.2cm､器 高3.2cmで ある｡器

壁の厚 みは､底 部 に比 して上方の器壁が薄い｡断 面 が逆 三角形 を呈す る径2.7cmの 小 さな輪高台 を付

ける｡内 面 については､口 縁部か ら体 部 にか けて渦巻状のヘ ラ磨 きが施 され､見 込み は連結輪状の

暗文 を重 ねる｡外 面は指頭圧痕が残 り口縁部 は横 ナ デで ある｡17は 口径15.3cmで 器 高3.6cmで あ り､

やや大型の製品であ る｡口 縁部 に沿 って器壁の厚み を減 じ､や や外反す る形態 を有す る｡内 面底部

か ら口縁部 にか けて円圏状のヘ ラ磨 きと見込み には連結輪状の暗文が施 され る｡外 面 は他 の製 品 と

変 わらないが口縁 部の横 ナデが強 く施 され る｡18は 口径15.4cm､器 高4.3cmを 測 り17よ りやや器高が

高い｡底 部か ら体部 にか けて器壁の厚 み を均 等 とす るが､口 縁部 に沿 って減厚す る｡体 部 か ら口縁

部 にか けては円圏状 のヘラ磨 きが施 され､見 込み は平行線状 の暗文 が重な る｡19は 口径14.4cm､器

高3.8cmと18に 比べ てやや小 さい｡内 外面 の調整 は18と 変わ らない｡

貿易 陶磁 器･緑釉 陶器(Fig.39-1～6)

 貿易陶磁器 は青磁の碗片 が4点 と､緑釉 陶器 は細片2点 が出土 してい る｡1は､青 磁蓮弁文碗である｡

復元 口径16.2cmを 測 り､体 部 か ら口縁 部 にか けて直線 的に立 ち上 がる形 態 を呈す る｡外 面 は片切彫

りの手法 によって弁稜 を浅 く浮 き立 たせ弁先の輪郭 を鋭 くしている｡2は､青 磁劃花文 の碗 である｡

復元 口径15.Ocmで､体 部 か ら口縁 部 にか けて直線的 に立 ち上 がる｡口 縁 部外面 は無文で､内 面 は口

縁端下 に圏線 が施 されその下方に草葉文の一部 と考 え られる文様 を劃花 される｡3は､底 部破 片であ

るが劃花文 の碗 である｡底 部の器壁 は厚 く､高 台は浅 く掘 り出され断面方形状 を呈 し畳付けは広 い｡
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釉は高台を乗 り越 えて内面の一部 までかかるが､外 底は無釉である｡見 込みは､片 切彫 りの文様が

施される｡4は､体 部の破片であるが青磁劃花文碗である｡体 部外面は無文で､内 面 には浅い片切彫

り手法の文様が見られる｡5･6は 摩耗が著 しいが､軟 質緑釉 陶器の破片である｡5は わずかに内弯気

味に外傾する形態 を呈するが､器 種は不明である｡内 面の所々に着釉 を留め釉層は極めて薄 く､灰

緑色 を呈 し微細な貫入が入る｡6も 器種は不明である｡内 弯気味に外傾する体部破片である｡既 に外

面の施釉 は完全に剥落 してお り､内 面の所々に着釉 を留める｡釉 には微細な貫入が入る｡

木 製 品(Fig.40～44)

 木製品 は､SRlの 遺構か らのみ 出土 している｡出 土状 況 は､溝 の上･中 層 に土器･陶 磁器 ととも

に廃棄 された状況 である｡各 製 品の用途 については､欠 損 してい る部分 が多いためすべ て を詳細 に

分類 する ことが不可 能である｡ま た部材 の一部 や､破 損 した一部 品 については､製 品名 を判 断す る

ことが困難であ り誤認 している点 はお許 し願 いたい｡こ こでは､生 活用具､服 飾具､信 仰･呪 術 具､

籠編物､そ の他 と大 き く分類す るに留 め概略 を述べ てい くことにする｡法 量等 は､木 製品一覧表 を

参照願 いたい｡

 生活用具 と考 え られる製品 は､箸 状木製 品､漆 椀､曲 物 などである｡箸 状木製品(Fig.41-1～15)

は､出 土点数 が比較 的多 い｡ほ とん どの製 品は､木 片 を小割 りに した後､棒 状 に整形 し両端 を細 め

た ものが多い｡細 く丸棒状 に削 り込 み両端 を尖 らす ように2cmの 範囲で深 く削 り込 んでいる｡削 りは

極 めて雑であ る｡断 面 は不整方形の ものが多 く､厚 さ0.3～0.5cmを 測 る｡今 回出土 した箸状木製品の

Fig.39 SRl出 土 遺物4
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最大の長 さは､19.7cmで ある｡完 形品が7点(Fig.41-4･6～11)出 土 しているが､そ の長 さを見 る

と17～20cmに 含 まれる ものであ る｡こ の数値が､船 戸 遺跡 で使用 され た箸の標準 的な長 さである｡

 漆器 は､容 器 として椀･皿 な ど挽物 の食器類 を対象 にし､本 遺跡 出土品の中では口縁 部が欠損 し

ている ものが多いため漆椀 として説明 してい く｡漆 椀 は3点(Fig.41-16～18)出 土 してお り､す べ

て口縁部 が欠損 しているが 内外面 に黒漆が施 される｡16は､底 部 を円盤状 に整形 してお り底部外面

はやや窪んでいる｡底 径 は8.Ocmで 残存 器高 は2.7cmで あ る｡18は 底径9.8cmを 測 り､断 面 三角形状 の

小 さい高台が付 く｡体 部 は内弯 して立 ち上が り､外 面 には轆轤 の削 りが顕著 で円形状 の文様 が描 か

れる｡残 存器高 は､4.Ocmで あ る｡17も 同様 に､断 面 三角形状 の高台 を削 りだ し外 面 には轆轤 の削 り

痕が 明瞭 に残 る｡そ の他細片 で実測不可能 であるが､黒 漆 の上 か ら赤漆 で亀 甲文が描 かれる漆器が

ある｡

 曲物 は､曲 物容器の円形板(底 板･蓋 板)や 側板 を接合 した容器の総称であ る｡Fig.41-19･20､

Fig.42-1は､曲 物 の一部品 と考え られる円形板 と判断 した｡す べ て1/3程 度 が残存 してい る｡19は､

2孔1対 の木釘･釘 孔が穿たれている｡20は 小型 品であるが底板 の円形板 であ る｡

 服飾具 と認め られ るものには､櫛･下 駄 な どが ある｡Fig.40-6は 横櫛 で､板 片の一側縁 か ら細 い

歯 を挽 きだ し､表 面 を平滑 に研 ぎあげている製品である｡横 櫛 の破片 で全体の形状 は不 明であるが､

長方形の形態で肩 部 に丸み をもたせた もの と考 えられ る｡切 通 し線 は､背 の上縁 に平行 して直線的

に挽 いている｡背 の断面 は､厚 さ0.8cmで 方形状 を呈 する｡

 下駄は､台 と歯 を一木 か らつ くる連歯下駄が2点 出土 してい る｡Fig.42-3は､平 面形が隅丸長方

形 を呈 し､前 歯 か ら両端 にかけて幅 を狭 めている｡鼻 緒孔 の位 置は､前 壺 を台の中央 にあけ後壺 を

歯 の内側 にあけている｡歯 のつ くり方 は､歯 の下辺幅 を台の幅 よ り広 く造 り歯 の高 さは7.3cmを 測 る｡

台部 の右側面 か ら後方 にかけて消失 してお り炭化 している｡Fig42-2の 平面 形は､隅 丸長方形 を呈

し前歯･後 歯 の両端 か ら幅 を狭 めている｡鼻 緒孔 の位置 は､前 壺 を台の中央部 にあけ後壺 を歯 の内

側 にあけている｡後 壺 の方が穴が大 きい｡歯 の作 り方 は､歯 の下辺 幅 を台の幅 よ り広 く造 り歯 の高

さは5.9cmを 測 る｡

 今 回最 も注 目される遺物 として､呪 符や､人 形･刀 形 の出土がある｡Fig.40-1の 呪符 は､中 央 に

は鬼面が描かれ てお りそ の上 には｢月｣が4文 字3段 に書 かれている｡さ らに下方 には｢鬼｣の 文字

が3文 字､2文 字､1文 字 と3段 に書か れている｡下 端部 は欠損 している部分 もあ り､墨 痕 も薄 く明瞭

に釈読で きないが･｢九 々八十一｣と｢急 々如律 令｣が 並 んで書 かれていた もの と考 え られ る｡Fig .

40-2は､刀 をかたどった形代 で刀形か刀子形 と考 え られる｡細 板 を荒 く削 り込み､刀 身のみを表現

してい る｡刀 身 は､一 面の片側 を薄 く削 って刃 をつ けてお り､刀 先 は内弯気味 に斜め に削 り落 と し

ている･Fig.40-3は 人形か どうか不明確 なものであるが､先 端部の両側縁か ら削 りだ している｡頭

部は一側 面か ら鋭 く斜 め に切 り落 としてお り､下 方 にな るにつれやや幅広 になるが下端部は欠損 し

ている｡Fig･40-4は､薄 く細長い材の片端 を尖 らせ てお り､斎 串 とも考 え られる｡Fig.40-5の 人

形は､断 面方形状 の板材 か ら側縁 を抉 りと り頭部 を造 りだ している｡頭 部は両端 を削 り取 り丸 く仕

上 げる工夫 を してお り､下 端部は欠損 してい る｡

 その他の木製品の中で､現 存 している形態で用途が分 かる ものは杭1本 のみである｡そ の他 は板状
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の木製品が多 く､製 品 は不明であ るが他の部材 と組合 さって製 品を構成す る ものが多 い と考 え られ

る｡Fig.40-7は 杭先で､三 面 を削 り尖 らせている｡Fig.40-8は 直径4cmを 測 る柱状製品で､上 面 は

欠損 してお り下面 は水平 に切 断 されてい る｡Fig.40-9は､薄 く扁平 な板材 でやや弯 曲 している｡欠

損 していない端面 は面取 りされている｡Fig.40-10は､両 端部 の側面か ら方形 の孔が穿たれてお り､

片面 は焼 けて炭化 してい る｡Fig.40-11は10と 同 じ部材 と考 え られ､片 面 が焼 けて炭化 してい る｡

上端 は斜 めに削 られてい る｡Fig.40-12は､9と 同 じ製品で上端部が面取 られている｡13は 両側面 を

面取 りしている｡14･15は 薄板 で､同 じ製品の-部 と考 え られる｡横 方向に7～10㎜ 間隔で切 り目の

刻 み線が はい る｡Fig.43-1～8:1は やや丸み を持 った扁平な板材 であ るが､上 端部 に3ヶ 所､下 端

部 に2ヶ 所 の穿孔が見 られる｡2は 下端部が欠損 しているが､表 面 は丸 みを持 たせ丁寧 に削 られてい

る｡上 端部 には､2ヶ 所 の穿孔が見 られ1ヶ 所 に木釘が残 る｡3～7は､扁 平 な板材 であるが同 じ用途

に利用 された もの と考 えられる｡3は 大部分が欠損 しているが､そ の他は下端部が斜め に鋭 く削 られ

ている｡8は 下端部が欠損 してお り､上 端 部 に一孔 が穿 たれる｡Fig.44-1～5:1は､扁 平 な板材 の

上端部 に切 り目を入 れ段差 を付 ける｡下 端部 は両端か ら斜 めに鋭 く削 り込み尖 らせ てい る｡2は 扁平

で薄い板材 であるが上端部 に若干斜めの削 りを入 れ整 える｡3は 厚 さが6～7㎜ で幅2.1cmの 棒状 の も

のである｡先 端部 のみ炭化 してお り､上 下面 か ら削 り尖 らせ てい る｡4は､厚 さ1.2㎜ の細板材 で一

端部 を斜 めに削 る｡一 側面 の4ヶ 所 に切欠 きを入 れている｡5は､扁 平 で薄い板材 であるが先端部 を

削 り尖 らせている｡

 竹 で編 みあげた籠編物が 出土 しているが､多 くは断片 であ り原形 を知 り得 る物 は少 ない｡ま た製

品が貧弱であ るため取上 げ中に変形 した りし実測 に耐 え うる もの は少 ない｡PL.33の 出土籠 －2は 竹

の表皮 を取 りのけた各幅7㎜ の竹状2本 で｢2本 越 え､2本 潜 り､1本 送 り｣で 編んでいる｡こ の籠状 製

品の縁部分 は､竹 条2本 を湾曲 させて桜 の革で固定 させ ている｡PL.33の 出土籠 －1は､魚 篭 と考 え

られ る｡籠 の口縁部 分 は､葛 を2本 組み合せ桜 の革で 固定 し､中 央 に幅1.3cmの 木渡 しを している｡

胴部 の編み方は､幅7㎜ の竹条2本 で｢2本 越 え､2本 潜 り､1本 送 り｣で 編 んでいる｡

その他 の遺 物(Fig.39-7～14)

 その他の遺物 として､土 製品･石 製 品･金 属製品が出土 している｡土 製品は､7～11ま で土錘 であ

る｡7～9ま では､細 長 い円管状 を呈 し中央部が わずか に膨 らむ形態であ る｡8･9の 完形品 をみ ると､

重量が5.4･5.6gを 測 りこの土錘形態の標準 的な重 さであ る｡10･11は､大 型の土錘 である｡

 12の 石製品は､古 墳時代以前の叩石 が1点 出土 してい るのみである｡扁 平な楕 円形状 を呈 し､使 用

による敲打痕は平面 の一部 と側縁 の約1/3周 にわた って観察 で きる｡

 金属 製品は､銭 貨 と刀子が 出土 している｡13の 銭貨 は､皇 朝 十二銭 の一種 で｢萬 年通宝｣が 出土

している｡四 文字 を施読 の配字で隷書･陽 鋳す る｡背 面は無文 である｡径 は2.6cmで､方 孔O.8cm､銭

厚0.12cm､重 量3.6gで ある｡14は 刀子で､刃 部 は切先 を欠 くが上反 りす る｡現 存 する刃渡 りは､11.5

cm､刃 幅1.9cmの 細形の刀子 で､茎 はほぼ完形 で残存 している｡(松 田)

7) SR2 (Fig.45～47･49･50)

 SR2か らは5300点 余 りの土器が 出土 している｡土 師器､須 恵器が主体で あ り､緑釉 陶器､灰釉 陶

器､黒 色土器､土 錘等 もみ られ る｡こ れ らは下層 よ りまとまった状況で検 出 された｡
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土 師 器(Fig.45･46)

 皿､坏 が出土 している｡坏 の出土数が多 く､底 部が平 坦であ るタイプ､円 盤状 であ るタイプ､輪

高台 を張 り付 けている タイプの3形 態分類 で きる ものが出土 している｡

 Fig.45-1～42:1～13は 土 師器 の皿であ る｡1は 底部が欠損 してお り､底 部外面 にはナデ調整 によ

る凹線 がみ られ る｡色 調 は灰 白色 を呈 し､全 体 に磨耗が著 しい｡2は 底部途 中で欠損 している｡平 坦

な底部 か ら斜め上方 に直線 的に伸 びるタイプである｡に ぶい黄榿色 の色調 を呈す｡3は 底部途 中まで

残存 してお り､平 坦 な底部 よ り斜 め上方 に体部 は伸 び る｡口 縁 端部 は断面方形状 を呈す｡灰 黄色の

色調 を呈す｡4は 底部途中で欠損 し､底 部外面 には粘土紐渦巻 き痕 がみ られる｡平 坦な底部か ら体部

は斜め上方 に伸 び口縁部 は外反す る｡7は 底部途 中で欠損 してお り､体 部 は底部 よ り斜 め上方 に伸び

るタイプであ る｡体 部は丸み をもって立 ち上が り伸 び る｡口 縁 端部 は丸 くお さめ る｡色 調は浅黄榿

色 を呈 す｡8は 底部外 面に粘土渦巻 き痕 とヘラ状痕がみ られ る｡平 坦 な底部か ら斜 め上方 に伸 び､口

縁部は外反 してい る｡全 体 に薄 い作 りであ り､色 調 は鈍い黄榿色 である｡9は 底部途中で欠損 してい

る｡体 部立 ち上が り部分 は丸 みを もち､口 縁端部 は丸 くお さめている｡内 面 にはナデ調整が み られ､

色調 は灰 白色 を呈す｡10は 底部途 中で欠損 してお り､底 部外 面 には粘土紐痕がみ られ る｡平 坦 な底

部か ら体部 は斜 め上方 に伸 びる｡色 調 は灰 白色 を呈す る｡11は 体部 のみ残存 し､底 部 は欠損 す る｡

口径 は16.2cmと 広 く､体 部 は斜 め上方 に直線 的 に立ち上が る｡全 体 に磨耗 が著 しいため調 整は不明

で ある｡色 調 は浅 黄榿 色 を呈 す る｡12は 体部 が底部 よ り斜 め上 方 に伸 びる タイプであ る｡口 径 は

16.2cmと 広 く口縁端部 は丸 くお さめている｡色 調 は にぶい黄榿色 を呈す る｡13は 底 部外 面 に粘土紐

痕 とヘ ラ切 り痕が残 る｡

 14～18は 平高台の坏 であ る｡14･15は 平坦 な底部か ら屈 曲 して斜め上方 に直線的 に伸 びる｡底 部

外面 には粘土渦巻 き痕が残 り､ヘ ラ切 り痕がみ られ る｡色 調 は浅黄榿 色 を呈す る｡16は 底部が欠損

してい るが平高台 になると思われ る｡体 部外 面 にはナデ調整 による凹凸がみ られ る｡17･18は 底部

が欠損 してい る｡体 部は斜 め上方 に直線 的 に伸 び る｡19～30は 底部外面 に輪高台 を貼 り付 けた坏 で

あ る｡19･20･22～29は 底部 のみであ る｡断 面方形状 の高台 を貼 り付 けてい る｡貼 り付 け部分 よ り

体部が斜め上方 に伸 び る｡19･20･22～24･26～28の 色調 はにぶい黄榿色 を呈す る｡21は 底部途 中

で欠損 してい る｡貼 り付 け部分 よ り斜 め上方 に直線的 に伸び 口縁部 に至 る｡体 部外面 にはナデ によ

る凹凸がみ られ る｡色 調 は灰 白色 を呈す る｡30は 他 と比べ薄 く高い高台 を貼 り付 けてい る｡高 台接

合部 はナデ消 している｡31～42は 底 部円盤状高台 の坏 であ る｡31は 内底 が高台内 に落 ち込 まない｡

高台外面 には粘土渦巻 き痕 とヘ ラお こ し痕がみ られ る｡高 台 と体部の接合痕が明確 に残 る｡色 調 は

灰 白色 を呈す る｡32は 内底が高台内 に落 ち込 まない｡底 部外面 には粘土渦巻 き痕 とヘ ラ切 り痕が残

る｡高 台 と体部の接 合部分 は明確 に残 る｡色 調 はにぶい黄榿 色 を呈す る｡33は 内底が高台内 に落 ち

込 まない｡底 部外面 には粘土渦巻 き痕 とヘ ラお こ し痕が残 る｡高 台接合部分 はナデ消 してお り､色

調 はにぶい黄榿 色 を呈す る｡34は 内底が高台内 に落 ち込 まず平坦であ る｡底 部外 面 には粘土紐痕 と

ヘ ラお こ し痕が残 る｡高 台 と体 部の接合 部は明確 であ る｡35は 内底が少 し高台内 に落 ち込む｡全 体

に磨耗が著 しく調整 は不 明であ る｡色 調 は にぶい黄榿色 を呈す る｡36は 内底が高台内 に少 し落 ち込

んでい る｡底 部外 面 には粘土紐痕が残 り､立 ち上が り付 近 は強い横 ナデ による凹状 を呈す｡色 調 は
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にぶ い黄橙色 を呈す る｡37･38は 底径が4.5cmを 測る小坏 である｡内 底 は高台内 には落 ち込 まず平坦

である｡全 体 に磨耗が著 しく調整 は不 明である｡41は 内底 が高 台内に落ち込 まず平坦 である｡高 台

接合部分 より斜 め上方 に伸 びる｡40は 底部外面 に粘土紐痕 が残 り､底 部 内面 は平坦 である｡体 部 は

底部 より直線的 に伸び る｡42は 底径5.8cm､口 径12.3cm､器 高4.5cmを 測 る｡底 部 は残存 している部分

が少 ないため調整 は不明であ る｡体 部 は斜め上方 に直線 的に伸 び､端 部 は丸 くお さめ る｡

 Fig.46-1～11:1～8は 甕 の口縁部 である｡1は 口縁部がL字 状 に屈 曲 し端部 は上方 につ まみ上 げ

ている｡2～5は 口径21～24cmを 測 る｡口 縁 部の形 態は｢く｣の 字 に曲が り､端 部は上方 につ まみ上

げている｡胴 部 は長胴 になる タイプ と思 われる｡内 面 には横 方向のハケ調 整､外 面 には縦方向のハ

ケ調 整が施 されている｡6は 口径 が21cmを 測 り､口 縁 部は｢く｣の 字 に曲が り､端 部は平 坦である｡

体 部は球形 になる もの と考 え られる｡7･8も 同 じ く長胴 甕の口縁 部である｡口 径 は27cm大 と他 の甕

と比べ て大 きい｡内 面 には横方向のハケ調整､外 面 には縦方向のハ ケ調整がみ られる｡9･10も 土師

器の甕 である｡9は 口縁部 は｢く｣の 字状 にな り､端 部 は丸 くお さめ胴部 は球形状 になる｡10は 口径

28.8cmを 測 り口縁部 は｢く｣の 字状 になる｡色 調 は黒褐色 を呈 してお り炭素が吸着 している｡外 面

にはヘ ラ痕 が見 られる｡11は 土師器羽釜の口縁 部であ る｡体 部 は直線的 に立 ち上が り､口 縁部下 に

断面方形状 の鍔 がつ く｡口 縁端部 は平面 をな している｡体 部外 面 には荒いハケ 目が施 され､内 面 に

は煤 が付着 している｡摂 津C型 の羽釜 に属す｡

須 恵 器(Fig.47･49･50-3･4)

 皿､坏､蓋 が出土 している｡坏 は底部が平坦 なタイプと底部 に輪高台 を張 り付 けた タイプの2形 態

に分かれる｡

 Fig.47-l～31：l～l2は 須恵器 の皿であ る｡1は 平坦 な底部 よ り斜 め上方 に伸 び､口 縁端部 は内面

に向か ってつ まみあげている｡体 部 内外 面 には轆轤 痕が残 り､底 部外 面 にはナデ調整が施 されてい

る｡色 調は灰色 を呈す る｡2は 平坦 な底面 より体部 は斜め上方 に伸 び､口 縁端部 はつ まみあげている｡

底 部外 面 にはヘ ラ状痕 がみ られる｡底 面 には粘土紐 痕がみ られ､体 部内外面 には横 ナデ調整がみ ら

れ る｡色 調 は灰色 を呈す｡3は 体部が斜 め上方 に伸 び､口 縁 端部は丸 くお さめ る｡体 部 内外面 にはナ

デ調整がみ られ る｡4は 平坦 な底面か ら体部 は斜 め上方 にのびる｡口 縁端部 はつ まみ上げ､口 縁部内

面 には一条 の沈線が施 されている｡体 部 には横 ナデ調整が施 され､底 部外面 にはヘ ラ痕 が残 る｡5は

平坦 な底 部 よ り体 部はやや丸 み をもって立 ち上が る｡体 部 にはナデ による凹凸がみ られ る｡口 縁端

部 は内側 につ まみ出 してお り､内 面 には一条の沈線 が入 る｡内 面 には円形状 のナデ調整､外 面 には

粘土紐痕 と不 定方向のナデ調 整がみ られる｡胎 土 には1㎜ 大の黒色､白 色砂粒 を含む｡6は 平坦 な底

部 よ り体 部はやや丸み をもって立ちあが り口縁部 にいた る｡口 縁部内側 にはナデ調整 による凹凸が

み られ る｡体 部内外 面 には横 方向のナデ調 整､底 部外 面 には指頭圧痕､底 部内外面 には不定方向の

ナデがみ られる｡7は 平坦 な底部 よ り体 部は斜 め上方 に立 ち上が り伸 びる｡体 部内外面 には横 ナデ調

整､底 部 内外面 にはヘ ラ痕がみ られ る｡8は 底部が欠損 している｡体 部 は内弯 して伸 び､口 縁端部 は

丸 くお さめる｡口 縁部 内面 には一条の沈線 が入 る｡9は 底部が欠損 してお り､厚 く平坦 な底部か ら体

部は斜 め上方 に伸び口縁部 にい たる｡体 部には強 いナデ調整 による凹凸がみ られ る｡胎 土 は軟質であ

る｡10､11は 底部が欠損 してい る｡平 坦 な底部か ら直線的 に立 ち上が り､口 縁 部 は外 反す る｡12も
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底部が欠損 してお り､体 部は斜 め上方 に伸び る｡

 13～18は 底部平高 台の坏 であ る｡13は 底 部が欠損 しているが体部 は斜 め上方 に直線 的 に伸 びる｡

14は 平坦 な底部 か ら斜 め上方 に伸 び､口 縁部 内面 には浅 い沈線が入 る｡底 部外面 には粘土紐痕が残

る｡15も 体部 は斜 め上方 に直線的 に伸 び口縁部 にいたる｡16は 平坦 な底部 か ら体部 は斜 め上方 に直

線 的に立 ち上が る｡底 部外面 にはヘ ラお こ し痕がみ られ､体 部 内外面 には横方 向のナデ､底 部 内外

面 には不定方向の ナデが施 され る｡17･18は 底部が欠損 している｡平 坦 な底部 か ら斜 め上方 に伸 び

口縁部 にい たる｡18は 底部外面 にヘ ラ痕が残 り､体 部 内外面 には横方 向､底 部 内外面 には不定方 向

のナデ調整が施 され る｡19～26は 底部外面 に輪高台が付 く坏 である｡19は 断面方形状 の高台 を貼 り

付 けている｡体 部 は斜め上方 に伸 び口縁部 にいたる｡20は 断面方形状 の高台が斜 め外 方下 に付 く｡

平坦 な底部か ら体部 は丸み をもって立 ち上が り､上 方 に伸 びる｡体 部､底 部 内外面 にはナデ調整が

施 され る｡高 台底面 には一条の抉 りが入 る｡底 部外面 にはヘ ラ削 りが 円形状 に施 されてい る｡22は

断面方形状の高台 を貼 り付 けてお り､体 部 は斜め上方 に伸 び口縁部 にい たる｡23は 断面方形状 の高

台が付 き体部 は丸み をもって立 ち上が り伸 び､口 縁部 にい たる｡口 縁部 は外反す る｡24は 断面方形

状 の高台が付 く｡高 台底面 には一条の抉 りが入 る｡体 部 は直線的 に外方 に伸 びる｡器 形 には焼成時

の歪みがみ られ る｡25は 断面方形状の高台が付 く｡平 坦 な底部 か ら斜 め上方 に伸 び､口 縁部 は丸 く

お さめ る｡高 台貼 り付 け部分 はナデ消 してい る｡26は 断面方形状の高台が付 き体部 は斜 め上方 に立

ち上が り伸び､口 縁端部 は丸 くお さめ る｡高 台外 面 には一条の抉 りが入 り､体 部外面 にはナデ調整

による凹凸がみ られ る｡底 部 内面 には不 定方 向のナデ調整が施 される｡

 27～31は 蓋であ る｡27･28は 宝珠形のつ まみ を貼 り付 けてい る｡27は 平坦 な天井部か ら口縁部 に

か けてゆるやかに下が り､口 縁端部 は下方 につ まみ出す｡内 外 面 とも円形状 のナデ調整が施 される｡

29は 円形状 のつ まみが付 き､胎 土 は軟 質で土 師質 に類似 してい る｡30は 天井部分 は欠損 してお り､

口縁端部 は下方 につ まみ出 してい る｡31は 円圏状(輪 状)の つ まみ を天井部 に貼付 してい る｡内 面

部 には円形状 のナデ調整 がほ どこ される｡Fig.48-1～14:1は 須恵器 の壺 の口縁部 である｡口 縁 は

｢ハ｣の 字状 に開 く｡口 縁端部 は上部につ まみ上 げる｡2は 壼の体 部である｡3･4は 壺 の底部 である｡

3は 底部外面 に断面方形状 の高台 を貼 り付 けてい る｡高 台貼 り付 け部分痕 はナデ消 してい る｡4は 底

部が｢ハ｣の 字状 に開 く断面方形状 の高台 を貼 り付 けてお り､高 台部底面 には一条 の抉 りが入 る｡

高台接合部分痕 はナデ消 している｡内 面はナデ調整 され､内 面底部 には指頭圧痕が見 られる｡5～12

は体 部片 である｡5～8は 外面格子叩 き目が施 されてい る｡7･8の 内面 には同心円文が残 る｡9は 外面

平行 叩 き目､内 面 同心 円文 が施 されている｡10～12は 外 面 に平行 叩 き目が施 され る｡13は 口縁部が

｢く｣の 字 に開き､体 部 にいたる甕である｡外 面 には平行叩 き目､内 面 は同心円文が残 る｡14は 甕の

底 部である｡底 面 は丸底 であ り､全 体 に焼成段 階の火膨 れ を起 こ し､歪 んでい る｡外 面 には平行 叩

き目が残 る｡

 Fig.49-3･4:3･4は 須恵器 の鉢 の口縁部 である｡口 縁端部 は丸 く肥厚 してお り､断 面 はT字 状

になる｡京 都の篠窯 の製品であ る｡編 年 ではH期 に属 す｡

緑釉陶 器(Fig.49-6)

6は緑釉 陶器の底部である｡底 部外面には断面方形状の輪高台が貼 り付けられている｡畳 付は平坦
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面をなす｡内 面と高台途中まで薄黄緑色の釉が施されている｡全 体に磨耗が著 しいが近江産の緑釉

陶器である｡

灰釉 陶器(Fig.49-7)

 7は 灰釉 陶器の段 皿片であ る｡体 部のみで底 部は欠損 してい るが､高 台が付 くタイプと思 われ る｡

体部途 中 までハケで施釉 されてい る｡猿 投 の黒笹90窯 式の製品である｡



Fig.50 SR3出 土 遺物1

黒 色土 器(Fig.49-8)

 8は黒色土器の底部である｡底部外面には微隆起帯状の高台を貼 り付けている内面内黒の坏である｡

内面にはヘラ状の磨 き痕が施されてお り､胎 土は緻密で雲母片が混入 している｡畿 内産黒色土器で

ある｡

墨 書土 器(Fig.49-5)

 5は須恵器の底部片である｡細 片であるため器種は特定出来ない｡墨 書で薄 く｢栗｣の 文字が書か

れている｡

土 錘(Fig.49-9～31)

 9～31を 含め34点 出土 してい る｡細 長 くやや丸み をもつ タイプが多 く出土 している｡数 点で はあ る

が､厚 みがあ り丸 いタイプが出土 している｡(竹 村)

8) SR3 (Fig.50)

 SR3の 出土 遺物 には､4点 の須恵器片が含 まれ る｡上 層 か らの出土 は3の1点 で あ り､下 層 か らの出

土 は1･2･4の3点 であ る｡

 1は 蓋であ り､つ まみ部分 を欠損す る｡水 平で狭 い天井 を経 て､蓋 縁 を内弯気味 に斜降 し､端 部 を

僅か に下屈す る｡鉄 分の多い素地で､紐 巻 き成型 した後､回 転 ナデを加 えて器型 を整 える｡蓋 縁端

を除 く内面 には､平 滑 な ミガキ調整 を施す｡褐 灰色 の堅硬 な器胎 には､微 細 な気孔が密生 している｡

外 面 には煤 を巻いて黒化 した 自然釉 を生 じるため､天 井部表面の調 整痕 は観察 し得 ない｡2は､器 高

の低い輪高台付坏 であ り､強 い外傾 で体 部 を直伸 し､外 底 縁辺 の内側 に偏 平 な輪高台 を貼付 す る｡

内底面 には､横 斜 のナデ調 整 を加 え､輪 高台内部の外底 面 には､回 転台右施のヘ ラ切 り痕 を遺留す

る｡こ の器片 は､SR2か ら出土 した破片 と接合 してい る｡3は､平 底坏 の下部片 であ り､内 面 には縦

横 のナデ調整 を加える｡鉄 分が少 な く､長 石質成分 に富む優 白質の粘土 を可塑剤 とする｡4は 甕の体

部片 であ り､内 面には同心円の当て具痕､外 面 には刻 み 目入 りの平行叩 き目を鮮 明に遺留す る｡

 これ ら須恵器片 の年代 については､次 の ように推考する｡1の 蓋 では天井部が狭 く､蓋 縁が比較的

深 い形態 を持 つ｡ま た､内 面 の ミガキ調整 の他､蓋 縁 内端 には蓋 身共焼 の形跡 を留 めてお り､丁 寧

な手法が見受け られる｡こ れ らの点 を合 わせ ると､8世 紀前半 か ら中葉頃の位置付 けが可能 と思われ
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る｡2の坏 では､外 底縁辺の内側に輪高台を貼付する8世紀中葉以前に濃厚な形態要素 と､体 部 を大

きく外傾する8世紀末以後の傾向が混在することから､凡 そ8世紀後半､或 いは8世紀末のものと推定

する｡3の 平底坏では､胎 土の性状や焼結状態が､包 含層やSR2で 見 られる火襷を生 じた平底型須恵

器坏や皿のグループと一致 してお り､そ れらと同じ8世紀中葉から後半頃の年代 に属す可能性が考え

られる｡4の 甕体部片については､年 代の手掛か りを欠 く｡(武 吉)

9)ピ ッ ト内 出土遺 物(Fig.51･52)

 調査 区の ピ ッ ト内か ら出土 した遺物の総点数 は871点 を数 える｡土 師質土器､須 恵器､貿 易陶磁器

国内産陶磁器､黒 色土器､瓦 器､土 錘､鉄 滓 フイ ゴの羽口等 が出土 してい る｡中 で も土師質土器の

出土点数が812点 と最 も多 く全体 の93%を 占める｡し か し､ほ とんどが細 片であ り実測可能 な遺物 は

少数である｡こ こでは実測可能であ った柱穴23基 の遺物 について述べ る｡

 Fig.51-1～19：1はP1か ら出土 した土 師質土器の小皿であ る｡底 部途中で欠損 しているが､底 部

には糸切 り痕が残 る｡黄 橙色 の色調 を呈す｡2･3はP2か ら出土 した土師質土器 の小皿 であ る｡2は

平坦 な底部 よ り体 部は斜 め上方 に伸 び る｡3は 底部途 中で欠損 してい るが､2と 同 じく体部 は斜 め上

方 に伸 びる｡共 に灰 白色 の色調 を呈す｡4はP3か ら出土 した土師質土器 の坏 である｡底 部途 中で欠

損 している｡平 坦 な底 部 よ り体部 は内弯気 味 に立 ち上が り口縁部 にいた る｡5はP4か ら出土 した瓦

質土器 である｡口 縁 か ら体部 にか けて残存 してお り､体 部外面 には指頭圧痕が残 る｡6はP5か ら出

土 した須恵器の皿であ る｡体 部途 中か ら強い ナデ調整 に より屈 曲 し､口 縁部 にいたる｡口 縁端部 は

つ まみ上 げてお り､内 面 には一条 の沈線 が入 る｡7はP6か ら出土 した青磁碗 であ る｡内 外面 ともオ

リーブ色 の厚 い釉 が施 され てお り､外 面 には鎬蓮弁文が み られ る｡8はP7か ら出土 した土 師質土器

Fig.51 ピ ッ ト群 出土遺物1
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Fig.52 ピ ッ ト群 出土遺物2

の坏 である｡9～11はP8か ら出土 してい る｡9は 青磁碗の体部片で内外 面 ともオ リーブ灰色 の厚 い釉

が施 されている｡外 面 には鎬蓮弁文がみ られ る｡10･11は 土 師質土器片 である｡10は坏 になる と思

われるが､細 片であ るため､調 整 は不明であ る｡11は 小皿 である｡底 部途 中で欠損 しているが体部

は斜め上方 に伸 び､口 縁端部 は丸 くお さめている｡12～15はP9よ り出土 した土 師質土器 である｡12

～14は坏 であ る｡13は 体部 は斜め上方 に伸 び､口 縁部 にい たる｡15は 小皿 である｡平 坦 な底部か ら

体部 は屈 曲 し直線 的に上 方 に伸 び る｡摩 耗 のため調整 は不 明であ る｡16･18･19はP10か ら出土 し

た土師質土器であ る｡16は 小 皿で､底 部中央 は外 面か ら内面 にへ こんでい る｡体 部 は斜め上方 に伸

び､口 縁部 にい たる｡18･19は坏 になる と考 え られ る｡共 に灰 白色 の色調 を呈 す る｡17はP11か ら

出土 した青磁碗の口縁部 である｡口 縁部外面 には雷文､体 部外面 には草花の文様 が印刻 されてい る｡

内外面 ともオリーブ色 の釉 が施 されている｡

 Fig･52-1～12：1はPl2か ら出土 した土 師質土器 の小 皿であ る｡平 坦 な底部 か ら体部 は内弯気味

に立 ち上が り伸 びる｡色 調 は橙色 を呈す る｡2はPl3か ら出土 した須恵器の底 部である｡底 部外面 に

は輪高台 を張 り付 けてお り､坏 になる と考 え られる｡3はPl4か ら出土 した青磁 の体部片 である｡外

面 には連弁文が施 されお り､オ リーブ灰色 の釉 が薄 く施釉 されている｡貫 入 は入 らない｡4はP15よ

り出土 した染付の皿であ る｡内 面見込み部分 には玉取獅子 の文様が描か れている｡全 体 に明青灰色

の釉 が薄 く施 されてい るが､高 台畳付の部分 は釉 を掻 き取 ってお り､砂 粒が付着 してい る｡小 野氏

編年のB1群 に属す る｡5はP16よ り出土 した青磁の体部片 である｡外 面 には連弁 文が施 されてお り､
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碗 と考え られる｡オ リーブ灰色 の釉 が薄 く施釉 されてお り､全 体 には細かい貫入が はい る｡6はP17

よ り出土 した口縁 が外 反する端 反 りの 白磁 皿であ る｡全 面 に透明度の高い灰 白色の釉 が施 され てい

るが､高 台畳付 の部分 の釉 は掻 き取 ってい る｡高 台内面 には白色砂粒が付着 してい る｡森 田氏編年

のE-2類 に属す る｡7はP18よ り出土 した土 師質土器片 である｡口 縁部か ら体 部 にかけて残存 してお

り､坏 になる と考 え られる｡口 縁部外面 には煤が付着 している｡8はP19よ り出土 した土 師質土器 で

あ る｡底 部のみ残存 している｡9はP20よ り出土 した土 師質土器片 である｡共 に摩耗 が著 しいため調

整 は不 明であ る｡10はP21か ら出土 した備前焼 の擂鉢 であ る｡口 縁部 か ら底部途 中 まで残存 す る｡

平坦 な底 部か ら体 部 にかけてはやや丸み を持 ちなが ら立 ち上が る｡口 縁部 は肥圧す るが端部 は平坦

に成形 してお り､内 面 には6条 単位 の条線が入 る｡編 年 ではⅢ 期 の製 品に属す る｡11はP22よ り出土

した土師質土器 の小皿 であ る｡平 坦 な底部 か ら斜 め上方 に伸 び口縁部 に至 る｡12はP23よ り出土 し

た元豊通宝 である｡外 径2.35cm､内 径1.85cmを 測 り､初 鋳年次 は北宋時代(1078年)の もので読 み方

としては順読であ る｡(竹 村)

10)包 含層 出土 遺 物(Fig.53～68)

 自然流路を除 く遺物包含層の場合も､浮 流性のシル トや粘質土を堆積成分 とするうえ､中 位段丘

面に対する削整や搬土等が加わ り､純 粋な時代累層を留めていない｡こ れら第Ｉ層(表 土)か ら第

Ⅷ層に到る各層で､縄 文後期から中世に到る範囲内での各様の遺物混在が見 られる｡こ のため､包

含層出土遺物の図示や説明に際 しては､全 層を一括 して扱い､各 遺物の出土層位は法量表に付載す

る｡こ こでは､奈 良時代から中世に属す出土遺物の中で､遺 存の比較的良好なものを主な対象 とし､

時代推定の依拠 を欠 く若干の遺物や､上 位の堆積層に混在 した少数の近世遺物を付け加える｡こ れ

らの遺物は､土 師器や須恵器､緑釉 陶器､灰釉 陶器､黒 色土器､瓦 器､瓦 質土器､焼 締陶器､鉄釉

陶器､そ の他の国産品の他､中 国産の白磁や青磁､青 花磁等に大別 し得る｡

土 師 器(Fig.53～56)

 土師器 には､皿､坏､蓋､甕､羽 釜､鍋 の器種が有 る｡

 皿は全 て平底型 に属 す｡Fig.53-1は､素 地紐巻 き成型後 に回転 ナデを加 え､口 縁端 を外折 した後､

端部 を小 さ く上屈 す る｡口 縁 部の内面 に放射状のヘ ラ磨 きを加 え､外 底 をヘ ラ削整 してお り､形 態

や手 法が 畿 内の製 品 と同軌 で ある｡そ の他 の皿類 は､口 縁 を低 角度 で直線 的 に立 ち上 げ る形 態

(Fig.53-2～9)と､高 角度 で内弯気味 に立ち上 げる形態(Fig.53-10･12～16)に 分かれる｡前 者

に属す7～9で はヘ ラ切 り痕､後 者 に属す15･16で は糸切 り痕 を留 め､回 転台 の旋 向は全 て右旋 であ

る｡な お､15の 外底 には､糸 切 りに続 く棚板安置 の痕跡 と見 られる板 目状 の圧痕が重 なる｡ま た､

後者は小 皿 に類 するが､14･15で は低温焼結 を来す と共 に海綿状の気孔 を群生す る点か ら､ア ルカ

リ成分過多 の粘土 を用 い た と見 られる｡こ の二個体 は､内 面 に横 ナデ を加 える調整手法 の点で も､

他 の個体 とは異質の要素 を持つ｡

 坏 につ いて も､全 般 的に成型段階 に於 ける素地紐巻 きと回転ナデの併用が認め られる｡こ れ らは､

底部 の形態 によって平底型､輪 高台型､及 び円盤状高台型に分類 し得 る｡

 平底型 に属す ものは､Fig.53-17～Fig.54-6で ある｡こ の内､Fig.53-17～19･22･28･29､及

びFig.54-2の 底部 にヘ ラ切 り痕 を認め る一方､糸 切 り痕 を遺留す る ものは､Fig.54-6の 一点 に止
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Fig.53 第Ｉ区 包含層 出土遺物1
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ま り､回 転台の旋向は全 て右旋 である｡Fig.53-17は､丸 み を持 つ底 部際 よ り体部 を垂直 に立 ち上

げるタイプであ り､一 点のみの出土であ る｡こ の外底 に遺留す る鮮明 な高速旋 回のヘ ラ切 り痕(5回

転以上)は､注 目に値す る｡Fig.53-18～2Oで は体部の立 ち上 げ角度が強めであ り､Fig.53-21～

Fig.53-24は 体部 を斜 直する タイプ と見 られるが､や は り口縁部 を欠 く｡Fig.53-25～27は 体部 を

斜直 し､29～31で は体部 の中位が僅 かに膨 らむ｡Fig.54-3～6で は､体 部 を僅 かに内弯す る｡な お､

Fig.54-6の 個体 は､小 皿 に類 するFig.53-16の 個体 と形態 的相似の関係 に在 る｡ま た､未 焼結 なが

らアル カリ過多の粒子成分 を含み､内 底面 に横 ナデを加 える点や､外 底 の糸切 り痕 に板 目状 の圧痕

が重 なる点 では､Fig.53-15の 個体 と同軌 である｡

輪高台型 に属す ものは､Fig.54-7～20で あ り､断 面 に成型 時の素地粘接痕や輪高台貼付痕 を留 め

るものが多 い｡Fig.54-7は､内 面 に横斜 のヘ ラ磨 きを施 し､外 底の縁辺 に外 開気味の輪高台 を貼付

す るタイプであ り､畿 内的要素 を濃厚 に具 える｡し か し､所 用 の素地 は､有 機成分 を含 む二次堆積

粘土 に石英や長石 の粗粒砂 を交 える常見の種類 であ り､外 見 による産地の判断 は困難 である｡Fig.

54-8は､底 壁 の垂下が著 しく､摩 耗 も激 しいが､胎 土や焼成 は前者 と同様 であ り､本 来 は相似形 の

作 りを意 図 した可能性 が考 え られる｡Fig.54-9は､前 二者 に比べ底径 を半減す る と共 に､体 部 の立

ち上げ角度が弱 まる｡こ の個体 も摩耗が激 しく､調 整痕 を留め ない｡こ れ ら三点 は､い ず れ も低温

酸化焔の焼 成である｡Fig.54-10～12で は､須 恵器坏 との基本 的形態差 を認 め得 ないが､い ず れ も

輪高台が狭小 であ り､一 定範 囲の低 温 中性気氛下 で焼 かれる点 を考慮 して､土 師器 に類 した｡Fig.

54-18は､体 部 の立 ち上 げ角度が弱 く､外 底の縁辺 に垂直或 いは外 開の輪高台 を貼付す る｡こ れ ら

の内､Fig.54-13･16の 個体で は輪高台内部 に回転 ヘ ラ切 り痕 の遺留 が見 られる｡い ず れ も低温 の

焼成 であ り､Fig.54-13･14が 酸化気氛 を反映す る他 は､全 て 中性気 味の焼成 結果 を表 す｡Fig.

54-19･20は､細 長 な輪高台 を付 ける高足型 に類す るが､底 足部 のみ の遺存 であ り､器 種が定 かで

ない｡輪 高台 は､前 者では垂直､後 者で は外 開 とす る｡焼 成気氛 は前者が酸化､後 者が 中性気味 で

あ る｡

 円盤状 高台型 に属 す もの は､Fig.54-21～Fig.55-5で あ り､復 元底径 は8cm余 りが多 い｡Fig.

54-21･27やFig.55-4等 の断面 には､素 地紐 巻の粘接痕 を累重 してお り､同 様の成型手法 の一端 を

捕捉 し得 る個体 の割合 は高い｡ま た､摩 耗 の軽微 な個体で は､い ずれ も内底や体部 に水挽 き回転 ナ

デの整形痕 が認 め られる｡外 底 に切離痕 を遺留 する個体 は､Fig.54-24･29及 びFig.55-2･3で あ

り､い ず れ も回転台右旋 のヘ ラ切 りとする｡口 縁の遺存 する個体 は､Fig.54-21の 一点のみであ り､

底 部の上縁 か ら立ち上 げた体部 を､口 縁端 に到 るまで斜 直す る｡他 の個体 について も､遺 存体部 は

同様 の斜直 を呈す｡こ れ らは全て低 温焼 成の部類 であ り､Fig.54-24･29とFig.55-1～3が 酸化気

氛 を表す他 は､概 ね中性気氛 を反映 している｡

 蓋 は､宝 珠形のつ まみが付 く天井中央部 の破片 を一点得 てお り､低 温酸化焔 の焼成であ る｡

 甕は､球 胴型 と長胴型 に分 け得 る｡い ず れ も低温の酸化焔 で焼かれ､粘 接痕 が不明瞭 なFig.56-4

の一例 を除 くと､全 て素地紐巻 き成型 の形跡が見 られる｡

 球胴型 に属す もの は､Fig.55-7～12及 びFig.56-4で あ る｡Fig.55-7･8は､外 折 した口縁の上

端 を水平 に整 える形態 であ り､体 部 の外面 に重弧状 の叩 き目を留 める｡ま た､前 者では内面 と口縁
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外 面 を横 ナデ調整 とするほか､口 縁外面 に｢×｣形 の線刻 印 を施す｡後 者では口縁 内面 に横 ナデ調

整痕 を遺留す る｡こ の二個体 は､胎 土 に多量 の石英礫砂 を含 み､赤 桃色 の珪 酸塩粒 子や黒雲母片 を

交 える点 で も共通性 を持つ｡Fig.56-4も､こ の形態 に相似す るが､口 径が約1/2と 小 さ く､ハ ケ 目

は見 られない｡ま た､胎 土 には石英礫砂 や黒雲母片 を多含 する一方､赤 桃色系粒子 の含有 を見 ない｡

Fig.55-9～12は､口 縁 を外折 した後､端 部 を鋭 く上屈す る形態であ り､体 部外 面 には縦斜 のハ ケ目

を施 す｡ま た､こ れ ら球胴甕の 口縁外面 は､全 て横 ナデ調整痕 を留め､摩 耗 の著 しいFig.55-10を

除いて､内 面 には横或 いは横斜のハ ケ目を遺留す る｡な お､Fig.55-9で は､口 胴粘接部の外 面が､

回転運動 を用い る強圧 の横 ナデ によって凹線状 に窪む｡

 長胴型 に属す ものは､Fig.56-1～3･5で ある｡1～3の 口縁形 態は､球 胴型で見た外折 口縁の先端

を上屈す るタイプと同様 であ り､い ずれの外面 に も横 ナデ調整痕が見 られ る｡1で は､内 面 に横位の

ハケ 目を留 める｡2･3で は､体 部外面 に縦位 のハケ 目を施 し､3の 内面 は横 ナデ調整 とす る｡5の 口

縁 は､外 折 して端部 を斜平 とする形態 を採 り､そ の内外 面 を横 ナデす る｡こ の個体 で は､内 面 に縦

斜 のナデ を施 すが､上 胴部 の素地紐粘接箇所 に沿った押 さえの圧痕 が横列 を成 し､体 部外 面 には縦

位 のハ ケ 目を留 め る｡な お､こ の個体 の胎土組成 は､Fig.56-4の 小型球 胴甕 と一致す る｡ま た､

Fig.55-9～12の 球胴甕 とFig.56-1～3の 長胴甕 の対比で も､胎 土組成 の点で は基本 的な共通性が見

られる｡こ こに図示する甕類11点 の内､胎 中に炭化有機成分 が残留す る もの は7点 に及 び､含 鉄量 も

高め と見 られ ることか ら､所 用の可塑剤 は二次堆積 性の赤土系粘土 と考 え得 る｡

 Fig.56-6は 摂津型の羽釜 である｡口 縁端 下の外壁 に厚手の鍔 を貼付 し､口 縁端か ら鍔部 にか けて

横 ナデ を施 す｡鍔 下 には浅 い凹線 を一周 し､そ の下方 には､縦 位 のハケ 目を施す｡ま た､内 面 には

横斜 のヘ ラナデ調整 を加 える｡胎 土 の組成 は､赤 桃色系粒子 を含 む上記の甕類 と同様 であ り､胎 中

には炭化有機成分の残留が見 られる｡

 Fig.56-7は 鍋 であ り､口 径 の大 きさに比 して器壁が薄 い｡口 縁 を強 く外折 した後､斜 直 に転 じ､

端部 を水平 に整 える｡断 面 が摩耗 するため､成 型 手法 は捕捉 し得 ない｡内 面 を横 ナデ と し､体 部外

面 には縦位 のハ ケ 目を施 す｡胎 土 は優 白質の粘土 を可塑剤 とし､石 英､長 石粒子 の外､若 干の黒雲

母片等 を交 える｡外 面 には､使 用の結果 と見 られ る炭素附着 の形跡 を留める｡

須 恵 器(Fig.57～65-2)

 須恵器 には､皿､坏､高坏､蓋､壺､甕､鉢､瓦 の器種が有 る｡

 皿は全 て平底型 に属 し､口 縁端 を内屈或 いは上屈 する形態 と､口 縁 を端部 に到 るまで斜 直す る形

態に分 かれる｡前 者 はFig.57-1～10で あ り､後 者 はFig.57-11･12で ある｡2･3の 個体 では､焼 結

の進行 によって成型痕 を捕捉 し得 ないが､他 の個体 では､い ずれの断面 にも素地紐 巻 きの形跡 を認

め得 る｡ま た､整 形手法 に関 しては､全 ての個体で回転ナデの調整痕 を留め る外､8の 内底 には横 ナ

デ､10の 内底 には縦横 のヘ ラ磨 きを重 ねている｡い ずれの外底 に も切離痕 の遺留 は見 られず､5･7

～10の 外底 には ､回 転 ヘ ラ削 り痕 を留 める｡焼 成 に関 しては､10の 個体 が酸化気 味の焼 成気氛 を反

映する他 は､全 て還元焔焼成 を受けてお り､1･10の 胎土が未焼結 に止 まる他 は､全 て堅硬 な焼結 に

達 している｡ま た､1～6･9･10の 個体 では､内 外両面或いは片面 に火襷 を生 じてお り､藁 敷重ねの

窯 内置勢 を物証 する｡
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 坏 は､丸 底型､平 底型､及 び輪高台型 に分かれる｡

 丸底型は､Fig.57-13～19で あ り､い ず れ も14cm前 後 の口径 と4cm前 後の器高 を測 る｡ま た､胎 中

には石英粒子 と共 に比較的多量の長石粒 子 を交 え､還 元気氛 なが ら低 めの温度 で焼成 し､未 分解 の

炭化有機成分 を残留す る点で も共通性 を持つ｡13～15は､底 部 と体部 の境界 で曲率 を強 めるが､全

体 として弧状 の内弯形 を呈す形態であ る｡17～19で は､底 体移行部 に弯 曲を残 し､体 部の斜直化が

見 られ る｡摩 耗の進行 や観 察条件 の制約か ら､断 面 に成型痕 を捕捉 し得 る個体 は無い｡呈 色成分の

偏在 に起因する胎土縞 の方向性 や､胎 土 の凹凸状 況か ら推 定す ると､15の 底部 につい ては右巻 き成

型､13･18の 体 部 については左 巻成型の可能性 が高い｡18の 底部 には回転台右旋のヘ ラ切 り痕 を留

め､19の 底部 には粗 略なヘ ラ削 り痕 が認 め られる｡ま た､技 法 との関係 は不 明であ るが､15の 個体

では､口 縁端 を除 く外表全面 に3～4㎜ 径前後の圧痕状 の窪 みが密在す る｡な お､Fig.57-20･21は､

丸底型 と平底 型の中間形態であ り､そ れぞれ還元気氛 を反映 した堅硬質､半 硬 質の焼結段階 に在 る｡

20の 底壁 には素地紐巻 きの間凹を留 め､内 底面 には縦横 ナデを施す｡21の 外底 には､回 転 台右旋 の

ヘ ラ切 り痕 を留 め､底 部際か ら体部下半 には､回 転 ヘラ削 りを加 える もの と見 られ る｡

 平底型 は､Fig.57-22～28で あ る｡い ずれ も素地紐 を巻いて基本 形 を作 り､回 転 ナデ を加 えて整

Fig-56 第Ｉ 区包含層出土遺物4
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形す る｡全 て堅硬 な焼 結 に達 してお り､22･28が 酸化気氛 の影響 を受 ける他 は､全 て還元焔 で焼 か

れ る･22は､強 い角度 で体部 を直伸す る形態 をとり､外 底 には回転台右旋のヘ ラ切 り痕 を留 める｡

 23～26は 体部 を斜直す る形態であ り､26の 場合 は口縁端 を短 く反 る｡ま た､26の 外底 に も回転台

右旋のヘ ラ切 り痕(3回 転)が 見 られる｡こ れ ら四点 の胎土組成や焼結状況 は､上 述 したFig.57-1

～10の 皿類 と同様 であ り､内 外 両面或い は片面 に遺留す る火襷の発色状況 も一致す る｡ま た､そ れ

ら皿類 の一点(Fig.57-8)で､内 底の横 ナデ調整 を見 ているが､23の 平底坏 で も口縁 を除 く内面 に

同様 の調整痕 を認め得 る｡27の 個 体 も体 部 を斜直す る形態 を とるが､胎 土 の含砂量が多 く､火襷 も

見 られ ない｡28は､小 径 の平底 部 よ り低 角度で体部 を斜直 し､口 縁附近で内弯気味 に転 じる形態で

あ り､口 縁 内端 が刃先状 に上凸する｡こ の個体 の外底 には､回 転台右旋の糸切 り痕が遺留す る｡胎

土は比較的低温で焼結 してお り､口 縁外端 の胎表 には､気 孔 を多発す る｡

 輪高 台型 は､Fig.58-1～Fig.59-2で あ り､形 態や法量のみな らず､胎 土組成 の点 で も比較的多

様性 に富 む｡Fig.58-1は､内 弯気味の体部 を経 て､口 縁 を緩やかな外 反に転 じ､底 縁 の内側 に短小

な輪 高台 を貼付 する形態 であ り､口 径 に対 する器高の割合が最 も高い｡こ の器片 と胎土や焼成が均

し く､同 類 と見 られるFig.58-2で は､遺 存体部 は口縁 に到る まで斜直 を呈す｡Fig.58-3･4は､体

部 を緩弯 して立 ち上 げる形態 であ り､底 縁 の内側 に輪 高台 を貼付 す る｡い ずれの底壁 も若干の下垂

を呈す｡Fig.58-5で は､底 縁 内部の深い位 置に輪高台 を貼付 し､内 面 の回転 ナデ に直線 的な縦横ナ

デを重 ねる｡Fig.58-6の 形態 も前者 に近 いが､縦 横 ナデは見 られない｡Fig.58-7･8は､体 部 を内

弯伸 した後､口 縁端 を小 さ く外 反 してお り､器 高が低 く､内 底 に縦横 ナデ を重 ねる｡Fig.58-9も 前

者 に類 し､同 法量 なが ら､口 縁 を外反 しない｡Fig.58-10･21･22は､体 部 を斜直 し､外 底の縁辺

に輪高台 を貼付す る形態であ り､内 底 に縦横 ナデ を重ね る｡Fig.58-11～14は､体 部 を斜直 し､外

底縁辺 の内側 に輪高台 を貼付す る形態 であ り､法 量 の大 きい13の 個体 が摩耗 す る他 は､い ずれの内

面 に も縦横 ナデが重 なる｡Fig.58-15の 個体 は､高 台の復元径 が8cmに 満 たないが､底 壁 の下垂が著

しい｡Fig.58-16は 口縁 を極端 に減厚 し､Fig.58-17･18･20で は口縁内端 に浅い凹線 を一周す る｡

また､Fig.58-16～19の 個体 は､長 石質成分 に富む胎土 を共有 してお り､17･19の 内底 には､縦 横

ナデを重 ねる｡Fig.58-23･24は､体 部 を内弯3する形態であ り､器 高が低 く､法 量 も近似 する｡ま

た､Fig.58-25･26の 胎土は､24の 胎土 と酷似す る｡Fig.58-27は､丸 み を持つ底部際 を経 て体部

を斜直 し､器 厚 を漸減す る｡Fig.58-28～31は､体 部 を斜直 し､外 底の縁 辺 に短小 な輪高 台 を貼付

す る｡こ れ らは器壁が薄 く､耐 火度 の高い胎土 を共有 している｡Fig.58-32は､低 温 の酸化焔焼成

に止 ま り､摩 耗 が著 しい｡Fig.58-33～35は､底 径の小 さい個体 であ り､底 縁 もし くは底縁 の内側

に輪高台 を貼付 す る｡こ の うち､33と34の 胎土 は､火襷 を生 じた皿や平底型坏 の胎土 と一致す る｡

Fig.59-1は､高 台径 が大 き く､体 部 の立 ち上 げは丸い｡Fig.59-2は､底 壁 が極端 に薄 く､体 部 を

低角度で斜直す る｡

 以上の輪高台付 き坏 について成型手法 を綜観す ると､断 面の状況か ら素地紐巻の粘接痕 を捕捉 し

得 る個体 は､Fig.58-1･2･5･6･8～10･14･18･25･27～30･33～35及 びFig.59-12の18点 であ

り､図 示す る類器37点 の約半数 に及ぶ｡ま た､軟 胎ゆ えに摩耗 の著 しいFig.58-4･13･32･34を 除

くと､全 ての個体 で回転 ナデの整形痕 を認 め得 る｡外 底 に切離痕 を遺留 する もの は､Fig.58-5･
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13･21･30･31･33･34の7点 であ り､全 て回転台右旋 のヘ ラ切 りとする｡こ の他､水 挽 き痕 か ら回

転台の右旋 を特定 し得 る個体 には､Fig.58-7･8･29が 有 り､左 旋 を特 定 し得 る個体 は､Fig.58-

18の 一点に過 ぎない｡ま た､Fig.58-3･6～9･11･12･21･22･23の 個体 で､外 底面 に対 する回転

ヘ ラ削 りの形跡 を認め得 る｡削 整が体部下位 に及ぶ もの は､Fig .58-22の 一点 を数 えるのみである｡

また､調 整 手法 の点 で多見 した､内 底 に縦横 ナデ痕 を留 め る個体 を整理す る と､Fig.58-5･7～

12･14･17･19･21･22の12点 で あ り､類 器の約1/3を 占め る｡な お､焼 成 について概観 する と､低

温酸化気氛 を反映す る軟脆質 のFig.56-32､及 び中性 ～還元気氛 を反映す る未焼結 のFig.58-4･

13･20･24･25を 除 く個体 は､還 元気氛 下で堅硬 な焼結 に達 している｡

 包含層 出土 の高坏 は､Fig.59-3の1点 のみであ り､第Ⅴ 層 に所属す る｡短 脚型 であ り､坏 身は浅

い｡坏 底 を水 平 に張 り出 した後､体 部 を緩やか に上弯 し､口 縁端部 を軽度 に肥厚 して､口 唇面 を水

平 に整 える｡口 縁端下の外面 には､約2㎜ 幅の浅 い沈線が一周する｡脚 裾 は水平 に開 き､垂 直 に屈下

した脚端の接 地 とする｡素 地紐 巻の成 型 と し､水 挽 き回転ナデ によって器形 を整 える｡ま た､坏 身

の外底 面 には､回 転 ヘ ラ削 りを施 す｡回 転台の旋向 は､い ずれの工程 も右旋 とす る｡概 ね 中性焔気

氛下で焼 かれ､焼 結度 は低 めであ る｡

 蓋は形態や法量､胎 土 組成の点で多様性 に富み､円 圏状 のつ まみ を貼付 す る仕様 形態の高率が 目

を引 く｡Fig.59-4～9は､宝 珠形及 び擬似 宝珠形 のつ まみ を貼付 する仕様形態であ る｡こ の うち､7

では天井部 と蓋縁部 の境界 に段差 を設けるが､同 様 の段差 はFig.60-10で も見 られ る｡8は､水 平 な

天井部 を経 て蓋縁 を直斜 降 し､肥 厚 気味の端部 を下屈す る｡9は､広 い天井部 を経て蓋縁端 を曲屈す

る偏平 な形態であ り､つ まみ を欠損 する｡こ れ と相似 の形態 は､Fig.60-11の 小 型品で も見 られる｡

Fig.59-10～19は､円 圏状 のつ まみ を付 ける形態 である｡遺 存部 の多い10～14の 例で は､水 平 に近

い天井部 か ら蓋縁 を直斜 降 し､端 部 を下屈 する｡こ れ らの蓋縁径 には大差が見 られず､疑 似 宝珠形

のつ まみを付 けるFig.59-8の 値 に近い｡Fig.59-20～22は､伏 碗形 を呈 し､21の 天井外面 には沈線

が一周 する｡23～25で は､天 井部が緩斜降 を呈す｡Fig.59-26～31は､水 平 な天井部か ら蓋縁部 を

直斜 降 し､端 部 を下屈す る形態 である｡こ の うち､30で は端部の側縁 に沈線状 の窪み を一周 してお

り､同 様の端部形 はFig.60-9で も見 られ る｡Fig.60-12は､蓋 縁 を弯 降 した後､外 反 に転 じる｡

Fig.60-13は 分厚 い水平 な天井部か ら蓋縁 を直斜 降 し､端 部 を肥厚気味 に下屈す る｡Fig.60-14･

15で は､端 部の下屈 が極 めて軽微 である｡ これ らの技法 を綜観す ると､断 面 に素地紐巻の粘接 痕 を

捕捉 し得 る個体 は､Fig.59-9･14･18･19･23～29;Fig.60-1･2･4･5･7･10･11･l5の19点

であ り､図 示する類器43点 の半分弱 を数 える｡外 面 に回転ヘ ラ削 り痕 を留 める固体 は､Fig.59-8･

12～14･21･22･26;Fig.60-5の8点 を数え､静 止 ヘラ削 りの痕跡 を留め るもの は､Fig.59-10･

11･20の3点 に留 まる｡内 面の調整 に関 しては､Fig.59-5･7;Fig.60-4の3点 に於 いて天井部のヘ

ラ磨 きが見 られ､放 射状ナデ或いは横斜 ナデの形跡 を留 める ものは､Fig.59-7･8･11･14･26;

Fig.60-4の6点 で ある｡次 に､使 用素材 との関係 に言 及す る と､長 石質成分 に富 むFig.59-10･

11･18･20の 胎土 は､輪 高台付 き坏 に属 すFig.58-16～19の 胎土 と同質である｡ま た､円 圏状 のつ

まみが付 くFig.59-12･13･15･16･17･19と､つ まみの有無が不 明確 な29の 胎土 は､相 互 に酷似

す る｡な お､焼 成 に関 しては未焼結 品の高率が際立 ち､図 示す る個体 の40%に 当たる17点 に及ぶ｡
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これ ら焼温 と還元気氛 が不十分 な個体以外 は､概 ね堅硬 な焼結 に達 している｡

 Fig.60-16～22は､長 頸壺 に属す｡口 頸部の破 片 は､い ずれ もラッパ形 を呈 し､17で は頸部 の外

面 に二 条の沈線が巡 る｡18で は口縁 端 を鋭 く内屈 し､19で は強 く外 反 した口縁 の端部 を外 肥す る｡

20･21は 折肩型の壺 身であ り､外 底の縁辺 に輪高台 を貼付 す る20の壺 身 は､16の 口頸片 と同胎であ

る｡21は 肩 部 の破 片 であ り､内 面 に二次被焼 の煤 が附着 す る｡22は 小 型長 頸壺 の肩頸 部で ある｡

Fig.60-23は 広 口折肩壺 の口頸部 であ り､口 縁 を水平 に外折 した後､端 部 を上屈す る｡24は 口縁 片

であ り､円 唇形 を呈 す｡Fig.61-1は､凸 帯付 き有耳壺 の肩部片 と見 られ､器 壁の外面 には平行叩 き

目と格子叩 き目が混在 し､凸 帯 を貼付 した後､耳 部 を上貼 りしてい る｡Fig .61-2は 平底壺の下部片

であ り･外 面 の底部 際 に平行 叩 き目を遺留す る｡Fig.61-3･4は 輪高台付壺 の下部片であ る｡Fig .

61-5は 小型平底壺 の下部片 であ り､体 部 内外面 に回転 ナデ痕 を留 め､底 部際 にはヘ ラ削 りを施す｡

焼結の進行 によって成型痕 を捕捉 し得 ないFig.60-19;Fig.61-5を 除いて､断 面 には素地紐巻 きの

成型痕が認め られ る｡い ずれの器胎 も堅硬 であ り､Fig.60-19が 酸化気氛 を反映す る他 は ､全 て還

元気氛下の焼成状態 を表 している｡

甕の小片 は多数出土 しているが､こ こでは比 較的大 きな破片のみ を図示する｡Fig .62-1の 口縁片

は斜直 を呈 し､端 部が僅 かに外凸する｡Fig.62-2の 口縁片 はラッパ状 に開 き､口 唇面の中央が凹線

状 に窪む｡Fig.62-3は､肩 の張 りと口部の開 きが強 く､頸 部の屈折 が鋭角 を成 し､体 部 の内面 には

布 目､外 面 には綾杉状 の叩 き目を留 める｡Fig.62-4は､丸 い肩部 を経 て口縁 を斜 直 し､口 縁端 を僅

かに外凸す る｡内 外面 には､全 て回転 ナデ痕 を留 める｡Fig .62-5･6は 体部片 であ り､5の 外 面 には

放 射綾杉状 の叩 き目･内 面 には同心 円紋 を留 め､両 面 とも部分 的 に回転 ナデ を重 ねて いる｡Fig.

62-7は 水平 に近い角度で反 る口縁 端であ り､横 向 きの口唇面 が凹線状 に窪 む｡Fig .63-1は 丸底甕

の下部で あ り､外 面 には平行叩 き目を交差 し､内 面 には同心 円紋 を遺留す る｡器 胎 は全面的 に火膨

れ を生 じてい る｡胎 土の組成 自体は､Fig.62-7の 口縁片やFig .63-2の 体部片 と同質である｡Fig.

63-3の 体部片では､外 面に縞格子状 の叩 き目､内 面 には同心 円紋 を施す｡Fig .63-4は 底部際の破

片であ り､外 面 に平行 叩 き目を施 した後､ヘ ラ削整 を加 える｡焼 成 は､Fig.63-2が 未焼結 に止 ま り､
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Fig.63-4が 中性気氛 を反映する他 は､全 て還元気氛下 の焼結 に達 している｡

鉢 は東播系 の製 品が50片 出土 してお り､口 縁片 が多 い｡Fig.63-5～7は 口縁の肥厚 が軽微で､口 唇

面が斜平 を呈 す形態 であ り､6の 内外面 と口唇 面 には約1㎜ 単位 のハケ 目状 の擦 痕が認め られ る｡い

ずれ も低温度帯･酸 化焔 の焙焼 に止 まる と共 に､炭 化冷却 の形跡 を留め る｡Fig.64-1･2も 口縁の

肥厚が軽微 な形態であるが､口 唇面は弧 形 を呈す｡い ずれ も高温の強還元焙焼 に続 く炭化冷却 を受

け､そ れぞれの口唇面 には､自 然釉 の煤巻 きと胎素地への炭素吸着 を生 じてい る｡Fig.64-3～10は､

Fig.63 第Ｉ区 包含層 出土遺物11
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口縁 を玉縁状 に肥厚 す る形態 であ り､い ずれ も肥厚部 直下の断面 に素地紐 粘接 の形跡 を認め得 る｡

なお､10の 口縁 には片 口部の屈 曲が見 られ る｡全 て強めの還元焔で焼かれ､器 表 の被焼状況が均等

な4･7の 破片 を除いて､口 唇面或 いは外 面 に炭素吸着 を生 じてい る｡11･12は 下部 の破片 であ り､

一様 に還元気氛 を反映す る
｡こ れ らの胎土 は礫砂の含率が高 く､い ず れ も堅硬 なが ら多孔質であ る｡

瓦 類(Fig.65-1･2)

 平 瓦片 であ り､第Ｉ 区 を通 じて二片 のみの出土 であ る｡い ずれ も軟質であ り､酸 化気氛 を反映す

る｡1の 表面 は既 に摩耗 し､側 縁寄 りに凹溝 が見 られ る｡裏 面 には菱格子の叩 き目を施 し､側 面 に

は切削痕 を微 か に遺留す る｡ま た､2の 破片 は､表 面 に布 目を留 める｡

緑釉陶 器(Fig.65-3～6)

 洛北産緑釉 陶器 の碗片 である｡い ず れ も低温度帯 の酸化焔 で焼 かれ､薄 い釉 層 は銅緑色 ～黄緑色

を呈 し､微 細 な貫入 を密生す る｡3は 上体部 を内弯 した後､口 縁 を外 反 に転 じる｡4で は斜 直の上体

部 を経 て､口 縁 を微反す る｡5･6は 円盤状形態 の底部片 であ り､着釉 の風化､剥 落が著 しい｡い ず

れの外底 にも､回 転ヘ ラ切 りの形跡 を微か に遺留 する｡

灰釉 陶 器(Fig.65-7･8)

 瀬戸系の灰釉陶器片であり､共 に長石質成分に富み､石 英粒子を交える素地 を用いて､高 温度帯

の還元焔焼成を行なっている｡7は 器種を特定 し難いが､段 皿類に属す可能性 も考えられる｡特 に外

面に於ける着釉 の風化､剥 落が著 しい｡8は 卸 し皿であ り､口 縁内端に短小な立ち上が りを設け､内

面から口縁外面にかけて施釉する｡

黒 色 土器(Fig.65-9)

 黒色土器碗の体部片であ り､口 縁に到るまで斜直 とする｡胎 中には石英粒子の他､金 雲母片の混

在が目立ち､内 面のみ炭素吸着を生 じている｡

瓦 器(Fig.65-10～12)

 和泉型の瓦器碗である｡い ずれの体部も外面に指頭押圧痕を留めてお り､10で は素地紐巻の成型

痕を捕捉 し得る｡ま た､10の 内面には上位 に重圏状､下 位 に連結輪状のヘラ磨き痕を遺留する｡他

の二片は摩耗を受け､内 面の調整は不明である｡

瓦 質 土 器(Fig.65-13～15)

 13･14は 瓦質甕の体部片 と見られる｡そ れぞれの外面には3㎜､4㎜ 方画前後の格子叩き目を留め､

内面については､前 者では同心円紋を殆 どナデ消 し､後 者ではナデ調整の痕跡のみを遺留する｡ま

た､前 者では内外両面､後 者では内面に炭化冷却時の炭素吸着 を留め､後 者の外面には二次被焼 に

よる煤の附着が見 られる｡15は 瓦質擂鉢 の下部片であ り､優 白質の粘土 を可塑剤 とする｡摩 耗の進

行により､器 表の吸着炭素は殆 ど失われている｡素 地紐巻の成型 とし､間 隔の狭い九歯の櫛箆で放

射状の条線 を刻む｡

国 産 焼 締 陶 器(Fig.65-16～Fig.66-2)

 Fig.65-16は 常滑産 陶器甕の 口縁帯 であ り､断 面 に素地帯粘接 の形跡が見 られる｡

 Fig･65-17は､備 前産陶器 の鉢であ り､口 縁 の内端が鋭角 を成す｡Fig.65-18～20;Fig.66-1･

2は 備前産陶器の擂鉢である｡Fig.65-18は､微 かに肥厚す る口縁端 を斜平 に整 える｡Fig.65-19は､
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口縁端 を僅 かに上屈す る形態 とし､条 刻の単位 は九条 を数 える｡Fig.65-20で は､厚 手の 口縁帯 を

垂 直に付 け､そ の側面 に二段 の段差 を巡 らし､口 唇面 の内端 を下凹す る｡条 刻の単位 は十条 を超す

と見 られる｡Fig.66-1で は､垂 直の口縁帯が減厚 して長化 する｡Fig.66-2は 下部片 であ り､条 刻

の単位 は九条 を数 える｡い ず れの胎土 に も耐火度の高い 白色の粒 塊が 目立 ち､Fig.65-18が 還元気

氛を反映す る他 は､全 て酸化気氛 下の焼結 を表す｡

鉄釉 陶器(Fig.66-3～5)

 包含層か らは三点の鉄釉 陶器片 を得 たが､い ずれ も産地は不 明で ある｡Fig.66-3は 天 目形碗 の口

縁片 であ り､雑 鉄 に富 む胎素地は､0.2㎜ 以下の石英粒子 を多含す る｡胎 はガ ラス化 の進行段階 に在

り､灰 色 を呈す｡釉 厚 は0.2㎜ を測 り､層 色 は褐色 であ る｡Fig.66-4は 天 目形碗の底足片 であ り､

輪高台 を轆轤左 旋の刀削 によって削 り出す｡素 地の可塑剤 と して は､シ ル ト成分 を主用す る と見 ら

れ るが､さ らに0.5㎜ 径以下 の石英粒子 を多混 する｡高 温の還元焔 で焼 かれ､胎 色 は暗灰色 を呈 し､

約0.2㎜ 厚 を測 る鉄釉 の層色 は褐黒色 であ る｡Fig.66-5は 皿 と見 られ､内 深外浅形 に輪高台 を削 り

出 し､全 面 に鉄釉 を施 す｡高 台接地箇所の釉 面 には､珪 砂が熔着する｡雑 鉄 に富 む胎中 には､2㎜ 以

下の石英粒子 を多含 し､還 元気味の高温下で焼成 した胎の呈色は､や や褐色味 を帯 びた灰色 である｡

釉層 は薄層箇所では褐色､厚 層箇所では暗緑色 を呈 し､釉 中 には斜長石の針晶 を微発 している｡

貿 易磁 器(Fig.67-1～39)

 包含層か らは中国産の磁 器類 を得 てい るが､や は り第Ⅴ 層か らの 出土が圧倒的 に多 く､第Ｉ 層所

属が次位 を占め る｡こ れ らは白磁､青 磁 を主体 とす る他､青 白磁1点 と青花磁2点 を含 む｡白 磁 には

碗､皿､杯 の器種 が有 り､青 磁 で は洗､盤 の器種が加 わる｡青 白磁 は皿で あ り､青 花磁 は碗､皿 を

得ている｡

 白磁:Fig.67-1～4は､玉 縁状 口縁 を持つ碗 器の口縁片､及 び底足片 であ り､い ずれ も白磁碗Ⅳ

類 に分類 し得 る｡口 縁外 肥帯の幅 には大差 を見 ないが､1･2･3の 順 に厚み を増 し､3で は下 凸状 の

形態 となる｡ま た､3の 断面 には､成 型段階 に於 ける素地折 り返 しの形跡 を捕捉 し得 る｡4の 底足片

で は､内 面 にのみ施釉 が見 られ､遺 存部の外 面は露胎 である｡釉 は粘性が強 く､3･4で は約0.2㎜ 厚

の釉 層 に､そ れぞれ粗間､細 密 な貫入 を起生する｡ま た､釉 層色は透光質の灰 白を基本 とするが､2

が風化の影響 か ら黄色味 を視感 させ る他 は､僅 かに青味 を帯 びる｡Fig.67-5～8は､施釉 後 に口縁

部の釉 薬 を旋削 して剥除する芒 口器の一種である｡｢口 禿 げ皿｣の 和 名 を持 ち､白 磁皿Ⅸ 類 に分類 さ

れ る｡5～7は､口 縁 を強 く外反す る｡口 縁端下の胎表 に若干程度 の凹削 を施 し､端 部 の旋削剥釉 に

当 たって露胎 を尖角構成す る技 法か らは､覆 焼(伏 焼)時 に於 ける流釉 や熔結の防止 を意図 した高

度 な計算 を看取 し得 る｡8は 底縁部 の破片であ り､外 底 を含 む内外 面は青 みを帯 びた失透釉 に覆 われ

る｡ま た､内 底縁辺の胎表 には､浅 い単圏線 を旋劃す る｡Fig.67-9･10は､ア-チ 状の抉 入高台 を

持つ小皿 であ り､白 磁D類 に分類 され る｡9は 折腰八角壁･四 稜縁 の形態 に復元 し得 る｡内 面 か ら口

縁外端､或 い は面取 り壁 にかけて透明釉 を施すが､高 台際 まで流釉 の及ぶ箇所 も見 られる｡胎 は堅

緻であ り､純 白を呈す｡10は 高台付 き底部片であ り､高 台 を含 む内外面 に透明釉 を施す｡胎 の焼結

度 は低 めであ る｡Fig.67-11は 碗 器の口縁片 であ り､端 部 を円唇形 に外反 する｡口 縁端下 の内面胎

表 には､幅1㎜ の凸圏線 を一条削 り残 し､内 外面 に透明釉 を施す｡Fig.67-12は 杯器 に当たる と考 え
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られ る｡内弯 気 味の上体 部 を経 て､口 縁 を外 反す る｡胎 は堅緻 で純 白を呈す るが､挟 雑鉄の偏在 も

目立つ｡内 外面 に透明釉 を施 し､細 密 な貫入 を生 じてい る｡Fig.67-13は 小皿 の口縁片で ある。胎

はガラス化 を達成 し､内 外 面の釉 層 には貫 入の多発 が見 られる｡Fig.67-14は 小型皿 の底足片 であ

り､削 り出 し輪高台 の内部 には､顕 著 な兜 巾を遺留す る｡轆轤 の旋 向は左旋 である｡概 ね内面 か ら

外 面高 台際にかけての施釉 とす るが､外 面で は着釉 の状況が不揃いであ る｡Fig･67-15は､皿 の底

足片であ り､腰 部の張 り出 しが大 きい｡外 底の輪高台際以内 と内底 中央部 を露胎 とす る他 は､透 明

釉を施す｡素 地の耐 火性 が強 く､焼 結度 は低 めである｡Fig.65-16～18は 薄胎型 に類す る白磁皿 の

口縁､及 び底足片で ある｡い ず れの口縁 も外反 し､底 足片 の輪高台 は狭小 である｡胎 のガラス化度

は高 く､灰 白色 を呈す｡高 台下端 を露胎 とす る他は､透 明釉 を施 している｡

青 白磁:Fig.67-19は 折腰型 の青 白磁 と見 られる｡ま た折腰箇所 の内面胎壁 には､劃 線 を施す も

の と見 られ る｡内 面 には蛇の 目の露胎 を設け､外 面の施釉 は折腰 箇所の下 には及 ばない｡胎 はガラ

ス化度が高 く､純 白に近い｡露 胎部表面は明褐色 を呈す｡

青磁:Fig.67-20～22は､福 建南部沿海地区で産 した と見 られ る折腰 型青磁 器であ り､同 安窯系

青磁皿 Ｉ類 に該 当す る｡い ず れ も胎色 は灰 白であ り､釉 色 は透光性 の高 い灰緑 を呈す｡20の 折腰部

内面 には劃圏線 を施 し､そ の内部 に箆点劃紋 を配す｡外 底 を露胎 とす る他 は､内 外面 の施釉 とす る｡

底部 を欠損 する21･22で も､折 腰部 の内面 には劃圏線が見 られ る｡Fig.17-23～36は､龍 泉地区 を

始め とす る漸江省南部諸窯の所産 と見 られ る青磁 であ り､白 胎 に属す31の 例 を除 き､い ず れの胎土

も灰 白色の範囲 に在 る｡23～27は 碗 の下部片で あ り､こ の うち､23～25に は龍泉窯系青磁碗 Ｉ類 の

特徴が 明瞭 である｡高 台部 の削 り出 しは､こ れを欠損す る23を 除 くと全 て内浅外深 としてお り､い

ずれ も高 台際 の張 り出 しが強 い｡23の 内面 では､底 部 と体部 の劃花紋 を中間の劃 圏線 で隔て､施 紋

の手法 は浅 い片切 り彫 りとす る｡釉 の層 色 は灰緑 を呈 し､細 密 な貫 入 を起 生す る。 この破 片 は､

B-7グ リッ ドの洪積砂礫面 で検 出 してい る｡24の 内面で も､底 部 と体部 の境界 に浅 い劃 圏線 の施紋

が見 られ る｡ま た､釉 質や呈色状況 も23の 場合 と同様で ある｡25の 破片 では､二 面 に削 り分 けた高

台底 の内側接地 としてお り､接 地面以 内を露胎 とす る｡強 還元気氛 の焙焼 に続 き徐冷 を受 けた釉 層

は､微 細 な気泡 を密留 して粉青色 を呈す る一方､貫 入 の起生 も細密 である｡26は 下腹 を丸 く内弯 す

る円腹型 に属 し､輪 高台 の内部 を露胎 とする｡高 台の外壁 か ら高台際 にかけて､釉 薬浸 掛けの指跡

に釉 漿 を補填 した顕 著な凹痕の横 列 を留 め る｡熔釉 は粘性 に富み､微 細 な気泡 を密留す る｡釉 層色

は灰緑 を呈す｡胎釉 中間層の発達が弱 く､破 砕箇所で は釉 層の剥離 を生 じてい る。遺存部 には､施

紋が見 られ ない｡27の 破片で は25と 同様 の高台整形 を施すが､よ り狭細 であ り､高 台底以 内を露胎

とす る｡高 台際 の外面 には刻劃紋 の一部 を遺留す るが､紋 飾 の構成 は特定 し難 い。釉 質や呈色状況

は､23･24と 同様 である｡Fig.67-28～30は､刻 花蓮弁紋青磁碗の上部片であ り､龍 泉窯系青磁碗

Ｉ-5類 に分類 し得 る｡い ずれ も斜 直 を呈 し､外 面の胎壁 には弁先の鋭利 な蓮弁 を浮 き彫 りす るが､

遺存す る範囲では､28を 除いて弁稜 の刻出が比較的不顕著であ る｡内 外面の施釉 とし､釉 層 は微 細

な気泡 を密留 して粉青色 を呈す｡Fig.67-31は､｢外 折寛平 口蓮弁紋洗｣の 中国名称 を持つ洗浄器 の

上部片 であ る｡口 縁 を水平 に外折 す る形態 を と り､上 体部 には､刻 出 した蓮弁 の先端 を遺留す る｡

含鉄 の極少 な素地 を用 いる白胎器 に属 し､精 巧 な旋削 に よって器胎 を薄 く整 える｡厚 い釉 層 には気
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Fig.66 第Ｉ区 包含層 出土遺物14

泡 の層界状分布が見 られ､層 色 は灰緑 を呈 し､貫 入 を生 じていない｡Fig.67-32も 洗浄器 の一種 で

あ り､口 縁 を盤形 に作 る所 か ら､｢盤 口洗｣の 中国名称 を持つ｡口 縁 を強 く外折 した後､端 部 を上屈

し､体 部の内面 には狭幅の槽紋(溝 状 の紋飾)を 施す｡微 細 な気泡が密留す る厚い釉 層 は､淡 い緑

青色 を呈 し､貫 入の多生が見 られ る｡こ れ ら二点 と形態や刻紋が一致す る洗器の産地出土例 は､い

ず れ も龍泉金村 第16号 窯址 の発掘 報告 に見 られ､そ れぞれ第5ト レンチ第1層 とY2第1層 か らの出土

としてい る｡Fig.67-33は 底足片 であ り､底 径 の大 きさか ら盤類 に属す と考 え られ る｡輪 高台 を内

収形 に削 り出 し､全 面施釉 の後､輪 高台内部 の着釉 を旋削剥除する｡釉 質や呈色 及び貫入 の状況 は､

32の 盤口洗 と同様 である｡な お､露 胎面 は酸化 を受 けて褐色 を呈す｡Fig.67-34は 小型器の 口腹片

であ り､杯 や小碗等 の可 能性 を考 え得 るが､帰 属 を特 定 し難い｡内弯 形 の腹部 を経 て､口 縁 を強 く

外 反 し､端 部 を丸 く整 える｡内 外面 を覆 う厚 い釉 層 には､微 細 な気泡が密留 す る｡釉 質や呈色 は､

32･33の 器片 と同様 であ り､貫 入 の間隔 は粗 めで ある｡胎釉 は中 間層 が厚 く､結 合が 強い｡Fig .

67-35は 小 型碗 の口縁片 であ り､外 面 に雷紋帯 を陰刻 する｡熔釉 の粘性 は強 く､特 に着釉 の厚 い外

面 では､釉 層 の剥離 を生 じた箇所 も見 られる｡釉 層 には中小 の気泡 が密留 し､層 色 は淡 い緑青 を呈

す｡Fig.67-36は 碗 の腹部片であ り､外 面 に施す放射状 の線刻 は､中 国では｢菊 弁｣､日 本では｢細

蓮弁｣と 主流解釈 を異 にす る紋様 の下部 と見 られる｡内 外面 の釉 層 は均等 に厚 く､気 泡密度が高 目

であ り､釉 層色 は淡い灰 緑 を呈す｡Fig.67-37は､産 地不 明の青磁器碗 である｡灰 白色の胎層 は､

基本的 に磁器化の段階 を迎 えてい るが､未 熔の石英粒子 を多見す る｡釉 層 は薄 く､形 成 の弱 い中間

層の直上に気泡が留 まる｡加 えて､微 細 な貫入 を密生す るため､釉 層 の剥落 を来 している｡釉 色 は､

若干酸化気味 の淡い緑褐 を呈す｡

 青花磁 ：Fig.67-38･39は､江 西･景 徳鎮諸窯系 の青花磁 である｡い ず れ も､白 色の胎 にコバル

ト系青料で絵付 け し､透 明釉 を施 した後､還 元焔 で焼 き上げ る｡38は 皿であ り､胎 の焼結 は堅緻 な

が ら透光性 が低 く､耐 火度 の高い珪酸 アル ミナ を多含 する もの と見 られ る｡輪 高台の削 り出 しは斜

削 と し､深 め に削る外側壁 には跳 刀痕 を留 める｡内 底 の縁周 を双圏線 で画 した後､そ の内部 に獅子

滾繍球紋(和 名では｢玉 取獅子文｣)を 絵付 けす ると見 られるが､双 鈎画 きの結帯(リ ボ ン)と 点画
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Fig.67 第Ｉ区 包含層 出土 遺物15
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Fig.68 第Ｉ区 包含層出土遺物16

雲紋の一部のみが遺留する｡外 面は､高 台際と腰部に各々薄濃の細圏線を一周 した後､そ れらの直

下に各2㎜幅の単圏線 を旋画する｡上 位の細圏線の直上には､紋 飾の一部を僅かに留めるが､そ の図

案構成は不明である｡39は 端反形を呈す碗若 しくは皿の口縁であ り､胎 の透光性が高い｡内 面には

重十字菱形錦紋を画筆 して辺飾帯とし､そ の直下に単圏線を旋画する｡外 面には､口 縁端下に単圏

線の旋画のみを留める｡画 筆箇所では､全 て青料の拡散が釉表に及ぶ｡ま た､内 面の辺飾帯では､

連続菱形錦地や直下の単圏線が清澄な淡青色を呈す一方､そ れ ら以外の重十字や正逆二様のⅤ形間

飾に於いて､随 所に暗褐色の鉄銹斑を浮現する濃青の発色を見せている｡

そ の他 の遺物(Fig.68-1～16)

 土製漁猟 具:包 含層か らも円管状土錘 を得 てい るが､や は り第Ⅴ 層 か らの出土が多 い｡日 本 では

弥生時代以降 に通見す る形態の土製品で あ り､時 代推定 の依拠 を欠 く所 か ら､と りあえず本節 の図

版･Fig.68に 収め る｡個 体重量 の最大値 と最小値 は､そ れぞれ､1の14gと8の4gで あ り､10個 体 の

平均 は6.6gを 測 る｡ま た､胎 土 は顕著 な多孔質 の ものが多 く､1･7･9が 中性気氛 を表 し､6が 炭化

を呈す他 は､全 て酸化気氛 を反映する｡

 金属製 品:Fig.68-11は 寛永通宝の銅 一文銭 であ り､第Ⅲ 層 の出土であ る｡Fig.68-12･13は 鉄

製の工具 と見 られる｡い ず れ も第Ｉ 層 か らの出土 であ り､銹 化 が激 しい｡前 者 は錐先状 の形態 であ

り､後 端が角錘形 を呈す｡後 者は､断 面が長方形で先端 が鋭利 な模状 を呈 し､後 端 は薄 く丸い｡

 国産磁器:Fig.68-14～16は､肥 前系若 しくは肥前 の影響 を受 けた磁器類であ る｡14は 広東 型染

付碗 の下部片であ り､外 底の高台際 と内底 の縁周 に､そ れぞれ コバ ル ト系青料 で単 圏線 を旋画す る｡

15は 染付 盃の体 部片 であ り､口 縁 を外 反する｡体 部外 面 には､飛 雁 と見 られ るコバル ト系 青料 の絵

付 け を留 める｡16は 掛 け分 け青 白磁 皿の下部片 であ る｡碁 笥底 の形態 を採 り､内 面 に片切 り彫 りの
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紋飾 を刻 む｡施釉 に当 たって は､内 面 に青 白釉､外 面 には粘性 の強 い白色半透 明釉 を掛 け分 け､接

地部 を無釉 とす る｡

 なお､包 含層 か らは､製 鉄 によって廃 出 した総計706塊､総 重量25.477kgの 鉄滓 を検 出 しているが､

第Ⅴ 層所属 が､圧 倒 的な数量 を占め､686塊､24.902kgに 及ぶ｡ま た､製 鉄操業 に関連する と見 られ

る被熱耐火粘土材の検出は､包 含層全体で194塊､1.105kgを 計測す る｡(武 吉)
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Tab.11 第Ｉ区 古代･中 世土器法量表1
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Tab.12 第Ｉ区 古代･中 世土器 法量表2
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Tab.13 第Ｉ区 古代･中 世土器法 量表3
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Tab.14 第Ｉ 区古代･中 世土器法量表4
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Tab.15 第Ｉ 区古代･中 世土器法量表5
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Tab.16 第Ｉ区 古代･中 世土器法量表6
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Tab.17 第Ｉ区 古代･中 世土器法量表7

Tab.18 第Ｉ区 ピット群土器破片出土表
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Tab.19 第Ｉ区 土錘法量表･木 製品一覧表

土錘法量表

木製品一覧表
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第5章 第Ⅱ区の調査

第1節 検出遺構

1中 世(Fig.7･Fig.69)

 第Ⅱ区 の東半部 において,地 震に伴 う地割れ跡数箇所 を確認 した｡地 割れはⅣ層上面で発生 して

いる｡検 出面における平面形は不整楕円形あるいは不整舟形などで,地 割れが生 じて陥没 した箇所

に拳大以上の円礫 を投入 して周囲との高低差を解消させようとした ものとみられる｡戦 国期の南海

地震に関連するものであろう｡

 地割れ部分の層序は,a:円 礫(褐 灰色粘土混),b： 褐灰色粘土,c:褐 色粘質土,で ある｡

Fig.69 第Ⅱ 区地震跡実測図

-1 16-



第5章 第Ⅱ区 の調査

第2節 出土遺物

1縄 文時代

 第Ⅱ区 の縄文時代 遺物は,調 査 区東端部の岩盤面の立ち上が り部分 に堆積 したJ層群 か ら出土 した

ものが殆 どである｡第Ⅱ区 における縄文時代 の遺物包含層 の遺存範 囲は,Fig.70に 示 した とお りで

あ り,そ の面積 は約80㎡ である｡遺 物包含層 か らの出土遺物 は土器･石 器･骨 片等 で,土 器 は破片

点数で2000点 以上,石 器 は約500点 を数 える｡

 以下には,こ れ らの概 要を伝 え得 るような,代 表的 なご く一部 の資料のみ を提 示する｡

1)縄 文 土 器(Fig.71～Fig.81)

 片釉 式 ・北久 根 山式系 統 の土 器 群(Fig.71･72)

 Fig.71-1～12は 有文深鉢 の口縁部片である｡Fig.71-1･6は 口縁端部端面 に｢S｣字 もし くは逆

｢S｣字 のヘラ描 き文 を施す｡Fig.71-9～12は 縄文地 に沈線 及び波状 の沈線 を描 く｡

 Fig.71-13;Fig.72-1～10は 有 文深鉢 の胴部片であ る｡Fig.71-13;Fig.72-3は 逆三角形 のモ

チ ーフ内に｢S｣字 状 沈線 を描 く｡Fig.72-5･6は 逆三角形 のモチー フであ るが,沈 線 の結節部 を

曲線的 に閉 じている｡Fig.72-7は 縄文･沈 線のモチー フともに異質であ り,法 量 的に も大型の器種

とみ られる｡Fig.72-8～10は 縄文 を欠 く｡

 Fig.72-11～13は 有文浅鉢･口 縁部片であ る｡11･12は 磨消縄文土器で,同 一個体 の可能性 があ

る｡13は 沈線･波 状沈線 を施文 している｡

 Fig.72-14･15は壺 状 の器種 の口縁部片 である｡

 西 平 式 ・伊 吹 町 式 土 器(Fig.73～Fig.77)

 Fig.73～Fig.76;Fig.77-1は 有 文 深 鉢･口 縁 部 片 で あ る｡

 Fig.73-4は 波 頂 部 で沈 線 が 渦状 に入 り組 む｡Fig.73-1～9;Fig.74は 口縁 部 の文 様 帯 に刺 突 文 を

欠 く｡Fig.74-15は 口 縁 部 の沈 線 が ル-プ 状 に 閉 じて途 切 れ る｡Fig.73-10～13;Fig.75;Fig.76

は口縁部文様帯 に も刺突文 を施す｡

 Fig.77-2･3は 有文深鉢･胴 部片であ る｡

 Fig.77-4～12は 有文 浅鉢 であ る｡4～8は

沈 線･刺 突施 文 の もの で,沈 線 は4～6本 と

多 条であ る｡9～11も 沈線･刺 突施文 であ る

が,沈 線 が 三角形 も し くは斜 方 向のモ チ ー

フとなる ものである｡

 12は 沈線 施文 の薄手 の浅 鉢で,き わめ て

異 質であ る｡

Fig.70 第Ⅱ区縄文時代遺物包含層遺存範囲
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Fig.71 第Ⅱ 区出土縄文土器実測図1

-1 18-



第5章 第Ⅱ区 の調査

Fig.72 第Ⅱ 区出土縄文土器実測図2
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Fig.73 第Ⅱ区出土縄文土器実測図3
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Fig.74 第Ⅱ 区出土縄文土器実測図4
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Fig.75 第Ⅱ 区出土縄文土器実測図5
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Flg.76 第Ⅱ 区出土縄文土器実測図6
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Fig.77 第Ⅱ区出土縄文土器実測図7

 そ の 他 の 後 期 土 器(Fig.78～Fig.80-5)

Fig.78-1･2は 隆 起 帯 を もつ 口縁 部 片 で あ る｡

Fig.78-3･4は 有 文 浅鉢･胴 部 片 で あ る｡

Fig.78-5は 有 文 鉢 で,小 型 品で あ る｡

Fig.78-6･7は 注 口土器･口 縁 部 片 で あ る｡

Fig.78-8･9;Fig.79は 縄 文 施 文 の深 鉢･鉢 で あ る｡Fig.79-4･5は 口 縁 部 内 面 及 び外 面 に沈 線

を施 す｡

Fig.80-1～5は 無 文 深鉢 の 口縁 部 片 で あ る｡

晩期 土 器(Fig.80-6～12)

 7～12は 刻 目突帯 を有す る深鉢で,7～10は 口縁部片,11･12は 頸部片であ る｡6は 無文深鉢の口縁

部片 であ る｡

-124-



第5章 第Ⅱ区 の調査

Fig.78 第Ⅱ 区出土縄文土器実測図8

土 器 底 部 片(Fig.80-13～Fig.81)

 Fig.80-13～16;Fig.81-1～24は 上 げ底 で,Fig.80-13～16;Fig.81-2･4･7～10･13～16は

高 台状 を呈 す る｡Fig.81-25～28は 平 底,Fig.81-29･30は 丸 底 状 で あ る｡Fig.81-26は 底 部 外 面

に植 物･葉 脈 の押 圧 痕 が み られ る｡

2)石 器(Fig.82)

1～7は 石鏃,8は 尖頭器であ る｡9は 石銛(?)と み られる｡

10は 楔形石器(?)で ある｡11～14は スク レーパーで,12は 十字形石器の転用 品の可能性がある｡

15は 石錘である｡

16は 石核で,横 長 の剥片 を剥取 している｡

17は 打製石斧で,刃 部 は磨製 によっている｡

18は 石棒の一部 である｡(曽 我)
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Fig.79 第Ⅱ区出土縄文土器実測図9

-126-



第5章 第Ⅱ区の調査

Fig.80 第Ⅱ区出土縄文土器実測図10
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Flg.81 第Ⅱ 区出土縄文土器実測図11
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第5章 第Ⅱ区 の調査

Fig.82 第Ⅱ区出土石器実測図
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Tab.20 第Ⅱ区縄文土器観察表1
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第5章 第Ⅱ区 の調査

Tab.21 第Ⅱ区縄文土器観察表2
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Tab.22 第Ⅱ区縄文土器観察表3
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第5章 第Ⅱ区 の調査

Tab.23 第Ⅱ区縄文土器観察表4
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Tab.24 第Ⅱ区縄文石器観察表1
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第5章 第Ⅱ区 の調査

2古 墳時代

1)土 師器 集 中 出土地 点SX1(Fig.7･Fig.83)

 第Ⅱ区 の北東部,Ⅶ 層上面 において確認 で きた｡出 土 地点 の規模 は,東 西約0.5m,南 北約1mで,

10個 体程度の土師器 と叩石か ら構 成 される｡土 師器の器種 内容 は,壺･甕･坏 等 である｡

 なお,こ のSX1か ら南西側 にかけての約4m四 方 の範囲内 には,同 時期 とみ られる土 師器 の壺･

甕･高坏･器 台･坏 な ど30個 体分以上が配置(投 棄)さ れていた｡SX1ほ どの集 中度で はないが,

これ らにつ いて もSX1周 辺部出土土器 として一括 して扱 った｡(Fig.85)(曽 我)

2)包 含層 出土の遺物

 Ⅳ ～Ⅶ層中より弥生土器､古 式土師器､須 恵器が出土 しているが､こ れ らの遺物は混在 した状況

を示 している｡以 下弥生土器と古式土師器､須 恵器について述べる｡出 土量の多い古式土師器は第

Ｉ区で行った分類をもとに述べる｡

① 弥 生土 器(Fig.89)

 壺､甕､鉢 が見 られ る｡1･2は 中期の壺 で､2の 口縁外面 には粘土帯 を貼付 してい る｡4は 後期 の

広 口壺 である｡3･5は 後期 の甕､6は 鉢である｡7～13は壺･甕 の底部 である｡

②古式土師器

 壺､甕､鉢､高坏､甑､手 捏 ね土 器 が 出土 して い る｡

壺:B類(Fig.87-4･8)､C-2類(Fig.87-2･3)､E類(Fig.87-1･6)､こ の 他 頸部 下端 に刻 み

目 を施 した 扁 平 な 突 帯 を もつ もの(Fig.87-5)や 同 様 の突 帯 を胴 部 に巡 ら した 大 型壺 の 胴 部(Fig.

89-14)が 見 られ る｡

甕:A類(Fig.87-23～25)､B類(Fig.87-18･20･26･28)､C類:(Fig.87-9･11～14･16･

Fig.83 第Ⅱ区土師器集中出土地点SX1
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Fig.84 第Ⅱ 区SX1出 土 土器実測 図

17･21･27)､D類(Fig.87-7･15･19)､E類(Fig.87-10･22)が あ る｡C類 は 総 じて 口縁 部 が

外 反 し､D類 の 中 に は7の よ うに 口縁 部 が長 く伸 び る もの もあ る｡

鉢 ：A類(Fig.86-7･9･10～12･14･15)､B類(Fig.86-3～5･8)､C類(Fig.86-16)､D類

(Fig.86-6)が あ る｡

高坏:A類(Fig.86-20～24､26･34･35･37)､B類(Fig.86-36)が あ る｡A類 は､脚 裾 部 が 強

く｢ハ｣字 状 に開 くタ イプ とス カー ト状 に開 くタ イプが あ るが､前 者 が多 い｡

甑 ：Fig.86-13･18が あ る｡前 者 は鉢 状 の 器 形 に焼 成 前 穿 孔 を施 し､後 者 は深鉢 状 の 器形 に焼 成 前

穿 孔 を施 して る｡

手 捏 ね 土 器:A類 が2点(Fig.86-1･2)が 出 土 して い る｡

須 恵 器:無 頸壺(Fig.88-15)と 提 瓶 或 い は壺 口縁 部(Fig.88-16)及 び 大 型 甕(Fig.88-17)が

出 土 して い る｡

3)集 中出土 地 点 の遺物(Fig.84)

壺､甕､鉢 が 出土 して い る｡

壺:B類(1)が あ る｡

甕:B類(2)､F類(3)､E類(5)と 底 部(6)が あ る｡

鉢:B類(7)､C類(4)が あ る｡

4)集 中出土 地 点周辺 の遺物(Fig.85)

甕､鉢､高坏､器 台､手 捏 ね土器が出土 している｡
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第5章 第Ⅱ区 の調査

Fig.85 第Ⅱ 区SX1周 辺部出土土器実測図
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Fig.86 第Ⅱ区包含層出土遺物1
古 式 土 師 器:鉢A類(7･9･10～12･14･15〉･同B類(3～5･8)･同C類(16)･同D類(6)､高坏A類(20～24､26･34･35･

37)･同B類(36)､甑(13･18)､手 捏 ね 土 器A類(1･2)
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第5章 第Ⅱ区 の調査

Fig.87 第Ⅱ区包含層出土遺物2
古 式 土 師 器:甕B類(4･8)･同C-2類(2･3)･同E類(1･6･5)､甕A類(23～25)･B類(l8･20･26･28〉･C類(9･11～14･

16･17･21･27)･同D類(7･19･15)･E類(10･22)
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Fig.88 第Ⅱ 区包含層出土遺物3
古式 土 師器･弥 生土 器底 部(1～14)､須 恵器(15～17)

甕 ：A類(2･4)､B類(5)､E類(3)が あ る｡こ の 他 胴･底 部(1･6～10)が 出 土 してい る｡

鉢:A類(11･13･14)､B類(18)､E類(12)が あ る｡

高坏:脚 部(16･17)が2点 出土 して い る｡

器 台:緩 や か に外 反 す る脚 部 に3個 の 円孔 を穿 っ てい る｡(15)

手 捏 ね土 器:B類 が1点 出土 してい る｡(19)(出 原)
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第5章 第Ⅱ区 の調査

Fig.89　 第Ⅱ 区包含層 出土遺物4

弥 生土 器:壺(l･2･4)･甕(3･5)･底 部(7～l3)､古 式土 師器 壺(l4)
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Tab.25 第Ⅱ 区古墳時代観察表1
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第5章 第Ⅱ区 の調査

Tab.26 第Ⅱ 区古墳時代観察表2
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Tab.27 第Ⅱ 区古墳時代観察表3

-144-



第5章 第Ⅱ区 の調査

Tab.28 第Ⅱ区古墳時代観察表4
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Tab.29 第Ⅱ 区古墳時代観察表5
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第5章 第Ⅱ区 の調査

Tab.30 第Ⅱ 区古墳時代観察表6
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Tab．31 第Ⅱ 区古墳時代観察表7
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第5章 第Ⅱ区 の調査

3古 代･中 世

1)第Ⅱ区 包含層 出土の古代 ～中世の遺物

 Ⅱ区 では､遺 構 は確認 されずＩ区 か らの流 れ こみ と思 われ基本 的 には､Ｉ区 出土 の土 器 と器種､

時期 ともに同 じとい える｡出 土 した土器で は最 も土師器が多 く､つ いで須恵器が 出土 している｡注

目される土器 として､緑釉 陶器､灰釉 陶器が挙 げ られる｡時 期的 には､古 代､9世 紀か ら10世 紀 にか

けての時期､中 世13世 紀､ま た15世 紀代 と考 え られる｡

 土 師器

 土師器では､小 皿､皿､坏､甕､摺 鉢が出土 している｡

 土 師器小 皿､皿

 小皿は､2点 出土 してお り､1点 は､や や内弯 気味 に立 ち上が るもの､も う1点 は､底 部か ら大 きく

外反気味 に開 く体部 を持つ ものであ る｡皿 で も同 じく内弯 気味 に立 ち上が る体部 の もの と､外 反す

る ものが出土 してい る｡両 方 ともに回転台成形 と考 え られる｡底 部 の切 り離 しは回転糸切 りと思 わ

れ るが残存状態が良好でないため不明であ る｡手 捏 ねの もの は出土せず京都系の ものは見 られない｡

 土 師器坏

 土師器坏 は､底 部の形態 によって高台のつか ない平底の もの､円 盤状高台 の もの､輪 高台 の もの

に大 き く3つ に分類 した｡円 盤状高台の ものは､内 面見込 みの落 ち込 んだ もので播磨模倣の坏 である｡

輪高台の もの は残存状態の良好 な資料が少 な く形態が復元で きる もの はない｡残 存す る底部 は比較

的大 きな径 を持つ輪高台が貼 り付 けられ る｡Fig.91-7は 碗形態の可能性 も考 え られる｡平 底 の坏 は

形態的 には､器 高 は低 く底径が大 きくやや外反気味 に直立す る体部 を もつ もの､器 高 は低 く直線 的

に斜 め上方 に伸 び る体部 を もつ もの､や や器高 が高 く直線 的に斜 め上方 に伸 びる体 部 をもつ もの､

小坏 に分類で きるもの､Fig.90-20は 円盤状 の粘 土の上 に粘土紐巻 き上 げで成形 した と考 え られ内

面見込みが落 ち込 む｡

 土 師器甕

 砂粒の多い荒い胎土 を持つ煮炊 き用の甕であ る｡口 縁部 は比較的つ よく屈 曲す る｡口 縁部下外面

には斜 めのハ ケ目､内 面は横方 向のハケ 目が見 られる｡

 土 師器釜

 口縁部外面 には､凹 線がめ ぐり､そ の下の肩部 には､や や上方 に向 く鍔が付 く｡畿 内の影響 を受

けた釜である｡

 土 師器摺 鉢

 胎土は荒 く焼 き締 まっている｡内 面 には4条 単位 の摺 り目が入 る｡外 面 には粗い布状 の調整痕が残

る｡土 師器 の摺鉢 はこの1点 のみであ る｡

 須 恵器

 坏､蓋､壺､甕､コ ネ鉢が 出土 している｡

 須 恵 器坏

 土師器 と同 じく底部の形態 によって､平 底 と輪高台の2つ に分ける ことがで きる｡円 盤状高台 もの

は出土 しないが､Fig.92-17･18は 残存部 が少 な く形態 の復元 は困難 であるが､体 部 はわずか に内
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弯気味 で碗状の可能性 があ り､そ の底部 は円盤状の可能性 が高 い と考 えられる｡

 平底 の ものは器高が低いFig.92-1～7と 底径 に比 してわずかに器高が高 いFig.92-8･9と に分 け

ることがで きる｡

 輪高台 の ものは､断 面方形の高台の もの と断面逆台形状 の ものに分 けられる｡

 須 恵器 蓋

 蓋は､つ まみが付 くもの と付 かない ものに分 け られる｡つ まみが付 くものは外 面 に轆轤痕 が明瞭

に残 る｡形 態 は､平 坦 な天 井部 か ら直線 的に緩 やか に下方 に伸 び端 部は下 につ まみ出す もの､丸 み

を帯 びた天井か ら緩 やかに下方 に下る ものが ある｡

 須 恵器 壺

 底部 に高台の付 いた ものが大半である｡長 頸壺 は口縁端部 をつ まみ上げ る｡

 須 恵器 甕

 口縁 の一部 しか残存 していないため全体 は不 明であ る｡口 縁部 は内外面 とも回転ナデ調整､Fig.

93-11は 肩部の一部 に叩 き目が残る｡

 須 恵器 コネ鉢

 東播系 の片 口鉢 である｡口 縁端部が上方 のみに拡張 される もの と､上 下 に拡 張 され るものが出土

する｡

 緑釉 陶器

 上 げ底状 を呈す る円盤状高台 をもつ もの､輪 高台 の もの､蛇 の 目高台の もの に分け られる｡全 て

京都系 と考 えられ､釉 調 は淡緑色 で薄い｡ハ ケ塗 りと考 え られる｡Fig.94-1は ほぼ完形 の皿であ る｡

底部 は削 り出 しの上 げ底状 の円盤状高台 でヘ ラ切 りである｡須 恵 質で薄い淡緑色 の釉 が高台外面 ま

で施 されてい る｡Fig.94-2は やや 白色 の胎土 を もち薄い淡緑色 の釉 が高台外 面 まで施 され る｡内 面

見込 みはヘ ラ磨 きが施 され る｡底 部 はヘ ラ切 り｡Fig.94-4は 蛇 の 目高台が削 りだ される｡須 恵質で

薄い淡緑色 の釉 が底部 まで施 されている｡Fig.94-5･6は 同一個体 の可能性 が高い と考 え られる｡

須恵質で焼 き締 まってい る｡他 の もの と比べてやや濃 く釉が施 されている｡

 灰釉 陶 器

 胎土 は白色 で焼 き締 まる｡内 面 に濃緑色 の釉 が施 されるが､外 面 は釉 は施 されない｡底 部 は断面

方形状 の輪高台であ る｡黒 笹14号 窯の灰釉 陶器の碗 と考 え られる｡Fig.94-7･8は 同一個体 の可能

性が高い｡

 瓦器 碗

 断面三角形 の輪高台が貼 り付 け られる｡

 瓦 質釜

 口縁部 はやや内傾 してお り口縁部 下には断面三角形 の小 さな鍔が付 く｡Fig.94-12の 鍔 はほ とん

ど退化 している｡口 縁部はほぼ直立 している｡

 石鍋

 断面三角形 の鍔､頂 部は尖 らない｡木 戸分類 皿-e1類｡
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第5章 第Ⅱ区 の調査

 瀬 戸焼

 Fig.94-14･16は 外面 には灰釉 がかか る大皿である｡Fig.94-15は釉 が施 されず焼 き締 まって赤

っぽい発色 を呈す る｡器 形 は折縁皿 と考 え られ瀬戸 と思われ るが検 討の余 地がある｡Fig.94-10は

皿底部 で糸切 り痕 が残 る｡硬 く焼 き締 まり白色の胎土で内面 に釉 が施 されている｡

 備 前焼

 底部 だけの出土 であ り時期 は不 明である｡

 白磁

 Ⅱ 類､Ⅳ 類の碗､Ⅸ 類の 口禿の皿 と考 え られ る底 部が出土す る｡

 青磁

 鎬連弁が施 された青磁が ほとん どで､わ ずか に無文 の ものが見 られる｡(坂 本)
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Fig.90 第Ⅱ 区古代･中 世包含層出土遺物1
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第5章 第Ⅱ区 の調査

Fig.91 第Ⅱ区古代･中 世包含層出土遺物2
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Fig．92 第Ⅱ 区古代･中 世包含層出土遺物3
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第5章第Ⅱ区 の調査

Fig.93 第Ⅱ 区古代･中 世包含層出土遺物4
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Fig.94 第Ⅱ区古代･中 世包含層出土遺物5
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第5章 第Ⅱ区 の調査

Fig.95 第Ⅱ 区古代･中 世包含層出土遺物6
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Fig.96 第Ⅱ 区古代･中 世土錘 実測図1
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第5章 第Ⅱ区 の調査

Fig.97 第Ⅱ区古代･中 世土錘実測図2
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Tab.32 第Ⅱ区古代･中 世土器法量表1
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第5章 第Ⅱ区の調査

Tab.33 第Ⅱ 区古代･中 世土器法量表2
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Tab.34 第Ⅱ 区古代･中 世土器法量表3
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第5章 第Ⅱ区 の調査

Tab.35 第Ⅱ区古代･中 世土器法量表4
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Tab.36 第Ⅱ 区土錘法量表
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第6章 考 察

第6章 考察

1縄 文時代

 船戸遺跡の調査においては､本 県 とこれを取 り巻 く地域の縄文文化研究の進展 に際してきわめて

有意義かつ有効な､多 量で良好な資料を採取 し､蓄 積することができた｡し か し､本 次の報告書 に

は､そ れら良好な資料群に基づ く分析･考 察の成果は全 く反映することができなかった｡本 次に言

及できなかった数々の問題点 と､今 後早急に取 り組むべ き種々の課題等について整理 してお くこと

で､考 察に替えることとしたい｡

1)縄 文土器について

①土器全点のデータ整理 と定量的考察

 今次の船戸遺跡の調査において採集された縄文土器は､破 片点数でみると､第Ｉ 区､第Ⅱ区 合わ

せて数千点にのぼる｡担 当者の整理方法にも問題があったのだが､未 だにこれらの全容 を把握する

ことができていない｡整 理の出発点にたち戻 り､資 料の個別データを採取 し直し､あ るいは補完 し

て､1点 ずつ積み上げてい くという作業が､ま ず必要である｡

 それを踏まえて､型 式別･器 種別等の量的な比率や相対的な位置付けなどの定量的な把握に取 り

組む必要がある｡

② 出土地点･出 土層位の整理 と純粋 な遺物包含層の抽出

 本報告では､各 土器資料の3次元的な位置関係を明示することができていない｡ま た､遺 物包含層

の評価についても不十分な状態である｡主 に斜面堆積 という出土状態ではあるが､各 層の遺物内容

の比較が可能 となるような整理をおこない､よ り小単位に資料 を分類 しなければならない｡そ れに

よって､一 括資料的な資料群の有無を確かめる必要がある｡

 ③第Ｉ 区 と第Ⅱ区 の資料 の関係 について

 本報告では､便 宜的に第Ｉ 区と第Ⅱ区 との資料を終始完全に分離 して取 り扱ったが､両 調査区の

位置関係か らも自明なように､よ り親近性の強い資料群 として相互に位置づけを新たにしなければ

ならない｡こ れによらなければ､縄 文時代の船戸遺跡像には接近できない｡

④片粕 式土器 と北久根 山式土器､及 び伊吹町式土器 と西平式土器 について

 本編においては､非 常に関連の深い上記の土器型式について､特 に意図をもってどちらかを採用

してはいない｡し か し､従 来県内では未検出であったような土器 もい くつかみ られることか ら､九

州の土器型式 との直接的な交流にも配慮 しておかなければならない｡石 器にもあてはまることであ

るが､船 戸遺跡の資料群には九州系の要素が多分に見受けられる､と いう印象が強い｡
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2)石 器 について

①出土地点･層 位等の基礎 的整理の実施

 土器と同 じく､石 器に関しても､出 土地点･出 土層位等の整理を十分におこない､一 括資料 に類

するような資料群の抽出を試みることが必要である｡

②頁岩 を素材 とするスクレーパー製作過程 について

 本次の出土石器資料の中で､頁 岩製の石器･剥 片及び石核の全体に占める割合は無視で きるもの

ではない｡こ れら同一の石材 を素材 とする石器群に関 しては､接 合資料の確認を踏まえて､と りた

てて論ずる必要があると考えられる｡ま た､そ の製品に立脚 した生業活動の中身についても論及 し

なければならない｡

③土器型式 とリンク した石器文化 の波及 などについて

 上述 したように､船 戸遺跡の資料群からは九州系の要素が多分に見え隠れ している｡当 地域にお

ける九州系文化要素の受容の実体に迫るには､土 器型式 とセ ット関係 として石器群を捉える必要が

あり､ま た比較資料を多数渉猟することが前提 となる｡そ うして､縄 文時代の船戸遺跡集団像にま

で言及することが大きな課題である｡(曽 我)

2古 代･中 世

1)船 戸遺跡の古代･中 世

 船戸遺跡から検出された古代から中世にかけての遺構は､掘 立柱建物跡等､溝 跡､ピ ット群であ

る｡高 規格道路幅の部分的な調査であるため､遺 跡の全貌を把握することは困難である｡し か し船

戸遺跡は､中 筋川流域の古代から中世の様相 を掴む上で重要な位置を占めている｡

 船戸遺跡の調査成果 として､古 代では今回の調査区ではSR2等 の流路以外､遺 構は検出すること

がで きなかった｡し かしSR2･3及 び包含層から古代の遺物が出土 している｡そ れぞれの古代に属す

る遺物についての詳細は前述 したが､古 代前半の須恵器については幡多地域のなかで最 も多量に出

土 している｡遺 構 も掘立柱建物跡など当該期に存在 していたことは明確に言えるが､古 代後半か中

世前半の時期に削平された可能性が強い｡し か し8～9世紀にかけて､こ の地域の様相を掴む考古資

料は今回の出土遺物 しか存在 しない｡こ こでは､現 段階で船戸遺跡の古代 を語るには資料不足の感

があるが､特 に古代前半の須恵器についてと古代後半のSR2出 土遺物について若干の考察を加えて

いきたい｡

 中世については､近 年の中世都市研究で､津･泊･宿 の性格を帯びた遺跡の位置付けについて活

発に議論されている｡津･湊 の立地と交通体系に占める位置について､津･湊 の立地 としての自然
                                                             (1)

条件 として､潮 流･風 向 き･地 形や､そ の遺跡背後にある政治的･社 会経済的条件を挙げている｡

さらに中世の流通問題 に関 して地方市場の問題が取上げられ､他 地域から搬入された土器類が地方
                                (2)

市場 として機能 していたことの目安 とされている｡こ れらの視点から､船 戸遺跡の立地する自然

的･歴 史的環境 を含め検出遺構･出 土遺物の検討 を加 え､本 遺跡の位置付 け及びその性格を追及 し
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てい きたい｡(松 田)

2)古 代前半の須恵器 について

 第Ｉ 調査 区か ら得 た須 恵器片の総数 は3820点 余 りに上 り､そ の73.2%を 包含層所属 が占め､次 い

でSR2:19.5%､SR1:6.1%､ピ ッ トニ1.1%､SR3:0.1%の 順 である｡そ れ らの うち､底 径 あるい

は口径 を復原 し得 る180個 体 の例 では､約58%に 当る104個 体 に8世 紀前半か ら9世 紀 中葉 にか けての

形態要素が濃厚 であ り､こ の時期 に属 す遺物 点数の割合 は､実 際 には更 に多い もの と見 られ る｡包

含層 所属の須 恵器 に関 しては､既 に｢包 含層 出土遺物｣の 中で形態や胎質､焼 成 について整理す る

と共 に､特 徴 的な器物 を中心 に年代 観 を述べ ている｡各SRや ピ ッ ト出土の須 恵器類 も概 ね包含層出

土品の範疇 に収 まることか ら､こ こで は､器 種 ご とに復 原率の高い個体 を若干抽出 し､そ れ らの形

態 に関 して畿 内や太宰府な どの出土類器 と比較 し､編 年分期 との対照 を行 う｡

皿:Fig.37-4､Fig.47-5､Fig.57-5な どの ように斜 直あるいは外弯 した口縁 の端部 を上屈 する例

が多い｡こ の形態 は､早 くも平城宮Ⅱ 期の資料 中 に少見す るが､Ⅲ 期か らⅥ期 にかけて(8世 紀 中葉

～末 頃)類 例 を増す ｡Fig.57-11･12な ど､口 縁 に外傾 を強めて器高の低 下 を来たす ものは､平 安

京 Ｉ期以後(9世 紀)の 資料 に多 い｡

平底杯:体 部の外傾度が小 さいFig.57-22と 類似 す る例 は､平 城宮Ⅲ 期(8世 紀 第2四 半期 頃)の 資
 (3)

料 に見 られ る｡体 部 を30度 前後の外傾で斜直す るFig.47-16､Fig.57-23な どは､平 城宮Ⅵ 期(8世

紀末)の 資料 に近 い｡ま た､底 部 に各様 の丸味 を持 つFig.17-13～19は､平 城宮Ⅵ 期の長岡京左 京

南 一条三坊三町SD8903下 層 の資料等 に類似 要素 を小見す るに止 ま り､今 後の検 討 を要す る｡

輪高台付 き坏 ：器高 の高 いFig.47-26､Fig58-1･2は､陶 邑Ⅳ 形式1～2段 階(中 村浩編年:以 下同
 (4)

じ)の 形態 を具 え､8世 紀前半の製品 と見 られる｡こ れに続 く3段 階(8世 紀 第3四 半期 頃)の 特徴 は､

器高 を低 めに抑 え､外 底 の内寄 りに輪高台 を貼付す るFig.47-24､Fig58-7･8な どに見 られる｡外

底の縁辺 に輪高台 を貼付す る形態 は､第Ⅳ 形式4段 階(8世 紀第4四 半期 頃)以 後の特徴 であ り､口 縁

を外弯 す るFig.47-21･23や､口 縁 を直伸 するFig.58-28･29な ど､多 くの個体､破 片 を得 ている｡

体部 を強 く外傾す るFig.59-1は､Ⅴ 段 階の形態であ り､9世 紀 の製品 と見 られる｡

高坏:Fig.59-3の 一点のみ を得 てお り､浅 い皿状 の坏 身に短脚 を付 け､脚 端 を下屈す る｡近 似す る
                                  (5)

形態の早例 は､陶 邑栂地区70号 窯跡の灰原出土資料の 中に見 られるが､当 該器 との比較で は､器 高

に占め る脚部の割合が幾分増す ほか､口 縁外端 に一条沈線 を回 らし､脚 端 を屈下す る点で小異 を持

つ｡脚 部の長化 や脚端 の屈下 は､太 宰府跡SD2340な どの出土類器 で更 に顕著化す る点等 か ら､本 器

の年代 を､こ れ ら両例 に挟 まれた8世 紀前半前後 と推測す るが､更 に検討 を要す る｡

蓋:蓋 高の大 きい ものが多 く､陶 邑Ⅳ 型式1～3段 階(概 ね8世 紀第1～ 第3四 半期)の 特徴 を反映する

ものが主流 と見 られる｡ま た､円 圏状のつ まみ を付 ける仕様形態の高率が 目を引 く｡

壺:Fig.60-16･20の 長頸壺 片 は､同 一個体 に帰する と見 られ､8世 紀代 の製品であろ う｡Fig.60-
                                      (6)

23は 広口型折肩壺 の 口頸片 であ り､陶 邑光 明地 区の60号 窯(Ⅳ 型式1～2段 階)や 平城宮跡SD485(平
    (7)
城宮Ⅱ 期)の 資料 に類型が得 られ､8世 紀前半 ～中葉頃の製 品 と考 えられる｡Fig.48-1､Fig.60-19

は､外 折 した口縁 の端部 を外肥 す る長頸壺 片 で あ り､口 径値 の極近 い類 型器が 長岡京右京69次 調
         (8)

査･百 々遺跡Sk6901の 資料 に見 られ る点か ら､そ れ に近 い9世 紀中葉 頃の年代 が考 え られ る｡(武 吉)
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3)船 戸遺跡SR2出 土の土器 について-篠 窯鉢 を中心 に-

 SR2か らは約5300点 余 りの遺物が 出土 している｡土 師器､須 恵器､緑釉 陶器､黒 色土器､灰釉 陶

器､土 錘等であるが､こ こで注 目されるのは篠窯の須 恵器 である｡篠 窯須 恵器 の出土 はまれであ り､
                                     (9)

県内では船戸遺跡対岸に位置する風指遺跡から篠鉢が出土 しているのみでこの遺跡で第2例 目とな

る｡SR2は 古代 の包含層 か ら掘 り込 まれてお り､土 師器･須 恵器 は包含層遺物 と同一の ものが多 く､

包含層 か らの混 入の可能性 が高い｡篠 窯鉢 につ いては包含層 か らは確 認 されず､SR2の み か らの出

土 である｡こ こでは篠窯鉢 を中心 にSR2出 土遺物 につい て述べ てい きたい｡

①篠窯跡群の概要

 篠窯跡群は丹波(京 都府亀岡市篠町)に 所在 した須恵器窯である｡8世 紀中頃か ら11世紀前半頃ま

で操業 したと考えられてお り､洛 北窯跡群の後主に平安京に土器を供給 した窯群 として知 られてい
(10)ロ

る｡器 種 は坏､皿､碗､蓋 の供膳具 と壺､鉢 等の貯蔵､調 理具 を焼成 し､10世 紀段 階では須恵器 の

みではな く緑釉 陶器 も焼成 し供給 してい る｡昭 和51年 か ら約11年 間発掘調査が されてお り､編 年作

                                                                   ロ(11)
業 もなされている｡篠 窯製品の中で も鉢は九州地方､四 国西南部で出土 してお り､広 い範囲に製品
                                                                       (12)
が供給されていたことが確認されている｡こ こでは伊野･石 井氏の編年に添い船戸遺跡出土の鉢の

時期 にふれてい く｡

②船戸遺跡出土の篠窯鉢について

 SR2か らは篠窯 で焼 かれた鉢 の口縁部､体 部 を合わせ3点 出土(Fig49-3･4)し てい る｡口 縁部

は｢く｣の 字状 にな り端部 は玉縁状 に肥厚 す るタイプで､鉢Ⅱ 類 に属す る｡鉢Ⅱ 類 は篠窯製品 を特

徴付 ける器種で前述 した 口縁 部 をもち､底 部 はすべて糸切 りであ る｡篠 窯製品の 中で も鉢Ⅱ 類 は九
 　　　　(13)

州地 方､四 国西南 部で 出土 してお り､広 い範 囲 に製品 が供給 され てい た ことが確 認 されて いる｡

SR2の 鉢は口縁部の形態からみるとH期 に属する｡風 指遺跡は包含層からの出土で鉢の口縁部から体

部にかけて確認されている｡風 指遺跡の鉢は口縁部が｢く｣の 字に屈 曲せず､端 部は口縁部から直

線的に肥厚するＩ期 に属する｡船 戸の篠窯鉢は風指遺跡 より一段階古 く10世紀第二四半期に位置づ

けることがで きる｡

③その他の遺物

 船戸 遺跡 では土 師器 の皿､杯 がSR1･2､包 含層か ら多 く出土 してい る｡SR2は 前述 したが､遺 構

の掘 り込 み段 階で包含層遺物 が混入 した可能性 が高 いが､幡 多 地域 では風指遺跡 に次 いで古代 の遺

物 が まとまって出土 してお り､幡 多 の古代 を考 える上 で､良 好 な資料 を得 る ことがで きた｡形 態分

類 につ いては詳 しく後述す るが､坏 は底部が平坦 なタイプ､底 部外面 に輪高台 を張 り付 けたタイプ､

底部 が円盤状 を呈す る タイプの3形 態 に大別 で きる ものが出土 している｡中 にはFig45-14の ように

底部 内外面 に粘土紐 を渦巻状 に巻 いた痕が確認 で きる もの､底 部外面 に成形後 の切 り離 しの際 のヘ

ラお こし痕が残存 している もの もみ られ､土 器成形過程 を考 えてい く上 で良好 な資料 といえる｡篠

鉢 の他､搬 入品 としては黒色土器､緑釉 陶器､灰釉 陶器(Fig49-6～8)が あげ られる｡黒 色土器 は

内面 のみ黒色処理 した碗A類 である｡底 部 のみの出土で､外 面 には高 台 を貼付､内 面 には磨 きが施

され全体 に薄 いつ くりであ る｡包 含層か らも数点 出土 してい る｡口 縁部 のみで あるが､猿 投窯(黒

笹-90)で 焼 かれた灰釉 陶器の段皿が 出土 している｡緑釉 陶器で は底部 のみで あるが近江産 の製品
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が出土 している｡緑釉 陶器 の主要生産地 としては畿 内の洛北､洛 西､篠､近 江､東 海地方の猿投 が
         (14)

挙げられる｡SR2か らの緑釉 陶器はこの1点のみであるが､SR1と 包含層からは京都洛北窯産が数点､

第Ⅱ調査区では洛西窯産の皿が出土 している｡

 風指遺跡で も同様に黒色土器椀A類､篠 鉢､緑釉 陶器の碗､皿､耳 皿が数点出土 している｡緑釉

陶器は洛北､洛 西窯の製品で県内では最も多 く出土 してお り､遺 跡の概要､周 辺遺跡 との関連性か

ら河川祭祀､律 令体制下の管制の祭祀としての位置づけがなされている｡船 戸遺跡で も同様な遺物

が出土 してお り､ほ ぼ同時期に営まれていた もの と考えられる｡ま た当時珍重品であった篠鉢､緑

釉陶器等を10世紀を通 して取得で きた階級層がこの地域に存在 していたことが窺え､船 戸遺跡を含

め､周 辺遺跡に影響を与えていたと思われる｡(竹 村)

4)船 戸遺跡出土遺物の検討

①遺物の出土傾向

 古代･中 世 の遺物 では､土 師器､須 恵器､東 播系須恵器､瓦 器､貿 易 陶磁器､国 内産陶器､石 製

品､金 属 製品､木 製品等 が出土 してい る｡遺 構 としては､SB､ピ ッ ト､SR1は 中世でSR2は 古代 後

半 の時期 に考 える ことがで きる｡

 出土遺物 の総点数 は､破 片数 に して27461点 である｡そ の中で土器･陶 磁 器類 の総破片 数は26329

点で､各 遺構･包 含層 か ら出土 した土器破片数 データをTab37･38に まとめてい る｡

 出土遺物 の内容 としては､各 遺構･包 含層 共 に土師器類が最 も多 くその量 を占めてお り各遺構別

にその出土傾向の概要 を見 てい くことにす る｡SR1は､13世 紀 を中心 に流 れていた流路で､土 器･

陶磁 器類の他 に多量の木製品 も出土 してい る｡遺 構の性格上共伴す る同時期の製品 を抽 出す るこ と

は困難であ るが､土 師器 の供膳具 が最 も多 く次いで煮沸具 となる｡し か し下層 にはSR2が 同位置 に

流れ てい るため遺物混入 も認め られ､土 師器･須 恵器類の形態･手 法 を見 る と古代末 に位置づ け ら

れ るものが存在 する｡SR1で は､全 体 の出土破片 の8%を 占めるのみ の瓦器･貿 易陶磁･東 播系須恵

器か ら流路 の下限の年代 を推定 した｡

 SR2は､前 述 した とう りであるが､土 師器の供膳具が53%で 煮沸 具が33%の 破片数が 出土 してい

る｡土 師器で実測図 を掲載で きた ものの形態･手 法 を見 る と10世 紀前後 の ものが主体 である｡し か

し須恵器 も13%の 量が 出土 してお り8～9世 紀 の もの も混 ざっている｡注 目される点 は､篠 窯 製品が

搬入 されているこ とで､四 国西南部 では風指遺跡 と本遺跡 のみである｡掘 立柱建物跡 は､出 土遺物

が少 な くすべ て明確 な時期 を与えるこ とがで きない｡

 出土破片比率 を見 る と､土 師器が97%を 占めているが細片 が多 く特徴 も掴 めない ものが多い｡わ

ず か3%弱 の貿易 陶磁･瓦 器･国 産陶器 で時期 をお さえている｡

②土師器の形態分類

 SR2及 び包含層からの出土が多い土師器の供膳具 について､口 縁部や底部破片が多いが形態分類

を行 うことにより､瓦 器､貿 易･国 産陶磁器等の搬入製品から､各 遺構出土の土師器に時間的変遷

及びその特徴を抽出してみたい｡

 土師器は､す べて回転台成形の坏､皿､小 皿が出土 しており､大 きく底部形態の相違でA～C類 に
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大分類 を行 った｡A類 のみに関 して は､底 部 の切 り離 し手 法で細 分 した｡皿･小 皿 も口縁 部破 片が

多 く復元 口径 になるが､口 径の差 に よりⅠ ～Ⅴ 類 に分類 した｡

土 師器坏

A類 …底部が平坦な もので､ヘ ラ切 りをA-1類､回 転糸切 りをA-2類 とす る｡

B類 …底部 に輪高台 を張 りつけている もの｡

C類 …底部が円盤状高台 を呈する もの｡

土 師器皿

Ⅰ類… 口径 が17.5cm以 上 を測 る もの｡

Ⅱ類… 口径 が16cm以 上 を測る もの｡

Ⅲ類… 口径 が14cm内 外 を測る もの｡

Ⅳ類…口径 が12～13cmを 測る もの｡

土師器小 皿

Ｉ類…口径 が9cmを 測 るもの｡

Ⅱ類…口径 が7cm内 外 で､器 高 は1.5～1.8cmを 測 る もの｡

Ⅲ類…口径 が6cm内 外 で､器 高 は1cm内 外 を測 る もの｡

 以上簡単 に土師器の供膳具のみの形態分類 を行 ったが､既 に行 われ てい るこの地域の 中世土器研
                                       (15)

究 を援用 し各分類 した土師器 を見 てい くこ とにす る｡土 師器坏B･C類 に関 して は､風 指遺跡Ⅷ･Ⅸ

層 出土遺物 と形態･手 法が酷似 しているため9世 紀末か ら10世 紀初頭の時期 に押 さえるこ とがで き､

土師器坏 類 の中で最 も多 く出土 してい る｡土 師器坏A類 は､ヘ ラ切 りのA-1類 と糸切 りのA-2類 が

出土 しているが､そ の量 として はA-1類 が圧倒 的 に多い｡ヘ ラか ら糸切 りの変化 につ いては､土 佐
     ロ(16)                       (17)

中央部の国衙跡 やひびの きサ ウジ遺跡 で10世 紀後 半段 階で はヘ ラ切 りが認め られ ることや､そ の後

11世 紀前 半 には小 皿 に糸切 りが確認 で きる ことな ども合わせ考 えると坏 において も同時期 に糸切 り

が出現 してい ると考 え られる｡A-1類 は､10世 紀代 を通 して認め られ るもの と考 え られ る｡A-2類

は､11世 紀以降であるが細片が多いため明確 な時期 をお さえることはで きない｡

 皿 については､す べ て9世 紀か ら10世 紀代 に納 まるもの と考 え られる｡Ｉ 類 か らⅣ類へ と法量の縮

小 が認 め られ､縮 小 に伴 ない､時 期 的に新 しくなる｡小 皿 も同様 であるが､Ｉ 類 は底部 ヘ ラ切 りが

多 くⅡ･Ⅲ 類 は糸切 りであ る｡Ⅲ 類 につい ては､13世 紀 か ら14世 紀 にかけての時期 を考 えてお く｡

 SR1か ら出土 している土師器 は､坏A-1類(Fig36-1～3)､A-2類(Fig36-4)､B類(Fig36-5

～8) ､C類(Fig36-9～15)で ある｡土 師器類 を見 る と10世 紀段 階の ものが多いが､し か しその他

                                      ロ                                                 (18)
搬入品では和泉産の瓦器碗が埋土中層 から上層 にかけて出土 している｡和 泉型瓦器碗の編年で､
                                                              (19)Ⅲ -2･3とⅣ-1･2の 製 品でl3世 紀代 に位置付 け られる ものである

｡貿 易陶磁 は青磁 で龍泉窯系 の

碗 Ｉ-2類 か ら Ｉ-5･b類 が出土 しているが細片が多 い｡時 期的 には瓦器碗 とほぼ同時期 に考 えて も

可能である｡

 SR2出 土 の土師器 は､坏A-1類(Fig45-14～18)､A-2類 は存在 しない｡B類(Fig45-l9～

30)･C類(Fig45-31～42)が 最 も多 く出土 してい る｡さ らに小 皿が出土 してお らず､皿 は Ｉ～Ⅳ

類 が認め られ る｡搬 入 品では篠窯 の鉢 でH期 の製 品が出土 してい るこ とや､黒 色土器･灰釉 陶器の
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Tab.37 船戸遺跡出土土器破片比率 グラフ1

遺構別出土土器破片比率

SB･Pit出 土土器破片比率

SR1出 土土器破片比率

SR2出 土土器破片比率

-1 71-



Tab.38 船戸遺跡出土土器破片比率グラフ2

包含層出土土器破片比率

種類別出土土器破片比率
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        (20)

段皿(黒 笹-90)が 認め られ流路 としての性格 も含 めあわせ､概 ね9世 紀後半 か ら10世 紀前半の時期

が考 えられる｡

 掘立柱建物跡 は､土 師器 では細片 が多 く時期的 な ものまで言 及で きないが､SB4の 青磁劃花碗片

(Fig35-4)やSB8の 白磁Ⅸ 類 の皿(Fig35-9)､瓦 器碗(Fig35-8)を 見 る と､13世 紀 か ら14世 紀

初頭 にかけて建物跡が存続 しているこ とがわかる｡

4)中 筋川流域の中世集落出現の背景

 中筋川流域の遺跡群は､中 世寺院の香山寺を取 り巻 くように集落が展開 している｡香 山寺は､『長
       (21)

宗我部地検帳』にも記載され真言宗の金剛福寺に属 してお り､調 査 した船戸遺跡 をはじめ周辺の具

同中山遺跡･ア ゾノ遺跡･風 指遺跡等は｢足 摺領｣(金 剛福寺領)の 一部に含 まれている｡こ れらの

ことからも､中 世寺院である香山寺 と周辺に所存する中世集落 とは密接に関連 していることが窺い

知れる｡こ れら集落の出現背景について歴史的背景 も含め若干の予察をしていきたい｡
                                                        (22)

 古墳時代では､中 筋川上流域で宿毛市平田町に所存する平田曽我山古墳や高岡山古墳などの5世紀

前半代に位置付けられる古墳が造営されている｡こ れら古墳群 と､下 流域に存在する4～6世 紀にか

けての祭祀跡 との関係を考える必要がある｡船 戸遺跡でも祭祀遺物が出土 しているが､対 岸に位置
                                   (23)

する具同中山遺跡群では広 く祭祀遺物が検出されている｡下 流域の祭祀遺跡は､上 流域の古墳及び

それを生み出した集落の存在を考えていかなければならない｡中 筋川下流域の遺跡群は､少 な くと

も古墳時代以降上流域に存在 した地域基盤を背景に文化流入の門戸 としてひらかれていた場所 と考

えられる｡

 古代にはいると､律 令体制下の中村は幡多郡に属 し､『和名類聚抄』 をみると幡多郡は5郷からな

っており､中 筋川流域は山田郷にはいっている｡風 指遺跡の性格は､官 的祭祀施設の存在が考えら

れており､平 安時代においても古墳時代以来の伝統的な祭祀的様相が認められる地域 としておさえ

ることができる｡古 代から中世にかかる時期の中村は､も ともと国衙領で鎌倉初期には九条家の荘
                                                  (24)

園となっている｡こ の荘園は､『金剛福寺文書』によると1237年 には既に成立しており､九 条家から

1250年 には一条家へ譲渡されている｡

 船戸遺跡の対岸 に位置する具同中山遺跡群は､県 内で最 も多 く12～13Cに かけての貿易陶磁器や

瓦器が出土 している｡こ の時期は､具 同中山遺跡で最 も多 く建物跡を検出してお り､九 条家から一

条家領 として発展 した時期 と重なる｡仮 に｢荘 倉｣的 な機能 を持ち合わした集落として考えると､

その機能を支えた人間こそ貿易陶磁を取得で きた層である｡ま たその中で平安時代末から鎌倉時代

の中筋川下流域では､ア ゾノ遺跡や具重遺跡などの小集落 も存在するが具同中山遺跡が中心的集落

であることがわかる｡

 古墳時代か ら中世にかけて､下 流域の遺跡群が存在する背景のひとつには､地 理的に四万十川か

ら支流の中筋川にはいるという交通手段の結節点として位置付けることができる場所 と考えている｡

古墳時代以来上流域に所存する遺跡群は､畿 内を中心 とした地域 と密接な関係が考えられる｡畿 内

地方 との交通手段を考えると､外 洋から四万十川に入 りさらに中筋川 という水運ルー トを頻繁に利

用 していたと推定で きる｡中 筋川水系は､幡 多郡の中で も広い平野部を有 してお り､中 筋川 も下流
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                                                   (25)

域から中流域まで高低差が少ないため四万十川か らの逆流現象が起こる｡川 船利用には適 した条件

を備えているが､し かし河川氾濫 とい う自然災害 も出てくる｡こ れらのことから古墳時代には､河

神に係わる祭祀が共同体の中で頻繁に行われ､そ の後古代国家の形成 と共に祭祀権 も権力によって

掌握 され形骸化されてくるが､中 村地域の中では重要な場所 として位置付けられている｡中 世にお

いても､古 代以来の経済基盤に支えられた流通ルー トにのって､中 筋川中･上 流域に存在する集落

の結節点として､中 世集落が発展 してくるのではないかと考えられる｡

5)船 戸遺跡の性格 とその役割

 船戸遺跡の名称で も推察で きるが､調 査地点は｢船 戸｣の 小字 を持ち中筋川 を西から包み込む小

さな入江のような地形をしている｡出 土遺物の中で石製の碇が出土 したことで､地 形､地 名､環 境

から見て中筋川を往来する川船の停泊地のような役割をはたした遺跡 と考えた｡出 土遺物から見る

と古代､中 世前期､戦 国時代 に盛行 した時期 を押 さえることができる｡

 古代では8世紀後半を中心とした須恵器が出土 してお り､中 筋川流域でこの時期の須恵器がまとま

って出土 したのは初めてである｡馬 家や津などの交通施設 と郡衙の関係について､郡 衙や別置 され

た館･厩 家 と見 られる遺跡は河川の縁辺に位置する例が多 く､渡 しや津に関わる宿泊･供 給の役割
                            (26)

も重視されていた点を山中敏史氏が指摘されている｡船 戸遺跡の北側2キ ロの場所には､足 利健亮氏
                                        (27)

の想定 した四国環状路 と延歴廃駅配置の｢馬 越｣の 地名が残る場所がある｡四 国環状路の中村周辺

では､四 万十川を必ず渡 らなければならず渡 しの場所の必要性が考えられる｡仮 にその場所が船戸

遺跡であるとすれば､風 指遺跡で考えられている官的祭祀行為やその後具同中山遺跡群等の中世集

落展開の基となる歴史的背景 を推察することができる｡

 中世の船戸遺跡は､調 査 した範囲が限 られているため遺跡の全貌は把握できないが､遺 構のなか

で掘立柱建物跡や､建 物跡 として復元で きない多数のピット群 を検出 している｡掘 立柱建物跡は､

小規模な1間×2間のものでその他 ピット群にしてもブロックで集中して検出している｡こ れらの遺

構の検出状況 を考えると､時 期は明確にで きないが簡単な施設が存在 していた可能性を示 している｡

遺跡の性格を推察するには時期尚早であるが､出 土遺物の中で石碇は形状や重量から川船に使用 さ

れたものと考えられ､そ の他にも商品 として瓦器製品や貿易陶磁などが出土 していることや､下 流

に隣接 して存在する具同中山遺跡やアゾノ遺跡の集落で大量の瓦器･貿 易陶磁が出土 していること

と併せて考えてみても､鎌 倉時代商品流通に関わった遺跡であることは指摘できる｡(松 田)
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写 真 図 版





PL.1

船戸遺跡遠景(香 山寺山頂より)

第Ｉ区調査前近景(東 より)



PL.2

第Ｉ区航 空写 真(ピ ッ ト､SB､SR1完 掘)

第Ｉ区SB1･2･3､ピ ッ ト群完掘 状 態(南 よ り)



PL.3

第Ｉ区SB4･5･6､ピ ッ ト群､SRl完 掘 状 態(西 よ り)

第Ｉ区SB､ピ ッ ト群完掘状態(東 より)



PL.4

SR2完 掘状態(東 より)

SR3完 掘状態(東 よ り)



PL.5

第Ｉ区南北セクション

SR1･2セ ク シ ョ ン



PL.6

縄文後期土器(深 鉢)出 土状態

縄文後期土器(鉢)出 土状態



PL.7

縄文後期土器(注 口土器)出 土状態

縄文後期土器(深 鉢)剥 片出土状態



PL.8

縄文後期土器(深 鉢)出 土状態

縄文晩期土器(浅 鉢)出 土状態



PL.9

第Ｉ区出土縄文土器

同 上



PL.10

第Ｉ区出土縄文土器(外 面)

同 上(内 面)



PL.11

第Ｉ

･Ⅱ区 出土縄文土器



PL.12

第Ｉ区出土縄文土器

同 上



PL.13

第Ｉ区出土縄文土器

第Ｉ区出土石器(縄 文時代)



PL.14

第Ｉ区古墳時代 高坏脚部出土状態

同 上



PL.15

第Ｉ区古墳時代 高坏脚部出土状態

第Ｉ区古墳時代 甕底部出土状態



PL.16

第Ｉ区古墳時代 甕出土状態

第Ｉ区古墳時代 勾玉出土状態



PL.17

第Ｉ区甕



PL.18

第Ｉ区鉢･甑



PL.19

第Ｉ区高坏･鉢　 SR2出 土遺物



PL.20

第Ｉ区高坏 SR2･包 含層 出土遺物



PL.21

第Ｉ区壺･高坏･手 捏ね土器･土 製模造鏡



PL.22

第Ｉ

･Ⅱ区 甕･勾 玉･土 錘



PL.23

土師質土器 青磁碗

備前擂鉢 石碇

SR1　 瓦器碗 SR1 瓦器碗(墨 書)

SR1　 瓦器碗 SR1 瓦器碗､木 製品

ピット､SR1遺 物出土状態



PL.24

土師器杯 土師器

漆器 人形

曲物 籠

漆器 籠

SR1遺 物出土状態



PL.25

籠 下駄

下駄 呪符

SR1木 製品出土状態



PL.26

SRl須 恵器甕 SR1須 恵器鉢(東 播磨系)

SR2 土師器､須 恵器坏 SR2 土師器坏､須 恵器鉢

SR2 須恵器坏 SR2 須恵器蓋

SR2 土師器､坏､須 恵器壺 SR2 須恵器鉢(京 都篠窯)

SR1･2遺 物出土状態



PL.27

SR1･2出 土 遺物



PL.28

SR2出 土遺物



PL.29

SR2包 含層出土遺物



PL.30

土師器坏 土師器坏

土師器坏 須恵器坏

須恵器坏 須恵器蓋

須恵器長頸壺 青磁

第Ｉ区包含層遺物出土状態



PL.31

包含層出土遺物1



PL.32

包含層出土遺物2



PL.33

SR1 出土籠一1 SR1 出土籠一2

Fig.40

SR1出 土木製品1



PL.34

Fig.40 木 製 品 Fig.43 木 製 品

Fig.41箸 Fig.44 木 製 品

SR1出 土木製品2



PL.35

裹

Fig.42-2 下 駄 表

裹

裏

Fig.42-3 下 駄 表
Fig.41-16～20漆 器16～18･曲 物l9･20表

SR1出 土木製品3



PL.36

ピッ ト群 出土遺物

Fig.45

Fig.35-11　 砥 石 Fig.52-12 古 銭

Fig.35 SB出 土 遺物 Fig.35-l0　 貿 易陶磁 器

SB･SR2出 土 遺 物



PL.37

同左(内 面) 同左(内 面)

貿易陶磁器(外 面) ピッ ト群出土遺物(外 面)



PL.38

同左(外 面) 同左(外 面)

Fig.36　 土 師器(内 面)
Fig．36　 土 師器(内 面)

SR1出 土遺物l



PL.39

Fig.37　 須 恵器 Fig.37　 須恵器･瓦 質土器(外 面) 同左(内 面)

Fig.36　 土 師器
Fig.37　 須 恵器

SR1出 土遺物2



PL.40

Fig.38-l2 瓦 器(墨 書)

Fig･38　 瓦 器 Fig.37-12　 須 恵器

Fig.39　 貿 易 陶磁 器
Fig.39 土 錘

SR1出 土遺物3



PL.41

Fig.45　 土 師器
Fig.45　 土 師器

Fig.45　 土 師器
Fig.45　 土 師器

SR2出 土遺物1



PL.42

Fig.46　 土 師器 Fig.47-5～8､Fig.48-1　 須 恵 器

Fig.46　 土 師器 Fig.47 須 恵 器

SR2出 土遺物2



PL.43

Fig.47 須恵器(外 面) 同左(内 面)

Fig.47 須恵器(外 面) 同左(内 面)

SR2出 土遺物3



PL.44

Fig.49　黒色緑釉･灰釉 陶器(外 面)  同左(内 面) Fig.49 土 錘

同左(内 面)
Fig.49　 須 恵器

Fig･49 須恵器(外 面)
Fig.48 須 恵 器

SR2出 土遺物4



PL.45

Fig.65 (内 面)
同上(外 面)

Fig.66 (内 面)
同上(外 面)

第Ｉ区包含層出土遺物1



PL.46

Fig.53 土師器(外 面) Fig.53 土師器(外 面)

同上(内 面)

Fig.53　 土 師器(内 面)
第Ｉ区包含層出土遺物2



PL.47

Fig.57 須恵器(内 面) 同上(外 面)

Fig．56　 土 師器

Fig．55　 土 師器
第Ｉ区包含層出土遺物3



PL.48

Fig.54 土 師 器 Fig.53･54 土 師 器

Fig.54　 土 師器

Fig.53　 土 師器
第Ｉ区包含層出土遺物4



PL.49

Fig.59 (須 恵 器)
Fig.59 (須 恵 器)

Fig.58 (内 面)
同上(外 面)

第Ｉ区包含層出土遺物5



PL.50

Fig.62 須 恵 器
Fig.6l　 須 恵器

Fig.60 須恵器(内 面) 同上(外 面)

第Ｉ区包含層出土遺物6



PL.51

Fig.64 須 恵 器 Fig.65 灰釉 陶器･黒 色 土器･瓦 器

Fig.65　緑釉 陶器

Fig.6　l須 恵器
第Ｉ区包含層出土遺物7



PL.52

Fig.67 貿易陶磁器(内 面) 同上(外 面)

Fig.67 貿易陶磁器(内 面)
同上(外 面)

第Ｉ区包含層出土遺物8



PL.53

Fig.68 土 錘 Fig.68 近世陶磁器(内 面) 同左(外 面)

Fig.67 貿易陶磁器(内 面)
同上(外 面)

第Ｉ区包含層出土遺物9



PL.54

第Ⅱ区 近景(南 より)

第Ⅱ区 近景(南 東よ り)



PL.55

第Ⅱ区 東西ベル ト土層断面(南 より)

第Ⅱ区 南北ベル ト土層断面(東 より)



PL.56

第Ⅱ区縄文時代土層断面(南 より)

第Ⅱ区縄文時代土層断面(南 より)



PL.57

縄文後期土器(深 鉢)出 土状態

縄文後期土器(浅 鉢)出 土状態



PL.58

縄文後期土器(深 鉢)出 土状態

縄文後期土器(注 口土器)出 土状態



PL.59

縄文後期土器(深 鉢)出 土状態

縄文後期土器(深 鉢)･石 棒出土状態



PL.60

石鏃出土状態

石器(石銛)出 土状態



PL.61

第Ⅱ区 出土縄文土器(外 面)

同 上(内 面)



PL.62

第Ⅱ区 出土縄文土器(外 面)

同 上(内 面)



PL.63

第Ⅱ区 出土縄文土器(外 面)

同 上(内 面)



PL.64

第Ⅱ区出土縄文土器(外 面)

同 上(内 面)



PL.65

第Ⅱ区出土縄文土器

第Ⅱ区出土石器(縄 文時代)



PL.66

第Ⅱ区古墳時代出土状態1



PL.67

第Ⅱ区古墳時代出土状態2



PL.68

第Ⅱ区古墳時代出土状態3



PL.69

第Ⅱ区古墳時代出土状態4



PL.70

第Ⅱ区古墳時代出土状態5



PL.71

第Ⅱ区古墳時代出土状態6



PL.72

第Ⅱ区古墳時代出土状態7



PL.73

第Ⅱ区古墳時代出土状態8



PL.74

第Ⅱ区 甕･鉢･甑



PL.75

第Ｉ

･Ⅱ区 弥生土器壺･須 恵器甕･古 式土師器壺･鉢



PL.76

第Ⅱ区 器台･高坏･鉢



PL.77

第Ⅱ区古代･中 世包含層出土遺物1



PL.78

第Ⅱ区古代･中 世包含層出土遺物2



付 編

船戸遺跡における自然科学分析

パ リノ･サ ー ヴェイ株式会社

は じめ に

 船戸遺跡(高 知県中村市森沢に所在)は､四 万十川の支流の一つの中筋川沿いに広がる中筋平野

に位置する｡本 遺跡は､縄 文時代後期の土器･石 器､古 墳時代～中世の遺構･遺 物などが検出され

ている｡高 知県内では､山 中ほか(1992)･中 村(1965)な どにより､高 知平野において花粉分析

結果により古植生の変遷が検討 されている｡し かし､四 万十川流域では調査研究例がな く､植 生変

遷史が明らかにされていない｡そ こで､今 回の自然科学分析調査では､縄 文時代後期～近世におけ

る遺跡周辺の古植生を検討するために花粉分析をおこなった｡

 また､縄 文時代後期の剥片などの岩石名 を明らかにするために､岩 石薄片作製鑑定を行 うととも

に､平 安時代の須恵器などの土器 を対象 にして胎土の鉱物組織･組 成を明らかにし､土 器の焼成温

度や素材 となる粘土の原産地に関する資料を得るために､胎 土薄片作製鑑定を行った｡

1.花 粉分析

(1)試 料

 本遺跡の層序 は､下 位 よりJ層･Ⅶ ～Ⅲ 層 に分層 されてい る｡J層 は調査 区東端 にみ られ､暗 灰 黄

色礫混 じ り粘土質 シル ト～砂混 じりシル トが地 山地形の傾斜 に沿って堆積す る｡Ⅶ ～Ⅲ 層 の層相 は､

Ⅶ層が黒褐色砂･礫 混 じりシル ト､Ⅵ～Ⅲ 層が灰色 ～灰褐色砂 質シル トであ る｡発 掘調査 の結果､J

層で縄文 時代後期の遺物､Ⅶ 層下部で縄 文時代晩期 の遺物､Ⅵ層 で4世 紀 の遺物､Ⅴ 層 で､4～9世 紀

の遺物､Ⅳ 層で10～15世 紀 の遺物､Ⅲ 層 で近世水 田跡がそれぞれ検 出されている｡

 花粉分析試料 は､Ⅱ区 南北ベ ル ト(A-A')か らⅥ ～Ⅲ層 を対象 に15点(上 位 よ り試料番号1～15)､

東西ベル ト(B-B')か らJ層 を対象 に5点(上 位 よ り試料番号16～20)の 合計20点 である(図1･2)｡

(2)分 析方法

 湿重約10gの 試料 につ いて水酸化 カ リウム(KOH)処 理､重 液分離(臭 化亜鉛､比 重2.2)フ ッ化

水素(HF)処 理､ア セ トリシス処理 の順 に物理･化 学 的な処理 を施 して､試 料 か ら花粉･胞 子化石

を分離･濃 集す る｡処 理後 の残渣 をグリセ リンで封入 して プレパ ラー トを作 製 した後､光 学顕微 鏡

下で プ レパ ラー ト全面 を走査 しなが ら､出 現す る全 ての種類(Taxa)に つい て同定･計 数 を行 う｡

結果 は同定･計 数結果の一覧表 として表示 する｡表 中で複数の種類 をハ イフォン(-)で 結 んだ も

の は､種 類 間の区別が困難 な ものである｡
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図1 試料採取地点

図2 試料採取地点の土層断面および試料採取層位
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(3)花 粉化石の産状

 結果は､表1に 示す｡花 粉化石は保存状態が悪 く､外 膜が溶けて薄 くなっていたり､壊 れていたり

する｡各 試料 を通 じて､花 粉化石が統計的に扱 えるほど検出されず､シ ダ類胞子が多産する｡検 出

される種類は､木 本花粉が10種 類､草 本花粉が4種類､シ ダ類胞子が2種類の合計16種 類である｡

(4)考 察

 今回､分 析試料中から検出された花粉･胞 子化石は､遺 跡周辺 に生育 していた母植物に由来 して

いると考えられる｡検 出された種類の中でミズワラビ属が水生植物の一つであることから､周 辺流

域の水湿地にはミズ ワラビ属が生育 していた可能性 もある｡し か し､花 粉化石の保存状態が悪 く､

しかも検出個体数 も統計的に扱えるほどのものでない｡一 般的に花粉化石は､種 類 により腐蝕 に対

する抵抗性が異なるとされてお り､針 葉樹の花粉やシダ類胞子の方が広葉樹の花粉 と比較 して分解

し難いとされている(中 村､1967)｡ま た､落 葉広葉樹の花粉の大半に風化の痕跡がみられるならば､

その試料は花粉分析に不適であるとされている(徳 永･山 内､1977)｡こ れらのことを考えると､今

回の花粉分析結果は､遺 跡周辺の植生を充分に反映 していないと考えられる｡し たがって､縄 文時

代後期･晩 期～近世における調査地点周辺地域の古植生を検討することは差 し控える｡

表1． 花粉分析結果
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2.岩 石薄片作製鑑定

(1)試 料

 試料は､縄 文時代後期の剥片5点(試 料番号1～5)で ある｡そ の中で試料番号3は石鏃の未製品で

はないかと考えられている｡

(2)方 法

 顕微 鏡観察 を行 うために試料 をダイアモ ン ドカ ッターで切 断 し､30μmの 厚 さに研磨 して薄片 を

作 製する｡作 製 された薄片 プ レパ ラー トを偏光顕微鏡下 において､鉱 物組織･組 成 を観察 した｡

(3)顕 微鏡観察結果

･試 料番号1:シ ル ト岩

岩石の組織

 砕屑状組織(clastic texture)を 示 す｡基 質の粘土は雲母鉱物･珪 長質鉱物等 に変質 している｡

砕屑 片(鉱 物片)

 斜長石 ：少量存在 し､粒 径0.17～0.04㎜ の他形粒状で集片双晶がみ られる｡曹 長石質である｡

 カリ長石 ：少量存在 し､粒 径0.13～0.03㎜ の他形粒状で､灰 色 に汚染 されてい るものがある｡

 石英 ：少量存在 し､粒 径0.2～0.02㎜ の他形破片状 を示す｡

基質

 粘土:基 質 を構成す るが､二 次的 な雲母鉱物(黒 雲母)や 微細 な珪長質鉱物 に変質 し､弱 い変成

  作用 を受 けてい る形跡 がみ られ る｡

変質鉱物

 斜長石:少 量 ～中量存在 し､粒 径最大0.02㎜ の他形粒状 を呈す る｡基 質 を交代 してい る

 石英:少 量 ～中量存在 し､粒 径最大0.03㎜ の他 形粒状 を呈す る｡基 質 を交代 し､微 粒集合状 で斜

  長石 と共生 してい る｡

 黒雲母:中 量存 在 し､粒 径 最大0.03㎜ の他形微粒状 集合 を作 り､淡 褐色 ～褐 色 の色調 を呈す る｡

  基質 を交代 してい る｡

 緑簾石:少 量存在 し､粒 径最大0.05㎜ の他形柱状･粒 状 を呈す る｡

 不透明鉱物 ：少量存在 し､粒 径最大0.07㎜ の他形粒状 を示 す｡

･試 料番号2： 泥岩

岩石の組織

 砕屑状組織(clastic texture)を 示す泥岩｡大 型 の砕屑片 は含 まれない｡

鉱物片

 斜長石:少 量存在 し､粒 径最 大0.05㎜ の他形粒状で曹長石 質であ る｡セ リサ イ ト化作用 を受 けて

  い る｡

 石英 ：少量存在 し､粒 径最大0.04㎜ の他形破片状 を示す｡
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 黒雲母:少 量存在 し､粒 径最大0.07㎜の他形板状を呈 し､淡 色化 している｡無 色～褐色の多色性

  を示す｡

 不透明鉱物:少 量存在 し､粒 径最大0.07㎜の他形不規則粒状 を示す｡

基質

 粘土:多 量存在 し､岩 石の主要部を構成する｡淡 褐色を示す非晶質粘土鉱物で､上 記の鉱物片 を

  含む｡

変質鉱物

 ゼオライト:微 量存在 し､粒 径最大0.05㎜の他形柱状 を呈し､斜 長石片を交代する｡

 ゼオライ ト脈:微 量存在 し､脈 幅最大0.12㎜である｡脈 を構成するゼオライ ト鉱物は半 自形柱状

  を呈 し､一 部に双晶がみられる｡な お､ゼ オライ トの鉱物種の識別 にはX線 回析による同定が

  必要である｡

 水酸化鉄脈:微 量存在 し､脈 幅最大0.02㎜ の薄脈で､光 学的に非晶質で､褐 色の水酸化鉄で構成

  される｡

･試 料番号3： 砂質泥岩

岩石の組織

 砕屑状組織(clastic texture)を 示す｡変 質鉱物 としてゼオ ライ トが生成 している｡

砕屑片(鉱 物片)

 斜長石:少 量存在 し､粒 径最大0.23㎜ の他形破 片状 粒状で集片双 晶がみれれ､一 部 はゼ オライ ト

  化 している｡

 カリ長石 ：少量存在 し､粒 径最大0.2㎜ の他形破片粒状 を呈す る｡

 石英:少 量存在 し､粒 径最大0.18㎜ の他形破片状 を示す｡

 黒雲母:微 量存在 し､粒 径最大0.05㎜ の他形板状 を呈 し､淡 褐色～濃褐色 の多色性が著 しい｡

 ジル コン:微 量存在 し､粒 径最大0.08㎜ の他形破片粒状 を呈す る｡

基質

 粘土:多 量存在 し基 質 を構成す る｡非 晶質粘土鉱物であ る｡

変質鉱物

 ゼオ ライ ト:少 量存在 し､粒 径最 大0.04㎜ の半 自形柱状 を呈 し､斜 長石 を交代 す る｡斜 消光 し､

  (-)の 伸長性 を示す｡光 学性 はスチルバ イ トを類似 するが､ゼ オ ライ トの鉱物種 の識別 にはX

  線 回析 による同定が必要である｡

 ゼオライ ト脈:少 量存在 し､脈 幅最大0.3㎜ であ る｡脈 を構成 するゼオライ ト鉱物 は半 自形～他形

  柱状 を呈 し､上 記 の斜長石 を交代す るゼ オライ トと同質 の光学性 を有 している｡

 試料番号4:シ ル ト岩

岩石 の組織

 砕屑状組織(clastic texture)を 示す｡基 質の粘土 は雲母鉱物等 に変質 してい る｡
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砕屑片(鉱 物片)

 斜長石:少 量存在 し､粒 径最大0.47㎜ の他形破片状粒状 で集片双晶がみ られる｡曹 長石質である｡

 カ リ長石 ：少量存在 し､粒 径最大0.2㎜ の他形粒状で一部はセ リサ イ トに交代 されている｡

 石英:少 量存在 し､粒 径最大0.18㎜ の他形破片状 を示 し､波 状消光す る｡

 黒雲母:少 量存在 し､粒 径最大0.31㎜ の他形板状 を呈 し､淡 褐色 ～濃褐色 の多色性が著 しい｡

 白雲母:微 量存在 し､粒 径最大0.15㎜ の半 自形板状 を呈 する｡

基質

 粘土:中 量存 在 し､基 質 を構成す る｡二 次的 な雲母鉱物(黒 雲母)に 変質 し､弱 い変成作用 を受

  けている形跡がみ られる｡

変質鉱物

 斜長石:少 量 ～中量存在 し､粒 径最大0.02㎜ の他形粒状 を呈す る｡基 質 を交代 してい る｡

 黒雲母:中 量存在 し､粒 径最大0.05㎜ の他 形微粒 状･繊 維状集合 を作 り､淡 褐 色～褐色の色調 を

  呈する｡基 質 を交代 している｡

 セ リサイ ト:微 量存在 し､粒 径最大0.15㎜ の繊維状 を示 す｡

 化石:微 量存在 し､粒 径最大0.3㎜ の球状 を呈す る｡

･試 料番号5:シ ル ト岩

岩石の組織

 砕屑状組織(clastic texture)を 示す｡基 質 の粘土 は雲母鉱物 に変質 している｡

砕屑片(鉱 物片)

 斜長石 ：少量存在 し､粒 径最大0.15㎜ の他形破 片状粒 状･柱 状 で集片双 晶がみ られ る｡曹 長石質

  である｡

 カリ長石:少 量存在 し､粒 径最大0.13㎜ の他形粒状 を呈す る｡

 石英 ：少量存在 し､粒 径0.18㎜ の他形破片状 を示す｡一 部 は微晶 に再結 晶 した組織がみ られる｡

 黒雲母 ：少量存在 し､粒 径最 大0.2㎜ の他 形板状 ～紐状 を呈 し､淡 褐色 ～濃褐 色の多色性 が著 し

  いo

 白雲母 ：微量存在 し､粒 径最大0.14㎜ の他形葉片状 を呈す る｡

基質

 粘土 ：基質 を構成 するが､二 次 的な雲母鉱物(黒 雲母)に 変質 し､弱 い変成作用 を受 けてい る形

  跡 がみ られ る｡

 炭質物:少 量存在 し､粒 径最大0.25㎜ の暗褐色他形 シーム状･ク ロッ ト状 で層理 に平行 する｡

変質鉱物

 黒雲母:中 量存在 し､粒 径最大0.02㎜ の他形微粒交代状 を呈 し､淡 褐色 ～褐色 の色調 を示 して基

  質 を交代 している｡
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(4)剥 片 の岩種 について

 四国のほぼ中央部 を東西に走る仏像構造線の南側の地帯 を四万十帯､こ の地帯に分布する地層群

を四万十累層群 と呼んでいる｡四 国西部の四万十帯は宿毛一中村 を結ぶ中筋構造線を境 として､北

側 を主に白亜系が分布する北帯に､南 側を主に古第三系が分布する南帯に区分 されている｡四 万十

累層群の地層は主に砂岩･シ ル ト岩･泥 岩で構成されるタービダイ トで､一 部に緑色岩類 と層状チ

ャー トを伴っている｡こ れらの地層には大型化石が乏 しいため､地 層区分や時代対比は困難であっ

たが､最 近は微化石層序学の進歩に伴い､そ の全容が明らかにされるようになってきた｡

1) 剥片に使用 している岩種は､シ ル ト岩･泥 岩･砂 質泥岩で､中 村市周辺に広 く分布 してい

   る四万十累層群 を構成する堆積岩類 とみなすことがで きる｡し か し､北 帯･南 帯のいずれ

   に属するかは明らかではない｡

2) シル ト岩は弱い変成作用 を受け､基 質が変質 し､雲 母鉱物(大 部分は黒雲母)が 生成され

   ている特徴 を有する｡鉱 物片 として石英が多 くみられ､ま た､基 質には雲母鉱物が生成さ

  れているため､緻 密で比較的堅硬な岩質となっている｡今 回は剥片を対象としたが､石 材

   はこのような物理性を利用 した石器に用いられたものと考えられる｡

3) 泥岩･砂 質泥岩は緻密な基質を有 し､層 理に平行な鉱物の配列がみられる｡従 って､い わ

  ゆる粘板岩 と同様に､薄 片状の切片が得 られ易い岩質を有 している｡本 岩の場合はこのよ

   うな岩石の特性を利用することにより､石 器製作が容易であることが原料 として選択 され

  た理由と考えられる｡

3.須 恵器等の薄片顕微鏡観察

(1)試 料

 試料 は､平 安時代 の須 恵器 な どの土器5点(試 料番号1～5)で ある｡試 料番号1･2･4は 須恵器

(器種不明)､試 料番号3は 瓦器 と思 われる土器､試 料番号5は 黒色土器である｡

(2)方 法

岩石薄片作製鑑定 と同様である｡

(3)結 果

･試 料番号1:須 恵器

鉱物片

 石英:中 量存在 し､粒 径0.04㎜ ～0.8㎜ の他形破片粒 状 を呈す る｡鉱 物片内部 に高温焼成で生 じた

  クラ ックがみ られ､ク ラ ックに沿って溶融 した組織 が観察 される｡

 カリ長石:微 量 ～少量存在 した と推定 されるが､高 温焼 成 によ り溶化 し､残 晶はみ られ ない｡溶

  化状態か ら推定 される鉱物の粒径 は､最 大0.5㎜ 程度であ る｡

 斜長石(曹 長石):少 量存在 し､粒 径最大0.5㎜ の他形粒状 を呈 す｡斜 長石 の大部分 は高温焼成 を

  受 けたため､非 晶質化 し､針 状 のムライ トを生成 しているが､一 部 に残 晶が認 め られ､集 片双
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  晶が み られ る｡

 ジル コン:き わめて微量存在 し､粒 径最大0.05㎜ の半 自形破片状 を呈す る｡

 不透明鉱物:微 量存在 し､粒 径0.1㎜ の他形粒状 を示 し､基 質中 に点在す る｡

岩片

 石英片岩:少 量存在 し､粒 径 最大2.2㎜ の角礫状 を呈す る｡波 状 消光の著 し く､定 向配列す る石英

  で構成 されてい る｡

 チ ャー ト:微 量 ～少量存在 し､粒 径 最大0.3㎜ の亜角礫状 を呈す る｡微 晶質石英 の集合体で構成 さ

  れている｡

 泥岩:微 量存在 し､粒 径0.2～0.4㎜ の亜円礫状 ～亜角礫状 を呈 し､一 部 は非晶質､一 部は微細 な珪

  長質鉱物 に変質 している｡

基質

 中量存在 し､粒 径0.03㎜ 以 下の石英破片粒 と粘土で構成 されるが､粘 土 は高温焼成 され､非 晶質

化 または溶化 してい るため､本 来の光学性 を示す もの は認め られ ない｡基 質 の色調 は淡褐色で､中

程度の配向性 を示 し､淘 汰性 は不良であ る｡

高温鉱物

 ムライ ト:高 温で焼成 され､主 として斜 長石(曹 長石)か ら長 さ0.02㎜ 以下の針状 ムライ トが生

  成 されている｡ム ライ トの生成状況 は針状結 晶の長 さが短 く､生 成密度 も粗であ る｡お そ らく､

  1,200℃ ±の焼成温度 であ ろうと推定 される｡

 溶化 ガラス ：少量存在 し､カ リ長石･基 質中に円形 を示 している｡

･試 料番号2:須 恵器

鉱物片

 石英:中 量存在 し､粒 径0.05～0.6㎜ の他形破 片粒状 を呈す る｡一 部の石英 は波状消 光が著 しい｡

  しば しば高温焼成 による クラ ックが存在 し､溶 融組織がみ られる｡

 カ リ長石:少 量存在 し､粒 径最 大0.25㎜ の他形粒状 を呈す る正長石 であ る｡カ リ長石粒外縁 の劈

  開に沿って溶融 した組織 がみ られる｡

 斜長石 ：微量 ～少量存在 し､粒 径最大0.17㎜ の他 形破 片粒状 を呈す る｡集 片 双晶が み られ るが､

  ムライ ト化･ガ ラス化な どの加熱変化はみ られない｡

 黒雲母:き わめて微量存在 し､粒 径最大0.1㎜ の他形長柱状 を呈す る｡褐 色 を呈するが､多 色性 は

  きわめて弱 い｡

 緑簾石:微 量存在 し､粒 径最大0.05㎜ の他形粒状 を呈する｡

 不透明鉱物:微 量存在 し､粒 径最大0.07㎜ の他 形粒状･長 柱状 を呈 する｡長 柱 状 を呈す る ものは

 黒雲母か らの変質物 とみ られる｡

岩片

 チャー ト:少 量存在 し､粒 径最大2.3㎜ の亜角礫状 を呈す る｡微 晶質の カルセ ドニ質石英 で構成 さ

  れ るものや､隠 微 晶質石基 中にプール状 の細 晶質石英集合体 を形成 してい るものがみ られる｡
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 花崗岩:少 量存在 し､粒 径最大2.2㎜ の亜角礫状 を呈す る｡粗 晶質で､石 英･カ リ長石･斜 長石で

  構成 されるが､有 色鉱物 は含 まれない｡石 英 中にクラックが認 められ､溶 融組織 を有 している｡

基質

 基質 は淡灰色 を呈 し､主 に粒径0.05㎜ 以下の石英 と粘土鉱物で構成 されるが､上 記 の大型の鉱物

片･岩 片 を含み､淘 汰性 は不良であ る｡粘 土鉱物 は高温焼成 を受 けてい るため､非 晶質化 し､原 鉱

物の光学性 は残存 してい ない｡微 量の化石 を含み､骨 片状･棒 状 を示すが､ガ ラス化 してい る｡鉱

物の配向性 は中程度である｡

 孔隙 ：少量存在 し､長 さ最大0.05㎜ に伸長 した筋状 を呈す る｡

その他

 本 試料 は石英･カ リ長石 に溶 融組 織が 認 め られ るが､ム ライ トが 生成 されて い ない こ とか ら

1,150℃ 程度の焼成温度 と推定 される｡

試料番号3:瓦 器?

鉱物片

 石英:少 量存在 し､粒 径0.03～0.3㎜ の他形粒状 を呈す る｡ま れに高温焼成 に よるクラ ックが存在

  す るが､明 瞭 な溶融組織 はみ られ ない｡

 カリ長石:微 量存在 し､粒 径最大0.1㎜ の他形粒状 を呈す る正長石であ る｡カ リ長石粒外縁 の劈 開

  に沿 って溶融 した組織 がみ られるが微 弱である｡

 斜長石:微 量 ～少量存在 し､粒 径 最大0.28㎜ の他形粒状 を呈す る｡集 片双晶がみ られる｡ム ライ

  ト化･ガ ラス化 などの加熱変化 はみ られない｡

 黒雲母 ：きわめて微量存在 し､粒 径最大0.1㎜ の他形長柱状 を呈す る｡黒 色の鉄鉱物が著 し く､黒

 色不透明鉱物 の内側 に褐色 を呈す る残晶 となっている｡

 不透明鉱物:微 量存在 し､粒 径最大0.1㎜ の他形粒状･長 柱状･粉 状集合体状 を呈す る｡長 柱状 を

  呈す る もの は黒雲母か らの変質物 とみ られる｡不 透 明鉱物 の周縁 の素地 は溶融 している ことが

  多い｡

岩片

 チャー ト:き わめて微量存在 し､粒 径最大0.2㎜ の亜角礫状 を呈す る｡微 晶質の カルセ ドニ質石英

  で構成 される｡

 泥岩:き わめて微量存在 し､粒 径 最大0.15㎜ の亜 円礫状 を呈 す る｡微 晶質の珪長質鉱物 に変 質 し

  てい る｡

 片状石英岩:き わめて微量存在 し､粒 径最大0.18㎜ の亜角礫状 を呈す る｡定 向配列 した細 晶質石

  英の集合体 で構成 され る｡

 花 嵩岩:微 量存在 し､粒 径最大1.1㎜ の亜角礫状 を呈 する｡粗 晶質 で､石 英･カ リ長石･斜 長石で

  構成 されるが､有 色鉱物 は含 まれない｡こ のほか､中 晶質石英集合体 で構 成 される岩片 が存在

  す る｡

基質
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 基質 は淡灰色 を呈 し､主 に粒径0.03㎜ 以 下の石英 と粘土鉱物で構成 され る｡鉱 物片･岩 片 を含み､

淘汰性 は中程度であ る｡粘 土鉱物 は高温焼成 を受 けてい るため､非 晶質化 し､原 鉱物の光学性 は残

存 していない｡鉱 物の配向性 はほ とんど認 め られない｡

 孔隙:少 量存在 し､長 さ最大0.4㎜ に伸長 した筋状 を呈す る｡

その他

 本試料 は石英粒 中 にクラックが､カ リ長石 に微 弱 な溶融組織が認め られ る｡ム ライ ト等の高温鉱

物 は生成 されてい ない｡1,100～1,150℃ 程度 の焼成温度 と推定 される｡

 なお､本 薄片の一部表面 にはシル ト質粘土が付着 している｡

試料番号4:須 恵器

鉱物片

 石英:少 量存在 し､粒 径0.03～0.3㎜ の他 形粒状 を呈す る｡ま れ に高温焼成 によるクラックが存在

  す るが､明 瞭な溶融組織 はみ られない｡

 カリ長石 ：微量存在 し､粒 径最大0.15㎜ の他形粒状 を呈する仮 晶で､高 温焼成 されたため溶融 し､

  残 晶は認め られない｡

 斜長石:微 量 ～少量存在 し､粒 径最大0.12㎜ の他形粒状 の仮 晶 を呈す る｡鉱 物粒全体 が褐色 の非

  晶質 に変質 している｡褐 色仮 晶を高倍率で観 察する と､微 細 な針状 ムライ トが生成 している｡

 不透 明鉱物:微 量存在 し､粒 径最大0.05㎜ の他形粒状 を呈する｡

岩片

 チャー ト:き わめて微量存在 し､粒 径最大0.1㎜ の亜角礫状 を呈す る｡微 晶質の カルセ ドニ質石英

  で構成 される｡

高温鉱物

 ムライ ト:斜 長石 の仮 晶 と考 え られ る淡褐色非晶質物質 中に､長 さ0.02㎜ 程 度の針状結 晶が生成

  され てい る｡ま た､素 地の粘土部 に低結晶度の ムライ トと思 われる繊維状結 晶が生成 されてい

  る｡

 溶化 ガラス:微 量 ～少量存在 し､主 として カリ長石 の仮晶 中に生成 されてい る｡

 酸化鉄焼結体:微 量存在 し､粒 径最大0.3㎜ の粒状 を呈 する｡焼 結体の内部 は空 隙 となっている｡

基質

 基 質は褐 色 を呈 し､主 に粒 径0.03㎜ 以下 の石英 と粘土鉱物 で構 成 される｡鉱 物片･岩 片 を含 み､

淘汰性 は中程度であ る｡粘 土鉱物 は高温焼成 を受 けて､非 晶質化 し､低 結晶度の ムライ トと思 われ

る繊維状鉱物 を生成 してい る｡粘 土鉱物の配向性 は強 く､繊 維状鉱物の生成お よび孔隙 は配向性 と

平行 している｡

 孔隙:少 量存在 し､長 さ最大1.0㎜ に伸長 した筋状 を呈す る｡

その他

 本試料 は､カ リ長石が完全 に溶化 し､斜 長石が非晶質化 し､内 部 に針状 ム ライ トが生成 されてい

る｡ま た､素 地 の粘土が低結晶度のム ライ トに変化 してい るこ とか ら1,200℃ 程度 の焼成温度 と推 定
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され る｡

試料番号5:黒 色土器

鉱物片

 石英:少 量 ～中量存在 し､粒 径最大0.6㎜ の他形破片粒状 を呈す る｡溶 融組織 はみ られ ない｡

 カリ長石 ：少量存在 し､粒 径最大0.3㎜ の他形粒状 を呈す る正長石であ る｡一 部は鉱物粒外縁 の劈

  開 に沿って､僅 か に溶融 した組織がみ られる｡

 斜長石:少 量存在 し､粒 径最 大0.3㎜ の他 形破片粒状 を呈す る｡集 片双 晶がみ られ る｡ム ライ ト

  化･ガ ラス化 などの加熱変化 はみ られない｡

 黒雲母:少 量存在 し､粒 径0.05～0.5㎜ の他形長柱 状･葉 片状 を呈す る｡黒 色鉄鉱物化 してい る も

  のが多 いが､一 部 は淡色化 し､淡 褐色 ～褐色の多色性 を有 してい る｡

 白雲母:微 量存在 し､最 大0.3㎜ に伸長 した針状 を呈 し､加 熱変化 はみ られない｡

 角閃石:微 量存在 し､粒 径最 大0.25㎜ の他形破片粒 状 を呈する｡淡 緑色 ～緑色 の多色性が著 しい｡

  が､一 部の角閃石 は淡黄褐色 ～淡褐色 の色調 を示 し､軽 度 の酸化角閃石化が認め られ る｡

 斜方輝石:微 量存在 し､粒 径 最大0.15㎜ の他形破片粒状 を呈す る｡淡 黄褐色 ～淡緑色 の多色性 を

  有す る｡

 単斜輝石:き わめて微量存在 し､他 形粒状･他 形破片状 を呈す る｡淡 緑色 で､多 色性 は きめわて

  弱い｡

 緑簾石:き わめて微量存在 し､粒 径最大0.02㎜ の他形粒状 を呈 する｡

 不透明鉱物:少 量存在 し､粒 径0.05～0.15㎜ の他形粒状･長 柱状 を呈す る｡長 柱状 を呈す るものは

  黒雲母か らの変質物 とみ られる｡

岩片

 凝灰岩:微 量存在 し､粒 径最大0.35㎜ の亜円礫状 を呈す る｡非 晶質で､一 部の凝灰岩片 の外縁 は

  溶融 した組織 を示 している｡

 セリサ イ ト岩 ：きわめて微量存在 し､粒 径0.18㎜ の亜角礫状 を呈す る｡粒 径0.02～0.03㎜ の葉片状

  セ リサ イ トの集合体 で､変 質岩の岩片 と判定 され る｡セ リサ イ トは新鮮で加熱変化 はみ られな

  い。

基質

 セ リサ イ ト：中量存在 し､最 大0.05㎜ に伸長 した繊 維状 を呈 して定 向配列 し､基 質 を構 成 してい

  る｡セ リサ イ トは酸化鉄 に汚染 され､淡 褐色 を帯びているが､光 学性 は残存 されてい る｡

  試料表面か ら0.8㎜ の間は黒色化 してい る｡従 って､本 試料 の表面 の黒色部 は鉄分が多 いため

  に焼結で､カ ーボ ンの付着膜ではない｡

 孔 隙:少 量存在 し､長 さ最大0.8㎜ に伸長 した不 定形 を呈 する｡ほ ぼセ リサ イ トの配列 に平行 して

  いる｡

その他

 本試料 は本来土師器 に属す ると考 え られる｡原 土 は試料番号1～4と 異 な り､含 鉄 セ リサ イ ト質で､
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セ リサ イ トが ほ とん ど完全 に残留 してい るこ と､角 閃石の熱変化か ら判断す る と､800～900℃ 程度

の焼成温度 と推定 され る｡

(4)考 察

1) 顕微鏡観察 を行 った試料 の うち､試 料 番号1～4は 比較的高温で焼成 され､試 料番号5は 比較 的

  低温で焼成 されたと判 断 される｡

2) 試料番号1～4に 含 まれ る鉱物片 は､石 英･カ リ長石･斜 長石 の他 に黒雲母･ジ ル コン･緑 簾

  石が認 め られる｡

3) 長石類 と黒雲母 は焼成温度が高い ほど変化 を起 こ し､試 料番号1お よび試料番号4で は､カ リ

  長石 は完全溶化(ガ ラス化)し､斜 長石 は非晶質化 して新 たに高温鉱物 としてムライ トを生

  成 してい る｡実 験 的 に､石 英･粘 土鉱 物等 が 共生 す る系 にお け る カ リ長石 の溶 融温 度 は

  1,150℃､ム ライ トが顕在化す る温度は約1,200℃ 程度､石 英 が溶融 し始め る温度 は1,150℃ と

  されている ことか ら､試 料番号1お よび試料番号4の 焼成温度は約1,200℃ と推定 され る｡

  また､試 料番号1お よび試料番号4で は､黒 雲母 も鉄鉱物化 し､不 透 明鉱物 に変 質 し､一 部 に

  残晶が認め られる ものの､原 鉱物 は残留 していない｡

4) これに対 し､試 料番号2お よび試料番号3で は､石 英 中に高温焼成 に よる クラックが存在 する

  ものの明瞭 な溶融組織が認 め られず､カ リ長石 は鉱物粒周縁 の劈 開に沿 って微弱 な溶融組織

  を示 すが､斜 長石 に顕著 な変化が認 め られず､ム ライ ト等 の高温鉱物 は生成 され ていない｡

  これ らの現象 か ら､試 料番号2は1,150℃ 程 度､試 料番号4は1,100～1,150℃ の焼成温度 が推 定

  される｡

5) 試料番号1～4に 含 まれる岩片 はチ ャー ト･石 英片岩･片 状 石英岩 な どの古期岩層 の破片 と花

  崗岩類で､一 部 に泥岩が含 まれる｡

6) 試料番号5の 原料粘土･焼 成温度 は試料番号1～4と 異 なってい る｡

(a)鉱 物片 に石英･カ リ長石･斜 長石･黒 雲母が含 まれるのは共通 しているが､こ の他 に､い ず

  れ も微量 ～ きわめて微量 の斜方輝石･単 斜輝石･角 閃石･白 雲母･緑 簾 石が認 め られる｡斜

  方輝石･単 斜輝石･角 閃石 は通常安 山岩 な どの火山岩 に由来する ことが多 い鉱物種 で､試 料

  番号1～4に は認 め られてい ない｡

(b)岩 片 として非 晶質 の凝灰岩が含 まれる｡凝 灰岩 は試料番号1～4に は認め られていない｡(a)と

  関連す る岩種 で､試 料番号1～4の 原土採取地 とは全 く異 なる地域の原土 である と判定 される｡

(c)素 地 も試料番号1～4と 異 質で､淘 汰性 の不 良な含鉄 セ リサ イ ト質粘 土 を使用 してい る｡こ の

  種 の粘土 はいわゆる｢土 師器｣に 多様 されている低温焼成 に適 する性 質 を有 している｡含 鉄

  量が多 い と焼結温度 を下 げる効果が ある｡こ の原料 を用 いて試料番号1～4の ような高温焼成

  を行 った場合 は､耐 火度が低 いため製 品の製造は不可能で ある｡

(d〉 試料番号5に はセ リサ イ トが光学性 を保 ったままその大部分が残存 している｡セ リサ イ トなど

  の雲母鉱物 は約900℃ で､本 来の性 質 を失 い､さ らに温度 を上 げる と､非 晶質化･ガ ラス化な

  どの現象 を示す｡ま た､含 まれる角 閃石 の一部 は弱 い酸化角 閃石化 を示 してい る｡こ の変化
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   は角 閃石 は800℃ 以上 で加 熱 した場合 にみ られ る現象 である｡従 って､本 試料 の焼成温度 は

   800～900℃ と推定す るのが妥 当であ ろうと考 え られる｡

引用文献

 中村純(1967)花 粉分析.232p.,古 今書 院

 徳永重元･山 内輝子(1977)花 粉･胞 子.｢化 石 の研究法｣､化 石研究会編著､p.50-73､共 立 出

  版株式 会社
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偏光顕微鏡写真説明
鉱物･岩 片等の略号

Qz

Kf

PI

Bi

Ho

Ze

Z-v

Op

Mu

Gl

Chr

Q-s

Gm

P

石英(quartz)

カ リ長 石(potassium feldspar)

斜 長 石(plagioclase)

黒 雲 母(biotite)

角 閃 石(homblende)

ゼ オ ライ ト(zeolite)

ゼ オ ライ ト脈(zeolite vein)

不 透 明鉱 物(opaque mineral)

ム ラ イ ト (mullite)

ガ ラ ス(glass)

チ ャ ー ト(chert)

石英片岩

基 質(matrix)

孔 隙(pore)

顕微鏡写真一覧

図版番号 写真内容 対物倍率 ニコル

1  花粉化石

2  岩石薄片試料番号1シ ル ト岩

2  同 上

3  岩石薄片試料番号2泥 岩

3  同 上

4  岩石薄片試料番号3砂 質泥岩

4  同 上

5  岩石薄片試料番号4シ ル ト岩

5  同 上

6  岩石薄片試料番号5シ ル ト岩

6  同 上

7  須恵器等の薄片試料番号1須恵器

7  同 上

8  須恵器等の薄片試料番号1須 恵器(図 版7の 拡大写真)

8  同 上

9  須恵器等の薄片試料番号2須 恵器

9  同 上

10  須恵器等の薄片試料番号3瓦 器?

10      同  上

11  須恵器等の薄片試料番号4須 恵器

11      同  上

12  須恵器等の薄片試料番号5黒 色土器

12       同  上

×12.5  －

×12.5  ＋

×12.5   －

×12.5  ＋

×12.5   －

×12.5  ＋

×12.5  －

×12.5  ＋

×12.5  －

×12.5  ＋

×12.5  －

×12.5  ＋

×25    －

×25   ＋

×12.5   －

×12.5  ＋

×12.5  －

×12.5  ＋

×12.5   －

×12.5  ＋

×12.5  －

×12.5  ＋
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図版1 花粉化石図版1 花粉化石

1.マ ツ属(試 料 番 号19)

3.状 況写真(試 料番号1)

5.状 況写真(試 料番号6)

7.状 況写真(試 料番号9)

9.状 況写真(試 料番号17)

2.ミ ズ ワ ラ ビ属(試 料 番19)

4.状 況写真(試 料番号3)

6.状 況写真(試 料番号7)

8.状 況写真(試 料番号13)

1O.状 況写真(試 料番号19)



図版2 岩石薄片顕微鏡写真図版2 岩石薄片顕微鏡写真
資料番号1 シル ト岩

下 方 ポー ラー

直 交 ポー ラー



図版3 岩石薄片顕微鏡写真図版3 岩石薄片顕微鏡写真
試料番号2 泥岩

下方 ポー ラ-

直 交 ポ ー ラー



図版4 岩石薄片顕微鏡写真図版4 岩石薄片顕微鏡写真
試料番号3 砂質泥岩

下 方 ポー ラー

直 交 ポー ラ ー



図版5 岩石薄片顕微鏡写真図版5 岩石薄片顕微鏡写真
試料番号5 シル ト岩

下 方 ポー ラー

直交 ポー ラー



図版6 岩石薄片顕微鏡写真図版6 岩石薄片顕微鏡写真
試料番号5 シル ト岩

下 方 ポー ラー

直交 ポ ー ラー



図版7 須恵器等の薄片顕微鏡写真図版7 須恵器等の薄片顕微鏡写真
試料番号1　須恵器

下 方 ポ ー ラー

直交 ポ ー ラー



図版8 須恵器等の薄片顕微鏡写真図版8 須恵器等の薄片顕微鏡写真
試料番号1　須恵器(図 版7の拡大写真)

下 方 ポ ー ラー

直交ポーラ-



図版9 須恵器等の薄片顕微鏡写真図版9 須恵器等の薄片顕微鏡写真
試料番号2 須恵器

下方 ポ ー ラー

直交 ポ ー ラー



図版10 須恵器等の薄片顕微鏡写真図版10 須恵器等の薄片顕微鏡写真
試料番号3 瓦器?

下方 ポー ラー

直交 ポ ー ラー



図版11 須恵器等の薄片顕微鏡写真図版11 須恵器等の薄片顕微鏡写真
試料番号4 須恵器

下 方 ポ ー ラー

直交 ポ ー ラー



図版12 須恵器等の薄片顕微鏡写真図版12 須恵器等の薄片顕微鏡写真
試料番号5 黒色土器

下方 ポー ラー

直交 ポー ラー
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